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女
性
の
人
権
を
踏
み
に
じ
る
買
春
観
光
を
許
す
な
ノ
・

買
春
観
光
に
抗
議
す
る
ア
ジ
ア
の
人
々
と
連
帯
し
よ
う
/

恥
を
知
れ
ノ
・
買
春
観
光
に
く
り
出
す
日
本
の
男
た
ち
ノ
.

一
九
七

0
年
代
に
入
っ
て
伸
び
は
じ
め
た
日
本
人
男
性
の
海
外
買
春
旅
行
は
、
今
日
ま
す

ま
す
数
を
増
し
、
ア
ジ
ア
の
人
々
か
ら
「
市
民
の
服
を
着
た
帝
国
軍
隊
L

(

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
コ
ン

ス
タ
ン
チ
l
ノ
教
授
)
と
告
発
さ
れ
な
が
ら
も
、
飽
く
こ
と
な
き
性
の
侵
略
を
く
り
返
し
て
い

る
。
韓
国
・
台
湾
・
タ
イ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
に
加
え
、
最
近
は
、
ネ
パ

l
ル
・
ス
リ
ラ
ン

カ
な
ど
へ
も
買
春
地
帯
は
急
速
に
そ
の
範
囲
を
広
げ
て
い
る
。

一
九
七
三
年
、
日
本
人
男
性
の
キ
l
セ
ン
観
光
に
対
す
る
韓
国
女
性
の
怒
り
の
声
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
日
本
の
女
性
た
ち
も
買
春
観
光
反
対
運
動
に
結
集
し
た
。
そ
れ
か
ら
七
年
1
|
|
O

私
た
ち
寸
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
」
は
機
関
誌
二
号
「
買
春
観
光
を
許
す
な
/
」
の
発
行
を

始
め
、
「
女
大
学
」
で
の
連
続
講
座
、
旅
行
会
社
へ
の
抗
議
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
通
し

て
、
買
春
観
光
を
告
発
し
て
き
た
。

国
際
観
光
旅
行
は
明
ら
か
に
南
北
問
題
で
あ
り
、
先
進
国
か
ら
開
発
途
上
国
へ
の
、
あ
る

い
は
、
旧
植
民
統
治
国
か
ら
新
興
国
へ
の
旅
行
者
の
大
き
な
流
れ
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
逆
は

な
い
。
し
か
も
、
観
光
は
先
進
国
か
ら
の
経
済
侵
略
と
一
体
で
あ
り
、
第
三
世
界
で
は
、
外

貨
と
引
き
替
え
に
、
文
化
、
社
会
、
自
然
環
境
破
壊
な
ど
も
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

と
く
に
買
春
観
光
は
、
日
本
と
他
の
ア
ジ
ア
の
国
々
と
の
ゆ
が
ん
だ
政
治
・
経
済
関
係
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
日
本
企
業
が
、
ア
ジ
ア
の
女
性
を
低
賃
金
労
働
力
と
し
て
、
苛
酷

な
搾
取
を
し
て
得
た
経
済
力
を
札
束
に
替
え
、
そ
れ
を
ふ
と
こ
ろ
に
日
本
の
男
性
が
観
光
客

と
な
っ
て
ア
ジ
ア
の
女
性
に
群
が
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
資
本
は
ア
ジ
ア
の
女
性
を
商
品
と

す
る
観
光
産
業
に
も
進
出
し
、

A
7
ゃ
、
観
光
客
と
し
て
の
「
買
い
手
J

」
と
、
観
光
業
者
と
し

て
の
「
売
り
子
」
と
い
う
両
面
で
?
ア
ジ
ア
の
女
性
の
心
身
を
収
奪
し
て
、
人
権
γ
を
侵
害
し

て
い
る
。

かを問わず、また、男女の平等を基礎として、

婦人が認識し、享受し又は行使することを害

し又は無効とする効果又は目的を有するもの

をいう』とある。また第6条には『締約国は、

あらゆる形態の婦人の売買及び婦人の売春か

らの搾取を禁止するためのすべての適当な措

置(立法を含む。)をとる。』とあり、性差別・

売春の否定をうたっている。

この条約は、 1979年12月18日第34回国連総

会で採択された。賛成112，反対1，棄権13で

採択され、日本も賛成票を投じている。

第1部、第1条には「適用上、 「婦人に対

する差別」とは、性に基づく差別排除又は制

限であって、政治的、経済的、社会的、文化

的、市民的その他のいかなる分野においても、

人権及び基本的自由を、婚姻をしているか否

受
け
入
れ
国
の
側
で
は
、
タ
イ
が
一
九
八

O
年
を
「
観
光
年
」
と
制
定
し
、
観
光
(
売
春
)

促
進
計
画
に
よ
り
外
貨
獲
得
に
力
を
入
れ
、
一
方
、
韓
国
も
済
州
島
の
巨
大
な
観
光
客
誘
致

計
画
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
ア
ジ
ア
の
国
々
は
、
厳
し
い
軍
事
・
独
裁
政
権
下
に
あ
り
、

国
策
と
し
て
の
観
光
開
発
を
工
業
化
促
進
の
一
翼
と
し
、
観
光
客
の
た
め
の
治
安
維
持
を
戒

厳
令
存
続
の
口
実
に
し
て
い
る
。

か
つ
て
、
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
が
石
炭
船
の
船
底
深
く
身
を
ひ
そ
め
て
渡
っ
た
ア
ジ
ア
の
国

々
か
ら
、
女
た
ち
が
今
日
観
光
ピ
ザ
片
手
に
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
日
本
に
逆
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

お
よ
そ
一
世
紀
を
へ
だ
て
た
昔
も
A
7
も
、
輔
さ
れ
搾
取
さ
れ
る
の
は
女
た
ち
で
あ
る
。
そ
の

背
後
に
仕
送
り
を
待
つ
貧
し
い
家
庭
と
近
代
化
を
目
指
す
母
国
が
あ
る
。

買
春
観
光
の
構
造
を
究
明
し
て
ゆ
く
と
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
不
聞
に
付
さ
れ
た
部
分
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
、
天
皇
制
を
頂
点
と
す
る
家
制
度
と
私
有
財
産
制
度
の

下
で
、
「
娼
婦
性
の
故
に
惑
わ
さ
れ
る
存
在
」
と
い
う
女
を
買
う
側
の
男
の
論
理
は
ま
か
り
通

っ
て
来
た
。
そ
れ
が
買
春
の
必
要
社
会
悪
論
と
し
て
温
存
さ
れ
た
ま
ま
、
戦
後
、
買
う
側
を

不
聞
に
付
す
売
春
防
止
法
(
片
罰
法
)
に
な
っ
た
。
こ
の
ザ
ル
法
の
故
に
、
圏
内
で
は
ト
ル

コ
風
呂
の
繁
栄
と
、
特
に
沖
縄
で
は
、
前
近
代
的
な
「
前
借
金
」
に
苦
し
む
女
た
ち
を
生
み

出
し
て
い
る
。買
春
観
光
の
横
行
は
、
ま
さ
に
不
問
に
付
さ
れ
た
買
う
側
の
論
理
を
受
け
入
れ
、
売
春
に

生
き
る
女
た
ち
を
道
徳
的
に
非
難
す
る
妻
た
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
女

を
妻
、
娼
婦
、
労
働
力
の
用
途
に
応
じ
、
分
断
し
手
段
化
し
て
来
た
権
力
や
制
度
こ
そ
真
の

元
凶
で
あ
る
こ
と
に
女
自
身
が
気
づ
い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
女
た
ち
が
自
ら
の
身
を
売
ら
ね
ば
暮
し
て
ゆ
け
な
い
状
況
の
中
で
、
日
々
人
間

性
を
奪
わ
れ
て
い
る
事
を
知
っ
て
、
そ
れ
で
も
な
お
、
同
じ
ア
ジ
ア
の
女
と
し
て
の
私
た
ち

が
、
男
た
ち
の
理
解
あ
る
妻
・
恋
人
・
娘
に
と
ど
ま
れ
る
だ
ろ
う
か
。

ア
ジ
ア
か
ら
の
告
発
の
声
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
買
春
観
光
を
生
み
出
す
状
況
を

見
き
わ
め
、
そ
の
反
対
運
動
に
向
け
て
闘
う
力
を
結
集
し
よ
う
グ

一
九
八

O
年
六
月

婦人に対するあらゆる形態の差別撤廃条約

ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会



買
春
観
光
は
南
北
問
題
で
あ
る

「
先
進
国
の
人
々
が
、
管
理
社
会
の
ス

ト
レ
ス
か
ら
の
気
晴
ら
し
の
た
め
、
そ
し

て
、
工
業
化
で
破
壊
さ
れ
た
自
然
環
境
を

逃
が
れ
て
、
南
の
開
発
途
上
国
に
三
つ
の

S
(
S
U
N
、
S
E
A
、
S
E
X
)
を
求

め
て
観
光
に
く
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

国
際
観
光
は
第
三
世
界
に
搾
取
と
支
配
を

も
た
ら
す
」
|
|
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
ナ
ン

で
開
か
れ
た
環
境
会
議
で
、
イ
プ
リ
ン
・

ホ
ン
さ
ん
は
、
第
三
世
界
の
女
性
の
立
場

で
、
国
際
観
光
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
山

国
際
観
光
は
大
変
な
急
成
長
産
業
で
あ

る
。
こ
の
二
十
年
間
に
観
光
収
入
は
八
倍

に
ふ
く
れ
上
が
り
、
世
界
貿
易
の
中
に
占

め
る
割
合
は
、
値
上
が
り
し
た
石
油
に
と

っ
て
替
ら
れ
る
ま
で
は
、
ト
ッ
プ
に
な
っ

て
い
た
。

ω
一
九
六
二
年
か
ら
七
七
年
ま

で
の
年
平
均
成
長
率
は
、
観
光
客
数
で
七
・

八
%
、
外
貨
収
入
は
一
三
%
も
伸
び
、
六

二
年
に
八
千
万
人
、
七
八
億
ド
ル
の
規
様

だ
っ
た
の
が
、
七
七
年
に
は
、
二
億
四
千

五
百
万
人
、
五
百
億
ド
ル
も
の
産
業
に
な

り
、
世
界
の
貿
易
量
の
七
%
に
も
相
当
す

る。

ω
八

O
年
に
は
三
億
人
を
超
え
る
と

も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
東
南
ア
ジ
ア
(
韓
国
、
台

湾
を
含
む
)
へ
の
観
光
客
の
激
増
ぶ
り
が

目
立
ち
、
六

O
年
か
ら
七
六
年
ま
で
に
、

十
八
倍
に
も
ふ
え
て
、
世
界
の
観
光
客
の

中
に
占
め
る
シ
ェ
ア
も
、
七

O
年
か
ら
七

級
対
立
を
よ
り
深
刻
に
す
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
。
何
じ
ろ
、
J

先
進
国
の
多
国

籍
企
業
に
よ
る
経
済
支
配
の
場
で
あ
り
、

第
三
世
界
の
一
部
支
配
層
の
利
潤
獲
得
の

場
で
あ
る
国
際
ホ
テ
ル
に
、
豊
か
な
国
の

観
光
客
が
や
っ
て
き
て
、
地
元
の
人
々
の
貧

し
い
生
活
と
は
か
け
離
れ
た
ぜ
い
た
く
な
休

日
を
週
こ
す
。
北
の
国
の
ツ
ー
リ
ス
ト
が
一

泊
の
楽
し
み
に
払
う
金
は
、
南
の
国
の
農

民
が
一
年
間
汗
を
流
し
て
得
る
収
入
に
相

当
す
る
の
だ
。

こ
う
し
た
観
光
産
業
の
急
成
長
は
、
開

発
途
上
国
に
さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ナ
ス
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
経
済
開
発
の
外
国
依
存
、

民
衆
の
生
活
向
上
と
無
関
係
な
消
費
型
経

済
、
資
源
の
浪
費
、
自
然
環
境
の
汚
染
、

都
市
美
観
保
存
を
名
目
に
し
た
貧
民
の
強

制
立
ち
退
き
、
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
治

安
緩
持
、
政
治
的
弾
圧
、
伝
統
文
化
の
破

壊
、
そ
し
て
売
春
:
:
:
「
自
然
の
収
奪
や

資
源
の
乱
用
だ
け
で
な
く
、
買
春
観
光
は

明
ら
か
に
、
わ
れ
わ
れ
の
精
神
的
、
道
徳

的
価
値
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ

れ
の
社
会
に
及
ぼ
す
被
害
を
憂
慮
し
て
い

る
。
政
府
は
特
別
委
員
会
を
作
っ
て
実
態

調
査
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
か
太
陽
と
セ
ッ

ク
ス
H

の
観
光
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
ぬ

ぐ
う
よ
う

P
R
す
べ
き
で
あ
る
」
と
、
ペ

ナ
ン
消
費
協
会
の
機
関
誌
最
新
号
(
八

O

年
三
月
号
)
は
、
「
観
光
の
醜
い
側
面
」
と

い
う
特
集
を
組
ん
で
、
日
本
人
の
買
春
観

光
を
非
難
し
た
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
新
聞

五
年
の
五
年
間
で
倍
に
も
な
っ
た
。
国
別

で
は
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
タ
イ
、
台
湾
の
五
カ
国
は
七
六
年

に
年
間
百
万
人
を
超
え
る
外
国
人
観
光
客

を
受
け
入
れ
(
表

I
)韓
国
も
、
七
八
年
に

は
百
万
人
を
突
破
し
た
。
日
本
人
観
光
客

は
韓
国
六
十
万
人
、
台
湾
四
十
万
人
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
二
十
万
人
、
タ
イ
十
五
万
人
な
ど

ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
る
国
も
少
な
く
な
い
。

そ
れ
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
こ
れ
ほ
ど

観
光
が
急
膨
脹
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
第
一

に
、
先
進
工
業
国
と
の
南
北
格
差
が
考
え

ら
れ
る
。

G
N
Pが
一
人
当
り
七
千
ド
ル
に

も
達
し
て
い
る
(
七
九
年
)
日
本
と
、
そ
の

十
分
の
一
の
七
百
ド
ル
に
も
満
た
な
い
国
々

と
の
経
済
力
の
途
方
も
な
い
格
差
:
:
:
。

ω

先
進
工
業
国
の
大
衆
の
所
得
向
上
が
海

外
旅
行
と
い
う
新
し
い
大
衆
レ
ジ
ャ
ー
を

生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

ω

「
日
常
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
や
退
屈
さ
か

ら
逃
が
れ
た
い
L

と
い
う
の
が
海
外
観
光

に
出
か
け
る
基
本
的
動
機
で
あ
る
。
人
工

的
な
管
理
社
会
と
化
し
た
先
進
国
で
、
仕

事
の
単
調
さ
に
倦
み
あ
き
る
か
、
逆
に
モ

l
レ
ツ
会
社
人
間
と
し
て
追
い
ま
く
ら
れ

る
男
性
た
ち
が
、
破
壊
や
汚
染
で
魅
力
の

奪
わ
れ
た
圏
内
観
光
地
に
あ
い
そ
づ
か
し

し
て
、
遠
い
南
の
国
々
へ
の
旅
に
憧
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
先
進
工
業
国
の
大
衆
の
願
望

報
道
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
今
日
拡
が
っ
て
い
る
女
性
の
搾
取
の

形
態
は
、
買
春
観
光
産
業
で
あ
る
。
と
く

に
、
い
く
つ
か
の
第
三
世
界
の
国
々
で
は
、

大
規
模
か
つ
組
織
的
な
方
法
が
と
ら
れ
、

女
性
を
利
用
す
る
こ
と
で
観
光
客
の
誘
致

を
は
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
女
た
ち

自
身
が
受
け
と
る
分
は
少
な
く
、
買
春
観

光
の
も
う
け
は
、
旅
行
会
社
、
ホ
テ
ル
、

ク
ラ
ブ
経
営
者
、
添
乗
員
、
売
春
宿
主
な

ど
に
行
っ
て
し
ま
い
、
先
進
工
業
国
の
旅

行
会
社
や
航
空
会
社
に
巨
額
の
利
益
を
吸

い
上
げ
ら
れ
て
い
る
L
o
m

韓
国
の
キ

i
セ
ン
、
台
湾
の
ク
l
ニ
ャ
ン
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ガ

l
ル、

タ
イ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
ガ

l
ル
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
ソ

l
シ
ャ
ル
エ
ス
コ

l
ト
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
で
呼
び
名
は
違
っ
て
も
、
北

の
豊
か
な
国
の
外
国
人
男
性
に
性
を
売
る

南
の
貧
し
い
国
の
女
性
た
ち
で
あ
る
。
「
農

村
で
食
え
な
く
て
都
会
に
出
て
き
た
教
育

も
技
能
も
な
い
女
た
ち
は
、
生
き
る
た
め

に
ほ
か
に
何
が
で
き
る
と
い
う
の
で
し
ょ

う
」
。
附
工
場
で
汗
水
た
ら
し
で
も
一
日
わ

ず
か
一
・
六
ド
ル
(
月
約
四
十
ド
ル
)
の
低

賃
金
で
は
、
氾
濫
す
る
き
ら
び
や
か
な
消

費
物
資
は
ま
さ
に
二
局
値
H

の
花
だ
が
、
肉
体

で
か
せ
げ
ば
、
そ
の
数
倍
の
二
、
三
百
ド

ル
の
収
入
に
は
な
る
。
こ
れ
で
や
っ
と
、

お
し
ゃ
れ
に
も
手
が
届
き
、
田
舎
の
家
族

に
何
が
し
か
の
仕
送
り
も
で
き
る
。
貧

困
か
ら
脱
け
出
す
た
め
と
い
う
古
典
的
な

を
実
現
さ
せ
る
技
術
の
発
達
も
見
逃
せ
な

い
。
数
百
人
乗
り
の
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト

な
ど
の
大
量
輸
送
手
段
、
多
国
籍
資
本
に

よ
る
マ
ン
モ
ス
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
や
レ
ジ

ャ
ー
施
設
、
そ
し
て
、
成
田
空
港
の
よ
う

な
巨
大
空
港
が
作
ら
れ
、
割
安
な
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ツ
ア
ー
が
大
量
販
売
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
日
本
で
も
七

0
年
代
に
入
っ
て
、

海
外
団
体
旅
行
は
大
衆
化
し
、
円
高
も
あ
っ

て
、
東
北
の
農
民
で
も
、
大
阪
の
中
小
企

業
主
で
も
、
九
州
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、

ふ
だ
ん
着
で
、
ソ
ウ
ル
や
台
北
や
マ
ニ
ラ

に
旅
行
す
る
時
代
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、

日
本
人
海
外
旅
行
者
は
年
間
四
百
万
人

(
七
九
年
)
に
も
達
し
て
い
る
。

一
方
、
観
光
客
を
迎
え
る
側
の
第
三
世

界
で
は
各
国
政
府
が
競
っ
て
観
光
振
興
に

乗
り
出
し
た
。
ゴ
ム
や
バ
ナ
ナ
や
鉄
鉱
石

と
い
っ
た
一
次
産
品
の
輸
出
が
振
る
わ
な

く
な
っ
て
、
そ
れ
に
代
る
外
貨
獲
得
の
手
段

と
し
て
観
光
を
国
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
の

で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
各
国
政
府
は
、

世
界
銀
行
な
ど
国
際
金
融
機
関
の
援
助
も

受
け
て
、
観
光
産
業
に
補
助
金
、
低
利
融

資
、
免
税
な
ど
あ
ら
ゆ
る
優
遇
措
置
を
講

じ
る
よ
う
に
な
り
、
各
国
の
都
市
や
観
光

地
に
は
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
ホ
テ
ル
が
こ
の

数
年
間
に
続
々
オ
ー
プ
ン
し
た
。
た
と
え

ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
こ
の
二
年
間

に
、
全
国
の
公
営
住
宅
建
設
に
は
千
三
百

パ
タ
ー
ン
の
売
春
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
南

北
格
差
が
拡
大

(
G
N
P
は
六

O
年
の
十

一
対
一
か
ら
七
五
年
の
十
三
対
一
へ
)
し

て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
国
々
は
独
裁
政
権

下
に
あ
り
、
自
国
の
女
性
を
外
国
人
に
提

供
す
る
と
い
う
女
性
の
人
権
侵
害
に
対
し

て
批
判
や
抵
抗
を
す
れ
ば
、
弾
圧
さ
れ
て

し
ま
う
。
朴
政
権
下
の
韓
国
で
キ
l
セ
ン

観
光
反
対
を
叫
ん
だ
女
子
学
生
は
逮
捕
さ

れ
、
マ
ル
コ
ス
政
権
下
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
戒
厳
令
以
後
マ
ニ
ラ
市
内
に
日
本
人

経
営
の
パ

l
、
キ
ャ
バ
レ
ー
が
急
に
ふ
え

た
と
い
う
し
、
タ
イ
で
は
軍
事
ク
ー
デ
タ

ー
以
後
、
売
春
が
公
認
さ
れ
、
観
光
振
興
政

策
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。
若
者
や
知
識
人

が
投
獄
さ
れ
、
拷
問
に
苦
し
ん
で
い
る
と

き
に
、
外
国
人
観
光
客
が
女
遊
ぴ
に
う
つ

つ
を
抜
か
し
、
歓
楽
に
酔
い
し
れ
て
い
る

の
だ
。こ
う
し
た
政
治
経
済
的
な
抑
圧
に
加
え

て
、
伝
統
的
な
女
性
差
別
も
、
第
三
世
界

の
女
性
た
ち
券
売
春
に
追
い
や
る
も
う
一

つ
の
要
因
で
あ
る
。
か
つ
て
の
日
本
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
貧
し
い
一
家
が
生

き
延
び
る
た
め
に
は
、
ま
ず
娘
が
売
ら
れ

る
と
い
う
、
女
性
を
売
買
の
対
象
に
す
る

習
慣
は
、
韓
国
な
ど
の
儒
教
文
化
圏
だ
け

で
な
く
、
タ
イ
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

に
も
広
く
見
ら
れ
る
。
閉
ま
た
、
男
性
に

は
性
的
自
由
を
認
め
、
女
性
に
だ
け
貞
操

を
求
め
る
道
徳
基
準
の
た
め
に
、
結
婚
を

松
井
や
よ
り

万
ド
ル
し
か
出
さ
な
か
っ
た
の
に
、
マ
ニ

ラ
の
ホ
テ
ル
建
設
に
は
五
億
ド
ル
も
の
ロ

ー
ン
を
与
え
た
と
い
う
。
国
間

し
か
も
、
外
人
観
光
客
専
用
の
国
際
ホ
テ

ル
は
、
大
体
先
進
国
の
航
空
会
社
な
ど
の

外
国
資
本
で
、
た
と
え
ば
、
パ
ン
ア
メ
リ

カ
ン
の
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
は
五
十
三
カ
国
に
八
十
八
の
ホ
テ
ル
を

持
ち
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
バ
ン
コ
ク
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
、
パ
リ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
ニ
ラ
、
香
港
な
ど
に
あ
る
。
ト
ラ
ン
ス
ワ

ー
ル
ド
系
の
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
は
、
台
北
、

香
港
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
、
マ
ニ
ラ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
に
作

ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
資
本
も
負
け
じ
と
二

日
本
航
空
が
マ
ニ
ラ
な
ど
に
、
東
急
ホ
テ
一

ル
が
、
ソ
ウ
ル
、
マ
ニ
ラ
な
ど
に
進
出
し
一

て
い
る
。
こ
う
し
た
外
資
系
ホ
テ
ル
の
収
一

入
は
、
四

0
1七
五
%
が
オ
ー
ナ
ー
の
国
一

へ
パ
ッ
ク
し
て
し
ま
い
、
地
元
を
う
る
お
一

す
部
分
は
少
な
い
。
デ
ラ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
一

に
す
る
た
め
の
建
築
材
料
、
調
度
な
ど
も
一

輸
入
品
に
頼
る
の
で
、
そ
の
分
の
外
貨
も
一

地

元

か

ら

流

出

し

て

し

ま

う

。

一

ま
た
、
国
際
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
中
に
一

は
、
ホ
テ
ル
の
経
営
だ
け
を
引
き
受
け
て
、

オ
ー
ナ
ー
は
地
元
資
本
に
ま
か
せ
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
元
の
政
府
と
砕

権
支
配
層
と
の
癒
着
、
腐
敗
関
係
を
生

み
出
す
も
と
に
も
な
り
、
民
衆
と
の
階

あ
き
ら
め
て
娼
婦
に
な
る
ケ

l
ス
も
あ
る
。

こ
う
し
た
伝
統
的
女
性
差
別
が
、
先
進
工

業
国
に
よ
る
経
済
的
搾
取
の
た
め
に
利
用

さ
れ
、
第
三
世
界
の
女
性
た
ち
は
低
賃
金

労
働
を
強
い
ら
れ
る
か
、
売
春
と
い
う
性

労
働
に
お
と
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

南
の
国
々
の
女
性
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
二

重
の
搾
取
の
く
び
き
か
ら
解
放
さ
れ
て
、

人
権
を
回
復
す
る
こ
と
な
し
に
、
日
本
を

は
じ
め
北
の
国
々
の
女
性
の
解
放
も
あ
り

得
な
い
。
買
春
観
光
を
な
く
す
た
め
に
は
、

南
北
問
題
の
解
決
に
力
を
尽
く
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

U
イ
プ
リ
ン
・
ホ
ン
寸
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
観
光
公
害
」

ωロ
パ
ー
ト
・
ウ
ッ
ド
「
観
光
と
東
南
ア
ジ
ア
の
低

聞
問
忠
克
」

問
沈
松
茂
「
百
万
人
突
破
の
観
光
樟
固
」
「
証
明
東
亜
」

ω西
川
潤
「
南
北
問
題
L
N
H
Kプ
y
p
x

間
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヤ
ン
グ
「
観
光
|
祝
福
か
失
望
か
?
」

ペ
リ
カ
ン

附
ロ
パ

l
ト
・
ウ
ッ
ド
前
掲
論
文

m
I
S
I
Sプ
レ
テ
イ
ン
日
号
「
観
光
と
売
春
」
特
集

側
リ
ン
・
ニ
ュ

l
マ
ン
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ

f
l
ル」

側
イ
ル
ゼ
・
レ
ン
ツ
「
ア
ジ
7
の
観
光
売
春
L

‘ 

， 60年 ， 70年 '76年

香 港 6万3千人 92万人 156万人

シンガポール 9万人 52万人 132万人

7 レーシア 2万7千人 90万人 122万人

タ イ 8万人 63万人 110万人

台 湾 2万人 47万人 100万人

事車 国 6千人 17万人 83万人

フィリピン 5万人 14万4千人 61万人

インドネシア 6千人 13万人 43万人

I 
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るら見
買春観光を
ジアかア

い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
住
民
が
そ
う
し
た

も
の
を
買
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

圏
内
の
交
通
機
関
が
ひ
ど
い
状
況
に
あ

り
、
修
復
す
る
費
用
に
こ
と
欠
く
一
方
で
、

何
千
万
ド
ル
も
す
る
国
際
空
港
が
建
設
さ

れ
る
。
何
万
人
も
の
住
民
が
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
住
宅
建
設
を
待
っ
そ
ば
で
、
高

層
ホ
テ
ル
が
た
て
ら
れ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
の
時
、
家
庭
で
は
電
力
節
約
を
要
求

さ
れ
た
が
、
ホ
テ
ル
で
は
こ
う
こ
う
と
あ

か
り
が
と
も

っ
て
い
た
。
ま
た
各
所
で
自
干

ば
つ
や
給
水
制
限
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

中
で
、
ホ
テ
ル
で
は
観
光
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
る
た
め
に
、
噴
水
に
ふ
ん
だ
ん
に
水

を
使

っ
て
い
た
。

、
も
ろ
い
サ
ー
ビ
ス
産
業

観
光
産
業
は
外
国
人
目
当
て
の
サ
ー
ビ

ス
産
業
な
の
で
、
客
を
送
っ
て
い
る
先
進

国
の
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。
一

九
七
四

l
五
年
に
は
、

ぺ
ナ
ン
の
観
光
産

業
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
世
界
的
不
況
の

打
撃
を
受
け
、
欧
米
観
光
客
の
数
が
激
減

し
た
。
一

九
七
六
年
に
は
観
光
客
の
数
は

さ
ら
に
減
少
し
、
翌
年
に
な

っ
て
も
状
況

は
好
転
し
て
い
な
い
。
加
え
て
、
最
近
ペ

ナ
ン
は
コ
レ
ラ
の
汚
染
区
域
と
宣
言
さ
れ
、

客
足
が
遠
の
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

先
進
国
の
景
気
停
滞
と
、
石
油
値
上
げ

に
よ
る
航
空
運
賃
の
値
上
り
の
た
め
、
今

後
数
年
間
は
観
光
客
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
は
容
易
に
予
測
で
き
る
。
ホ
テ
ル
の
維

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
観
光
公
害

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
観
光
産
業
は
急

成
長
を
続
け
て
い
て
、

一
九
八

O
年
に
マ

レ
ー
シ
ア
に
来
る
観
光
客
は
一
九

O
万
人

に
も
の
ぼ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
一
九

七
六
年
に
観
光
客
が
マ
レ
ー

シ
ア
に
お
と

し
た
外
貨
は
三
億
ド
ル
に
も
達
し
た
。

「
観
光
は
経
済
的
利
潤
を
も
た
ら
す
と

同
時
に
、
社
会
的
文
化
的
弊
害
を
も
引
き

起
こ
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
は
他
の
地
域

で
す
で
に
証
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
最

小
限
に
く
い
と
め
る
た
め
に
、
徹
底
的
な

調
査
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
L

と
元
貿

易
産
業
大
臣
自
ら
が
提
言
し
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
観
光
産
業
発
展
の
た
め
に
、

我
々
は
何
を
失
い
つ
つ
あ
る
の
か
、
を
い

ま
こ
そ
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
誰
が
外
貨
を
獲
得
す
る
の
か

観
光
客
と
と
も
に
外
貨
が
流
入
す
る
の

で
観
光
は
経
済
成
長
を
刺
激
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
外
貨
の
う
ち
の
一

体
ど
れ
だ
け
が
実
際
に
圏
内
に
残
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

観
光
市
場
が
拡
大
さ
れ
る
に
つ
れ
て
ま

す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る

「
国
際
的
水
準
」
の
ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ホ
テ
ル
の
大

部
分
は
国
際
ホ
テ
ル
チ
ェ

ー
ン
が
経
営
し

持
費
は
高
く
、
そ
の
低
い
利
用
率
は
即
資

源
の
浪
費
を
意
味
す
る
。

四
、
経
済
的
混
乱

観
光
は
外
貨
獲
得
に
役
立
た
な
い
ば
か

り
か
、
地
元
産
業
に
マ
イ
ナ
ス
の
結
果
を

も
た
ら
す
。

観
光
産
業
は
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ

る
人
々
の
暮
ら
し
ゃ
生
活
様
式
を
破
壕
す

る
こ
と
さ
え
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ペ

ナ
ン

の
国
際
空
港
は
、
か
つ
て
、
肥
沃
な
農
地

で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
農
民
は

何
世
代
に
も
わ
た
り
米
を

つ
く
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
国
際
空
港
の
建
設
に
よ
り
、
土

地
を
奪
わ
れ
、
共
同
体
生
活
は
崩
捜
し
て

し
ま

っ
た
。
立
ち
退
か
さ
れ
な
か

っ
た
農

民
も
、
空
港
建
設
が
そ
の
地
域
の
排
水
シ

ス
テ
ム
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、

洪
水
で
農
園
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

状
況
に
ひ
ん
し
て
い

る
。
ま
た
、
パ
ト
ゥ

・
フ

ェ
リ
ン
ギ
海
岸
に
沿

っ
て
、
あ
ま
り

に
多
く
の
ホ
テ
ル
が
立

っ
た
の
で
、
住
民

が
海
岸
を
使
え
ず
、
漁
民
を
住
み
慣
れ
た

家
か
ら
追
い
た
て
る
結
果
と
な

っ
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
人
人
類
学
者
の
パ
リ
島
で

の
調
査
で
は
、
観
光
産
業
は
、
直
接
そ
れ
に

従
事
す
る
人
々
に
の
み
利
益
を
も
た
ら
し
、

住
民
の
九

O
%は
何
の
恩
恵
に
も
浴
さ
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
観

光
で
誰
が
得
を
し
、
誰
が
損
を
し
て
い
る

か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
」

イ
ブ
リ
ン
・
ホ
ン

て
い
る
。
国
際
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
は
、
高
級

ホ
テ
ル
の
建
設
と
経
営
に
必
要
な
資
本
お

よ
び
経
験
を
持
つ
コ

ン
グ

ロ
マ
リ
ッ
ド
で

あ
る
。
外
国
人
の
ホ
テ
ル
経
営
者
、
コ

ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
ま
た
旅
行
業
者
ま
で
も
が
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
観
光
産
業
の
発
展
か
ら
多

く
の
分
け
前
を
得
て
い
る
。

例
を
あ
げ
る
と
、

一
九
七
七
年
二
月、

観
光
産
業
省
は
、
ブ
サ
ル
島
を
国
際
的
水

準
の
観
光
リ
ゾ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
す
る
計

画
を
発
表
し
た
。
こ
の
六
千
万
ド
ル
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
資
本
家

と
イ
タ
リ
ア
の
借
款
団
と
の
共
同
事
業
で

あ
り
、
イ
タ
リ
ア
側
で
資
本
金
の
六

O
%

を
出
資
し
、
ホ
テ
ル
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供
す
る
。
同
年
九
月
に
新
聞
で
報
じ
ら

れ
た
二
千
万
ド
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
リ
ゾ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
地
中
海
ク
ラ
ブ
」
も
、

経
営
者
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
。
同
時
に
、

西
ド
イ
ツ
の
ネ

y
カ

l
マ
ン
を
は
じ
め
と

し
て
、
タ
イ
を
含
む
各
国
の
旅
行
業
者
が

マ
レ
ー
シ
ア
に
調
査
に
訪
れ、

営
業
を
拡

大
し
つ
つ
あ
る
。

マ
レ

ー
シ
ア
資
本
の
ホ
テ
ル
で
さ
え
、

経
営

・
管
理
か
ら
食
料
調
達
ま
で
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
得
る
た
め
に
、
国
際
ホ
テ
ル
チ
ェ

ー
ン
と
契
約
し
て
い
る
。
マ
レ

ー
シ
ア
に

は
ヒ
ル

ト
ン
、
ホ
リ
デ
イ
・
イ
ン
、
ハ
イ

五
、
観
光
公
害
・
物
理
的
環
境

次
に
環
境
学
用
語
で
と
み
に
使
わ
れ
る

「
観
光
公
害
L

と
い
う
現
象
に
つ
い
て
み

て
み
よ
う
。

ま
ず
ホ
テ
ル
で
あ
る
が
、
観
光
ホ
テ
ル

は
自
然
美
の
最
も
す
ば
ら
し
い
場
所
に
林

立
し
、
自
然
の
調
和
を
み
だ
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
先
に
述
べ
た
パ
ト
ゥ

・
フ
ェ

リ
ン
ギ
の
景
観
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
高

層
建
築
の

一
群

の
た
め
に
台
な
し
に
な

っ
て
い

る
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
ホ
テ
ル
か
ら
排
出
さ

れ
る
汚
水
は
海
水
を
も
汚
染
す
る
。
J
-

オ
l
エ
ン
ス
博
士

(
元
セ
イ
ン
ス

・
マ

レ

ー
シ
ア
大
学
生
物
学
講
師
)
の
調
査
に
よ

る
と
、
大
腸
菌
群
数
が
環
境
省
の
基
準
値

内
に
あ

っ
た
海
岸
は
、
ペ
ナ
ン
島
で
は
た

ヤ

ッ
ト
等
の
国
際
ホ
テ
ル
チ
ェ

ー
ン
が
営

業
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ホ
テ
ル
で
観
光

客
が
は
き
だ
す
外
貨
の
大
部
分
は
、
必
然

的
に
そ
の
外
国
資
本
の
ホ
テ
ル

・
チ
ェ
ー

ン
に
持
っ
て
ゆ
か
れ
、
マ
レ

ー
シ
ア
に
は

残
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
、
観
光
客
は
毎
日
の
単
調
な

生
活
か
ら
逃
が
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ク
ー
ラ
ー
、
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
の
先

進
国
レ
ベ
ル
の
快
適
さ
を
要
求
す
る
の
で
、

そ
う
し
た
施
設
に
必
要
な
資
材
は
先
進
国

か
ら
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

観
光
客
の
望
む
ラ
ム
肉
、
コ
ー
ヒ
ー
等
の

飲
食
物
も
大
き
な
輸
入
品
目
の
ひ
と
つ
で

み
め
守
合
。「

観
光
産
業
は
、
外
国
商
品
と
技
術
の

輸
入
に
よ
る
莫
大
な
外
貨
の
流
出
、
と
い

う
見
地
か
ら
も
調
査
す
る
べ
き
だ
」
と
元

貿
易
産
業
大
臣
も
語
っ
て
い
る
。

二
、
資
源
の
浪
費

観
光
産
業
は
乏
し
い
資
源
の
利
用
を
め

ぐ
っ
て
、
住
民
の
需
要
と
競
合
す
る
。
農

村
住
民
の
多
く
が
水
道

・
電
気

・
電
話
等

の
必
要
な
設
備
を
欠
い
て
い
る
一
方
で
、

観
光
ホ
テ
ル
は
こ
う
し
た
公
共
設
備
を
優

先
的
に
利
用
し
て
い
る
。
国
で
と
れ
る
魚

の
一
番
ょ
い
と
こ
ろ
は
、
ホ
テ
ル

で
法
外

な
値
段
で
外
国
人
観
光
客
用
の
メ
ニ
ュ

ー

と
な
る
。
パ
パ
イ
ヤ
ひ
と
切
れ
が
二
・
五

マ
レ
ー
シ
ア
ド
ル
、
ラ
イ
ム
ジ
ュ

ー
ス
一

杯
が
四
・
五
マ
レ
ー

シ
ア
ド
ル
も
す
る
時
、

っ
た
の
二
カ
所
で
あ
る
。
ま
た
、

今
年
の

C
A
P
(ぺ
ナ
ン
消
費
者
協
会
)
の
テ
ス

ト
の
結
果
、
マ

ー
ケ

ッ
ト
等
で
売
ら
れ
て

い
る
鮮
魚
に
は
、
人
間
や
動
物
の
排
池
物

が
安
全
基
準
値
の
一
万
一
千
倍
も
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
汚
染
源
は
ピ

l
チ
ホ
テ
ル

だ
け
で
あ
る
と
は
無
論
断
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
一
九
七
八
年
五
月
の
環
境
規
制

委
員
会
会
議
に
お
い
て
、
パ
ト
ゥ

・
フ
ェ

リ
ン
ギ
の
ホ
テ
ル
の

い
く
つ
か
は
、

下
水

設
備
が
不
十
分
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。

ポ
ー
ト

・
ク
ラ
ン
近
く
の
沼
沢
地
を
何

百
万
ド
ル
も
か
け
て
観
光
セ
ン
タ
ー
に
す

る
計
画
が
あ
る
。
沼
沢
地
や
マ

ン
グ
ロ
ー

ブ
の
林
は
大
切
な
自
然
の
生
態
系
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
取
り
去
る
こ
と
は
、
周
辺
の
海

洋
生
物
に
回
復
不
可
能
な
損
害
を
与
え
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
事
実
、
テ
ィ

オ
マ

ン
島
や
ア
ウ
ル
島
の
さ
ん
ご
礁
は
乱

獲
の
た
め
、
さ
ん
ご
礁
の
魚
の
幾
種
類
か

が
絶
滅
す
る
な
ど
、
と
り
か
え
し
の
つ
か

な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

六
、
観
光
公
害

・文
化
的
環
境

観
光
公
害
は
文
化
的
環
境
を
も
汚
染
す

る
。
金
銭
第
一
主
義
の
考
え
が
支
配
す
る

た
め
、
観
光
客
の
気
ま
ぐ
れ
や
幻
想
に
つ

け
込
み
、
こ
び
へ
つ
ら
い
す
る
な
か
で
、

道
徳
や
文
化
の
い
ち
じ
る
し
い
後
退
が
起

き
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
純
然
た
る
観
光
ガ
イ
ド
で
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あ
る
べ
き
も
の
が
観
光
客
の
快
楽
の
対
象

に
な
っ
た
り
、
ホ
テ
ル
や
商
庄
で
は
観
光

客
が
最
優
先
さ
れ
て
、
住
民
は
「
客
」
と

し
て
あ
つ
か
わ
れ
な
い
こ
と
さ
え
あ
る
。

金
持
の
観
光
客
の
た
め
に
、
ア
ジ
ア
人

が
ア
ジ
ア
人
を
差
別
す
る
。

ま
た
、
か
つ
て
は
伝
統
的
手
法
で
絵
付

け
し
て
い
た
パ
テ
ィ
ッ
ク
が
、
み
や
げ
も

の
あ
さ
り
を
す
る
観
光
客
の
趣
味
に
あ
わ

せ
て
、
工
場
で
大
量
生
産
さ
れ
る
な
ど
、

美
術
品
や
工
芸
品
の
商
業
化
が
進
ん
で
い

る
。
そ
し
て
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
・
パ
ー
テ
ィ

を
し
た
り
、
全
裸
で
泳
ぐ
な
ど
、
青
少
年

に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
生
活
様
式
や
文

化
を
持
ち
込
む
ヒ
ッ
ピ
l
の
観
光
客
も
い
る
。

さ
ら
に
、
観
光
は
原
住
民
に
悲
劇
的
な

脅
威
を
お
よ
ぽ
す
。
市
販
さ
れ
た
イ
パ
ン

族
女
性
の
セ
ミ
・
ヌ
ー
ド
の
カ
ラ

l
ス
ラ

イ
ド
か
ら
、
ボ
ル
ネ
オ
女
性
の
イ
メ
ー
ジ

#
勝
手
に
つ
く
り
あ
げ
た
観
光
客
は
、
興
味

本
位
に
サ
ラ
ワ
ク
の
家
庭
を
の
ぞ
き
に
来

る
。
一
九
七
六
年
の
貿
易
博
覧
会
で
は
、

各
製
品
と
並
ん
で
原
住
民
が
「
陳
列
L

さ

れ
、
原
住
民
の
神
聖
な
る
儀
式
が
ス
テ
ー

ジ
・
シ
ョ

l
に
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の
無
神

経
さ
に
「
ぞ
っ
と
し
た
」
人
類
学
者
も
い

ス
v

。土
着
の
芸
術
自
体
も
観
光
客
の
趣
味
に

合
わ
せ
て
変
わ
っ
て
い
く
傾
向
も
あ
る
。

七
、
結

論

観
光
が
自
然
お
よ
び
文
化
環
境
の
破
壊

を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

λ
v

。孤
独
、
没
個
性
、
疎
外
が
錯
綜
す
る
単

調
な
都
市
生
活
を
逃
れ
て
、
西
欧
や
日
本

な
ど
の
高
度
産
業
社
会
か
ら
観
光
客
が
、

「
太
陽
と
海
と
セ
ッ
ク
ス
L

を
求
め
て
マ
レ

ー
シ
ア
に
や
っ
て
く
る
。
先
進
諸
国
の
人

々
の
こ
の
よ
う
な
欲
求
を
商
品
化
し
て
い

る
の
が
旅
行
業
者
で
あ
る
。

観
光
旅
行
そ
れ
自
体
は
悪
い
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
観
光
が
発
展
途
上
国
に
と

っ
て
有
益
で
あ
る
た
め
に
は
い
く
つ
か
の

条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
観

光
は
ま
ず
何
よ
り
も
地
元
住
民
の
需
要
を

優
先
さ
せ
る
形
で
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
地
元
住
民
の
物
理
的
、
社
会

的
環
境
を
犠
牲
に
し
て
観
光
開
発
が
な
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

観
光
旅
行
は
訪
問
先
の
人
々
の
生
活
と

文
化
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
純
粋
で
謙
虚

な
気
持
か
ら
・
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
。
マ

レ
ー
シ
ア
に
来
よ
う
と
す
る
観
光
客
は
、

輸
入
さ
れ
た
快
適
さ
や
便
利
さ
を
要
求
す

る
の
で
は
な
く
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
食
事
、

生
活
習
慣
を
う
け
い
れ
る
用
意
が
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

我
々
が
選
ぶ
観
光
は
、
我
々
の
生
活
の

質
を
左
右
す
る
。
こ
こ
で
い
う
生
活
の
質

と
は
、
高
い

G
N
P
や
所
得
だ
け
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
新
鮮
な
空

-可

は
観
光
地
ポ
カ
ラ
で
:
:
:
と
か
。
首
都
カ
ト

マ
ン
ド
ウ
よ
り
パ
ス
で
5
1
6
時
間
、
セ

ス
ナ
機
で
飛
ん
で

1
時
間
も
か
か
ら
な
い

風
光
明
娼
な
土
地
で
あ
る
。
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
は
住
民
よ
り
観
光
人
口
の
方
が
多
く
な
る

と
い
う
。
そ
こ
に
数
析
の
ホ
テ
ル
が
あ
れ
ば

当
然
と
思
う
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

ネ
パ

l
ル
は
韓
国
や
台
湾
、
他
の
東
南
ア
ジ

ア
の
国
々
と
少
し
ち
が
う
と
思
わ
れ
て
い
た
。

ネ
パ

i
ル
で
こ
の
事
が
始
ま
っ
た
の
は
日
本

人
山
男
た
ち
の
一
時
し
の
ぎ
と
い
う
話
で
あ

る
が
、
ネ
パ

l
ル
観
光
が
最
近
プ
l
タ
ン
、
シ

ッ
キ
ム
旅
行
占
共
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
く
れ
ば
、
他
の
国
々
と
同
じ
に
な
る
だ
ろ

う
。
た
だ
ネ
パ

l
ル
で
は
人
の
妻
と
関
係
を

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
で
も
ノ
・

ど
こ
ま
で
も
ひ
ろ
が
る
群
青
の
空
、
澄
ん

だ
空
気
と
夜
の
満
天
の
星
、
眼
前
に
そ
そ
り

立
つ
八
千
米
級
の
山
々
、
歩
く
山
道
で
「
ナ

マ
ス
テ
」
と
声
を
か
け
れ
ば
、
両
手
を
あ
わ

せ
て
笑
顔
で
返
し
、
二
時
間
近
く
も
か
け
て

山
道
を
登
り
降
り
し
て
査
に
汲
ん
だ
水
を
、

旅
人
に
は
惜
し
げ
も
な
く
わ
け
で
く
れ
る
ネ

パ
l
ル
入
、
そ
ん
な
国
で
売
春
が
:
:
:
と
耳

に
し
た
時
、
ま
さ
か
、
と
思
う
一
方
で
、
い

い
知
れ
な
い
悲
し
い
思
い
に
包
ま
れ
た
。
す

ご
く
貧
し
い
け
れ
ど
心
や
さ
し
く
人
ず
れ
の

し
て
い
な
い
こ
の
国
に
、
女
性
の
性
の
商
品

化
が
始
ま
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
未
だ
組
織

も
出
来
て
い
な
い
今
の
う
ち
に
く
い
止
め
な

け
れ
ば
と
思
う
。
こ
の
事
が
起
っ
て
い
る
の

済
州
島
1
始
ま
る
新
た
な
収
奪

山

口

明

子

済
州
島
(
チ
ェ
ジ
ユ
怜
)
|
韓
国
の
最

南
端
に
位
置
し
、
四
方
を
青
い
水
平
線
に

固
ま
れ
た
周
囲
約
一
九

O
M
の
島
。
「
渡
り

鳥
が
冬
を
す
ご
し
、
花
が
い
ち
ば
ん
早
く

開
く
」
気
候
温
暖
の
地
。
島
の
中
央
に
は

漢
撃
山
(
ハ
ル
ラ
サ
ン
)
が
な
だ
ら
か
な

裾
野
を
ひ
ろ
げ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
火

山
の
地
に
生
き
る
、
人
口
四
十
万
人
余
の

島
民
た
ち
は
、
た
え
ず
陸
の
人
間
や
外
国

勢
力
に
よ
っ
て
収
奪
さ
れ
続
け
て
来
た
。

一
九
四
八
年
の
四
・
三
崎
起
で
は
当
時
二

十
万
の
島
民
の
う
ち
五
万
か
ら
八
万
が
命

を
失
な
い
、
残
さ
れ
た
も
の
は
飢
え
に
苦

し
ん
だ
。

こ
の
島
が
、
今
、
日
韓
両
政
財
界
の
手

で
、
一
大
歓
楽
郷
に
化
し
つ
つ
あ
る
。
|

「
済
州
島
観
光
開
発
計
画
」
が
発
足
し
た

の
は
古
い
話
で
、
一
九
七
一
年
五
月
に
東

京
で
開
か
れ
た
第
五
回
日
韓
定
期
閣
僚
会

議
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
会
議
で
韓
国
政

府
は
「
済
州
島
の
空
港
及
び
観
光
開
発
に

つ
い
て
」
日
本
政
府
の
技
術
援
助
を
要
請

し
た
。
こ
れ
ζ
基
い
て
、
同
年
十
二
月
、

海
外
技
術
協
力
団
か
ら
、
福
永
正
美
国
際

観
光
振
興
会
理
事
を
団
長
と
す
る
五
名
の

調
査
団
が
派
遣
さ
れ
、
観
光
資
源
、
水
資

源
、
観
光
施
設
、
空
港
、
道
路
に
つ
い
て

の
調
査
を
行
な
っ
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
済
州
島
の
も
つ
自
然

の
景
観
、
四
季
の
変
化
に
応
じ
た
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
、
民
俗
文
化
な
ど

と
と
も
に
「
住
民
の
性
質
は
温
和
で
あ
り
、

:
:
治
安
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
、

「
西
帰
浦
の
ホ
テ
ル
に
は
カ
ジ
ノ
が
許
可
さ

れ
、
外
国
人
に
対
し
て
営
業
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
や
妓
生
パ
ー
テ
ィ

の
で
き
る
一
広
聞
を
そ
な
え
た
ホ
テ
ル
も
あ

る
L

こ
と
を
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
で
あ

り
、
観
光
の
将
来
性
に
つ
な
が
る
も
の
と

し
て
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
需
要

予
測
と
し
て
は
、
一
九
七
六
年
に
は
外
国

人
五
万
五
千
人
(
う
ち
日
本
人
三
万
三
千

人
)
、
一
九
八
一
年
に
は
十
二
万
七
千
人

(
う
ち
日
本
人
五
万
人
)
が
島
を
訪
れ
る
だ

ろ
う
と
の
予
測
で
、
必
要
と
さ
れ
る
ホ
テ

ル
の
客
室
を
九
四

O
室
と
算
出
し
て
い
る
。

こ
の
算
出
に
当
っ
て
、
同
伴
係
数
一
・
五

と
見
積
っ
て
い
る
の
は
、
宿
泊
者
の
二

人
に
一
人
が
客
室
に
同
伴
者
を
招
く
と
い

う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
国
際

観
光
振
興
方
針
と
し
て
、
強
力
な
対
外
宣

伝
活
動
、
土
産
品
の
開
発
な
ど
の
ほ
か
、

「
外
国
人
観
光
客
に
対
し
て
島
へ
の
出
入

手
続
き
の
簡
素
化
、
宿
泊
や
飲
食
等
に
対

す
る
減
免
税
措
置
、
外
国
製
品
の
特
別
免

税
庖
の
設
置
な
ど
優
遇
措
置
を
考
え
る
こ

と
が
望
ま
し
い
」
「
済
州
市
は
済
州
国
際
空

港
を
控
え
、
国
際
観
光
ル

l
ト
の
拠
点
と

な
る
の
で
、
:
・
市
内
に
外
人
客
用
の
レ
ス

ト
ラ
ン
や
ナ
イ
ト
・
ラ
イ
フ
が
可
能
な
施

設
の
整
備
が
必
要
だ
」
と
勧
告
し
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
は
七
二
年
三
月
に
日
韓
両

政
府
に
提
出
さ
れ
た
。
韓
国
側
で
は
こ
れ

を
受
け
て
、
「
青
瓦
台
観
光
開
発
計
画
団
」

つ
ま
り
朴
大
統
領
直
属
の
ブ
レ
ー
ン
た
ち

が
、
七
二
年
二
月
末
か
ら
同
年
十
二
月
ま

で
か
か
っ
て
「
済
州
道
観
光
綜
合
開
発
計

画
」
を
練
り
あ
げ
た
。
こ
の
計
画
は
一
九

七
三
年
春
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
こ
れ
に
よ

る
と
七
三
年
か
ら
八
二
年
ま
で
十
年
間
に

総
額
一
千
四
百
億
ウ
ォ
ン
の
投
資
を
行
な

い
、
観
光
道
路
の
整
備
、
国
際
水
準
の
慰

楽
団
地
の
造
成
な
ど
に
よ
り
、
計
画
の
完

成
す
る
八
二
年
に
は
六

O
万
の
外
人
観
光

客
を
誘
致
し
、
観
光
収
入
を
あ
げ
る
と
う

た
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
で
は
、
金
大
中
氏
の
技

致
事
件
を
き
っ
か
け
に
民
衆
の
聞
に
高
ま

っ
た
日
韓
問
題
へ
の
関
心
、
キ

l
セ
ン
観

光
反
対
の
声
に
刺
激
さ
れ
た
か
の
よ
う
に

一
九
七
三
年
十
月
、
衆
議
院
決
算
委
員
会

で
、
先
の
海
外
技
術
協
力
事
業
団
の
報
告

書
が
問
題
と
な
っ
た
。
社
会
、
共
産
両
党

の
議
員
か
ら
「
政
府
機
関
派
遣
の
調
査
団

が
夜
の
観
光
を
奨
励
す
る
と
は
も
っ
て
の

ほ
か
」
だ
と
追
及
さ
れ
て
、
関
係
各
省
庁

大
臣
た
ち
も
「
苦
し
そ
う
に
頭
を
下
げ
」

そ
れ
以
降
、
済
州
島
の
こ
と
は
政
府
関
係

気
、
青
い
空
、
豊
富
な
自
然
、
そ
し
て
そ

れ
ら
を
享
受
で
き
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
も
の
を
手
に
い
れ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
ら
、
我
々
の
よ
り
良
き
生

活
は
そ
こ
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

き
れ
い
な
海
や
空
気
を
も
と
め
、
多
く

の
マ
レ
ー
シ
ア
人
が
、
す
で
に
休
暇
で
外

国
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い

う
余
裕
の
な
い
者
に
残
さ
れ
て
い
る
道
は
、

パ
ト
ゥ
・
フ
ェ
リ
ン
ギ
海
岸
へ
行
く
タ
ク

ジ

l
の
列
の
あ
と
か
ら
旅
行
し
、
排
気
ガ

ス
を
浴
び
、
汚
染
さ
れ
た
海
で
泳
ぐ
こ
と

だ
け
で
あ
る
。
(
編
訳
・
小
林
寧
子
)

「
観
光
・
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
環
境
へ
の
影
響
」

(
一
九
七
八
年
7
レ
l
ン
ア
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
)

も

っ

た

者

は

殺

さ

れ

る

し

、

違

え
ば
娘
に
対
し
て
も
そ
の
よ
う
な
事
は
村
に

い
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
売
春
は
起
ら
な
い
と

い
う
が
、
そ
れ
も
日
本
人
は
旅
の
恥
は
か
き

す
て
:
:
:
恥
と
は
思
わ
ず
、
武
者
修
行
ダ
な

ど
と
考
え
て
い
る
の
で
は
、
な
く
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。

パ
ス
に
同
乗
し
た
若
い
山
男
た
ち
が
、
ガ

イ
ド
や
シ
ェ
ル
パ
、
ホ
テ
ル
の
従
業
員
の
ネ

パ
l
ル
人
を
同
僚
と
し
て
で
な
く
優
越
感
で

足
げ
に
も
し
か
ね
な
い
扱
い
方
を
す
る
の
を

見
て
、
や
は
り
今
の
世
代
も
、
発
展
途
上
国

の
人
々
を
見
下
し
、
女
を
商
品
化
し
て
見
る

の
で
あ
ろ
う
か
と
情
な
く
な
っ
た
。
(
水
谷
光
子
)

の
報
告
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

だ
が
、
現
実
の
計
画
は
消
え
る
ど
こ
ろ

か
、
着
々
と
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
済
州
島
に
は
、

K
A
L
ホ
テ
ル

を
は
じ
め
と
す
る
五
ケ
所
の
観
光
ホ
テ
ル
が

あ
り
、
そ
の
他
に
も
、
建
設
中
の
も
の
が

五
ケ
所
。
今
年
中
に
建
設
さ
れ
る
予
定
の

三
つ
は
、
何
れ
も
、
百
室
か
ら
三
百
室
の

大
型
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
日
本
航
空
も
八
二

年
度
ま
で
に
同
島
に
ホ
テ
ル
を
建
設
す
る

予
定
で
あ
り
、
す
で
に
韓
国
内
の
合
作
先

も
き
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

一
九
七
九
年
度
に
は
、
こ
の
島
に
三
万

一
千
五
百
名
の
外
国
人
観
光
客
を
含
む
七

十
四
万
人
が
訪
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
っ

と
多
く
の
観
光
客
を
誘
致
し
、
投
下
し
た

資
本
を
早
く
回
収
す
る
た
め
、
韓
国
政
府

は
今
、
「
済
州
島
観
光
開
発
綜
合
計
画
」
の

再
調
整
中
点
と
い
う
。
だ
が
、
こ
の
手
直

し
の
内
容
は
、
結
局
、
民
間
資
本
に
よ
る

特
定
地
域
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ

り
、
開
発
の
可
能
な
土
地
の
七

O
%は
島
外

の
財
閥
|
|
そ
し
て
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
外

国
資
本
の
も
の
と
な
り
、
住
民
は
搾
取
さ

れ
る
側
だ
と
い
う
梅
造
は
ま
す
ま
す
深
刻

化
す
る
と
思
わ
れ
る
。

住
民
を
収
奪
す
る
開
発
計
画
に
の
り
出

し
て
い
る
島
外
の
資
本
と
は
、
た
と
え
ば
漢

奉
山
中
腹
の
広
大
な
土
地
を
所
有
し
、

K

A
L
ホ
テ
ル
を
運
営
し
て
い
る
の
は
、

K

A
L
と
「
日
本
開
発
」
の
合
弁
会
社
で
あ

る
が
、
こ
の
日
本
開
発
は
、
あ
の
小
佐
野
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賢
治
の
会
社
で
あ
り
、
小
佐
野
は
同
時
に

大
韓
航
空

(
K
A
L
)
の
最
大
の
株
主
|

一
個
人
で
一

O
%の
株
を
も
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
、
氷
山
の

一
角
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
七
一
年

当
時
首
相
で
あ
っ
た
田
中
角
栄

1
小
佐
野

と
大
韓
航
空
社
長
の
越
重
勲

l
朴
正
照
前

大
統
領
の
人
脈
を
た
ど
る
と
腐
敗
と
癒
着

の
構
造
は
も
っ
と
深
く
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
。

今
後
、
観
光
地
と
し
て
重
点
的
に
開
発

し
て
ゆ
く
予
定
と
い
わ
れ
る
中
文
地
区
に

も
、
日
本
資
本
と
の
合
併
に
よ
る
中
文
観

光
ホ
テ
ル
の
進
出
が
き
ま
っ
て
お
り
、
そ

の
他
に
も
、
ホ
テ
ル
、
ゴ
ル
フ
場
、
射
撃

場
な
ど
に
日
本
の
資
本
は
ど
ん
ど
ん
食
い

い
っ
て
い
る
。
現
在
、
大
阪
|
|
済
州
、

福
岡
|
|
済
州
聞
に
は
大
韓
航
空
の
直
行

定
期
便
が
あ
り
、
日
本
航
空
も
臨
時
便
を

と
ば
す
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
日
帝
末
期

に
、
日
本
軍
が
島
民
を
勤
労
動
員
し
て
作

っ
た
飛
行
場
が
今
、
日
本
か
ら
の
観
光
客

を
迎
え
る
入
口
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

こ
の
他
に
関
釜
フ
ェ
リ
ー
も
済
州
に
寄
港

す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
実
現
さ

せ
た
の
は
東
亜
相
互
の
町
井
久
之
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
観
光
客
を
運
び
、
宿
泊
さ
せ
、

遊
ば
せ
る
場
所
の
す
べ
て
に
日
本
資
本
が

か
か
わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

利
潤
の
大

部
分
は
そ
こ
に
入
っ
て
し
ま
う
。
韓
国
に
、

そ
れ
も
、
地
一
冗
に
落
ち
る
金
は
、
ご
く

わ
ず
か
の
、
女
た
ち
の
身
を
売
っ
た
代
金

ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
い
え
る
。

二
晩
続
け
て
同
じ
客
の
相
手
を
す
る
の
を

断
わ
っ
た
場
合
、
ま
た
宴
席
の
客
の
半
ば

以
上
が
ホ
テ
ル
に
彼
女
た
ち
を
同
行
し
な

か

っ
た
場
合
、
お
客
を
と
ら
な
か

っ
た
女

か
ら
は

一
万
ウ
ォ
ン
の
罰
金
を
と
る
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
出
費
は
多
い
。
ー
l
l二
年

も
身
を
売
っ
た
け
れ
ど
も
残
っ
た
も
の
は

着
物
が
数
枚
と
、
な
じ
み
の
日
本
人
客
が

く
れ
た
写
真
機
一
台
だ
け
と
い
う

C
さ
ん

は
「
金
を
稼
ぐ
ひ
と
と
、
稼
い
だ
金
を
使

う
ひ
と
は
、
ま
っ
た
く
別
よ
」
と
い
う
。

日
本
人
客
の
中
に
は
、
観
光
と
セ
ー
ル

ス
を
か
ね
て
、
テ
ー
プ

・
レ
コ
ー
ダ
ー
や

写
真
機
を
も
ち
こ
む
も
の
も
あ
る
と
い
う

が
、
こ
れ
は
正
確
に
は
遊
ぶ
金
の
た
め
に
、

日
本
製
品
を
持
ち
こ
ん
で
現
地
で
売
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

七
九
年
十
月
、
朴
大
統
領
が
殺
さ
れ
、

韓
国
全
土
に
非
常
戒
厳
令
が
敷
か
れ
た
折

に
も
、
済
州
島
の
み
は
例
外
だ
っ
た
。
山雀

圭
夏
暫
定
大
統
領
は
三
月
二
十
七
日
済
州

道
を
巡
視
し
て
「
済
州
道
は
地
域
的
、
天
然

的
な
条
件
か
ら
見
て
、
世
界
有
数
の
観
光

地
と
な
れ
る
適
地
な
の
で
、
天
窓
の
観
光

資
源
を
大
切
に
し
て
保
護
開
発
し
な
さ
い
」

と
指
示
し
て
い
る
。

こ
と
に
「
中
文
観
光

団
地
開
発
と
狩
猟
場
造
成
、
民
俗
自
然
史

博
物
館
の
設
立
な
ど
済
川
島
観
光
開
発
綜

合
計
画
が
、
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
努

力
せ
よ
」
と
激
励
し
、
「
中
央
で
も
、
こ
の

計
画
の
た
め
に
積
極
的
に
協
力
す
る
」
と

約
束
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
済
州

韓
国
の
与
党
で
あ
る
民
主
共
和
党
の
政

策
の
中
に
は
、
「
済
州
島
を
観
光
地
と
し
て

開
発
し
、
八

0
年
代
半
ば
に
は
ピ
ザ
な
し

で
自
由
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
し
て
積

極
的
に
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
す
る
L

と

う
た
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
済
州
島
、
が
ノ

l
・
ビ
ザ
化
す
る
と
伝
え
ら
れ
た
の
は
、

こ
の
政
策
を
受
け
売
り
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
政
策
は
、
先
の
、
海
外
技
術
協
力

団
報
告
書
を
す

っ
か
り
引
き
写
し
た
よ
う

な
形
で
「
:
:
:
夜
に
は
観
光
客
を
国
際
水

準
の
慰
楽
団
地
で
安
楽
な
雰
囲
気
で
慰
楽

と
休
息
を
と
ら
せ
る
L

と
の
べ
、
多
様
化

し
、
大
量
化
す
る
観
光
需
要
に
対
す
る
観

光
資
源
の
開
発
、
新
し
い
観
光
ル

l
ト
の

設
置
を
強
調
し
て
い
る
。
特
に
、
国
際
慰

安
観
光
地
と
目
さ
れ
る
中
文
地
区
に
は
観

光
ホ
テ
ル
四
百
室
、
民
俗
館
、
海
女
村
、

カ
ジ
ノ
な
ど
と
と
も
に
韓
国
式
料
亭
設
置

|
|
キ

l
セ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
新
設
|
|
の

計
画
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
済
州
島
全
体
が
ひ
と
つ
の

観
光
地
帯
と
な
る
時
、
住
民
は
、
す
べ
て

観
光
業
の
雇
傭
人
と
な
る
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
ば
は
過
言
で
は
な
い
。

現
在
、
済
州
島
に
は
二
ケ
所
の
キ
l
セ
ン

.ハ

ウ
ス
が
あ
り
、
韓
国
教
会
女
性
連
合

会
が
今
年
(
八

O
年
)
二
月
に
調
査
し
た

と
こ
ろ
だ
と
、
観
光
妓
生
は
、
こ
の
二
ケ

所
に
所
属
す
る
も
の
と
、
抱
主
の
と
こ
ろ

に
い
る
も
の
と
合
せ
て
約
三
千
人
と
み
ら

れ
る
。
妓
生
の
九
割
は
島
外
の
出
身
で
、

島
を
「
一
大
国
際
慰
楽
観
光
地
」
に
仕
立

て
る
計
画
は
、
ポ
ス
ト
・
朴
の
今
も
変
っ

て
い
な
い
。

民
俗
村
設
置
の
た
め
に
、
す
で
に
、
城

邑
里
の
生
徒
数
三
百
三
十
人
、
教
師
七
人

と
い
う
小
さ
な
国
民
学
校
を
離
れ
た
地
に

移
し
、
そ
の
後
に
旅
館
や
民
俗
公
演
場
、

飲
食
庖
、
み
や
げ
物
屋
を
た
て
る
計
画
も

あ
る
な
ど
、
総
予
算
三
十
五
億
六
千
万
ウ

ォ
ン
を
か
け
る
観
光
の
中
心
地
民
俗
村
の

建
設
に
よ

っ
て
、
島
の
こ
ど
も
た
ち
の
教

育
す
ら
脅
や
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
で
さ
え
、
観
光
客
は
、
島
の
古
い
家
々

に
カ
メ
ラ
片
手
に
入
り
こ
み
、
老
人
た
ち

を
、
珍
し
い
動
物
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に

な
が
め
ま
わ
す
の
に
、
民
俗
村
完
成
の
晩

は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
村
人
の
声
も
あ

ヲ
匂
。

か
つ
て
の
王
朝
時
代
の
収
奪
、
日
本
の

侵
略
に
続
い
て
、
今
ま
た
新
し
い
「
占
領

軍
」
が
済
州
島
を
わ
が
も
の
顔
に
占
領
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
「
漢
盆
山
の
噴
火
口
は

死
ん
で
は
い
な
い
|
|
|
ね
む

っ
て

い
る
の

か
も
し
れ
な
い
」
。
済
州
島
は
、
島
人
の
も

の
だ
と
い
う
、
韓
国
の
ル
ポ

・
ラ
イ
タ
ー

カ
ン
・
チ
ャ
ン
ミ
ン
氏
の
ル
ポ
は
こ
う
結

ぼ
れ
て
い
る
。

活
苦

et法
官
、
主
字
、
生
官
、
主
世
ん
主
官
、
主
官
、
主
皆
、
主
昔
、
主
字
、
生
千
台
J
F，

光
州
で
お
び
た
だ
し
い
血
が
流
さ
れ
、

学
生

・
市
民
た
ち
が
殺
り
く
さ
れ
て
い
る

最
中
に
、
本
一
制
の
校
正
を
み
る
こ
と
に
な

っ
た
。

10 

ちた男の本ロM
噌

A
V

ド

U興ノ日ンカで国穏・つ闘で'レ流を血が衆民

万
円
(
韓
国
五
万
六
千
ウ
ォ
ン
程
度
)
の

う
ち
、
半
分
以
下
の
二
万
五
千
ウ
ォ

ン
か

ら
三
千
ウ
ォ
ン
が
女
の
手
に
渡
る
が
、
料

亭
(
キ
!
セ
ン

・
ハ
ウ
ス
)
に
住
み
こ
ん

で
い
る
女
た
ち
の
場
合
は
、
そ
の
収
入
の

中
か
ら
、
レ
ッ
テ
ル
代
、
販
売
促
進
費
、

は
で
は
社
長
の
誕
生
日
祝
ま
で
強
制
的
に

と
ら
れ
る
と
い
う
し
、
抱
主
の
も
と
に
い

る
女
た
ち
の
場
合
は
抱
主
が
一
万
五
千
ウ

ォ
ン
、
女
が
一
万
ウ
ォ
ン
と
い
う
形
で
わ

け
る
の
だ
と
い
う
。
料
亭
で
売
り
つ
け
ら

れ
る
衣
裳
は
市
価
よ
り
高
く
、
タ
ク
シ
ー

の
運
転
手
も
商
売
女
と
み
れ
ば
高
額
の
チ

ッ
プ
を
要
求
す
る
。
料
亭
に
よ
っ
て
は
、

観
光
ラ
ッ
シ
ュ
の
折
に
は
、
釜
山
や
ソ
ウ

ル
か
ら
も
飛
行
機
で
女
た
ち
が
連
れ
て
こ

ら
れ
る
と
い
う
。
妓
生
一
人
が
五
人
か
ら

一
O
人
の
日
本
人
の
顧
客
を
も
っ
て
現
地

妻
の
ふ
り
を
し
て
お
り
、
彼
女
た
ち
の
住

む
近
く
に
は
「
日
本
語
の
代
書
屋
」
が
あ

る
。
年
末
年
始
に

一
人
の
女
が
平
均
三

l

四

O
通
の
年
賀
状
を
出
す
が
、
多
い
人
は

二
百
通
も
出
す
の
だ
と
い
う
。

だ
が
、
妓
生
の
収
入
は
、
日
本
の
旅
行

社
、
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
と
い
わ
れ

る
韓
国
側
の
旅
行
社
、
料
亭
、
ホ
テ
ル
、
抱

主
と
中
間
搾
取
さ
れ
て
、
本
人
の
手
も
と

に
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
。
日
本
円
で
二

パ
ス
か
ら
落
ち
た
女
た
ち

一
九
八

O
年
三
月
二
八
日
付
の
東
亜

日
報
に
よ

る
と
、
三
月

二
七
日
夜
、

ソ
ウ
ル
の
外
れ
に
当
る
京
幾
道
波
川
郡

川
内
面
の
路
上
で
、
郡
保
健
所
所
属
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
っ
て
、
被
州
郡
金

村
口
己
の
倫
落
女
性
の
た
め
の
職
業
補
導

所
に
送
ら
れ
る
途
中
で
あ

っ
た

K
・
K

さ
ん
(
幻
)
ら
三
名
が
、
走

っ
て
い
る
パ

ス
か
ら
と
び
お
り
で
逃
げ
よ
う
と
し
、

K
さ
ん
と

A
-
ー
さ
ん
(
却

)
Y
-
A

さ
ん

(初
)
の
三
名
が
即
死
、

C
-
M

さ
ん

(幻
)
ら
五
名
が
重
傷
を
負
っ
た
。

彼
女
た
ち
は
同
夜
、
慰
安
婦
な
ど
保

健
所
の
許
可
証
を
も
た
な
い
「
職
業
女

性
」
の
い

っ
せ
い
検
束
に
ひ

っ
か
か

っ

た
も
の
。
警
察
は
郡
庁
の
婦
女
係
長

K

-
K
氏

(
的
)
と
婦
女
相
談
員

K
-
S

韓
国
は
新
緑
の
美
し
い
季
節
で
あ
る
が

さ
す
が
、
日
本
か
ら
の
団
体
観
光
客
の
キ

ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
観
光
地
も
が
ら
ん

と
し
て
い
る
と
い
う
。
だ
が
、
そ
の
中
で

も
あ
え
て
、
キ
ー
セ
ン
観
光
に
出
か
け
る

人
も
い

て
、
女
た
ち
の
会
の
会
員
の
あ
る

人
が
大
阪
空
港
で
聞
い
た
会
話
に
i
|
|

「
×
×
は
韓
国
の
ど
こ
か
で
騒
ぎ
が
お
き

た
か
ら
、
と
り
や
め
る
ん
だ

っ
て
さ
:
・
。
」

「
パ
カ
だ
な
あ
、
治
安
は
大
丈
夫
だ

っ
て

い
う
よ
。
こ
う
い
う
時
の
方
が
サ
ー
ビ
ス

氏

(
犯
)
ら
郡
職
員
九
名
を
業
務
上
過

失
致
死
傷
で
取
り
-調
べ
中
|
|
と
あ
る
。

亡
く
な
っ
た
三
人
は
何
れ
も
農
村
の

出
身
で
あ
る
。
職
業
補
導
所
に
送
ら
れ

る
こ
と
い
や
さ
に
、
走
る
パ
ス
か
ら
脱

走
を
計
っ
て
生
命
を
落
し
た
女
性
、
業

務
上
の
責
任
を
関
わ
れ
る
婦
人
相
談
員

ー
ー
ー
こ
の
か
げ
に
、
い

っ
せ
い
検
束
の

網
に
か
か
ら
な
い
高
級
キ

l
セ
ン
、
保

健
所
の
許
可
証
を
も
っ
女
性
は
ソ
ウ
ル

だ
け
で
も
五
干
名
余
り
い
る
と
い
う
。

ソ
ウ
ル
市
が
売
春
行
為
に
対
す
る
自
粛
指

令
を
出
し
、
浄
化
に
乗
り
出
す
時
に
も

ま
ず
住
む
と
こ
ろ
を
追
わ
れ
た
の
は
、

許
可
証
の
な
い
女
た
ち
で
あ
り
、
そ
の

後
に
は
外
国
人
相
手
の
観
光
キ

l
セ
ン

が
移

っ
て
来
た
と
い
わ
れ
る
。

(Y
)

も
い
い

:
:
:
」
。
聞
く
に
た
え
な
い
会
話
に

り
つ
然
と
し
た
の
は
聞
い
た
本
人
だ
け
で

は
な
か
っ
た
。
(
ま
と
め

・山
口
明
子
)

〈資
料
V

「
百
万
名
突
破
の
『
観
光
線
図
」
』
新
東
亜
七
九

.
一一
、
「
観
光
韓
国
」
同
七
六

・
七
、
「
や
が
て
観
光

妓
生
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
乙
女
た
ち
」
、
「
ホ
テ
ル

旋
風
が
吹
く
」

プ
リ
キ
プ
ン
ナ
ム
七
九
・
五
、
「
済

州
島
|
|
こ
の
地
の
新
し
い
所
有
者
た
ち
」
同
七

九
・
九

(未
見
)、
「
済
州
l
|
土
着
の
人
々
の
村
」

同
八
0
・
三
、「

一
九
八
六
・
先
進
韓
国
」
民
主
共

和
党
政
策
委
員
会
七
八
・
五
、
「
今
月
の
韓
国
」
八

0
・
二

" 



台
湾
の
国
際
的
花
街

台
湾
は
、
人
類
の
尊
厳
と
基
本
的
人
権

を
そ
こ
な
う
観
光
売
春
で
、
こ
こ
十
数
年

来
知
ら
れ
て
い
る
。
外
国
人
を
対
象
と
す

る
売
春
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
関
係
が
深

く
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
台
湾
を
兵
士
の
慰
安

所
と
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
が
終
結
に
向
か
う
に
つ
れ
、
台
湾

の
国
際
的
売
春
業
も
衰
退
し
て
い
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
徐
々
に
ふ
え
だ
し
た
の

が
日
本
人
観
光
客
で
あ
り
、

A
7
や
台
湾
で

の
国
際
売
春
業
の
客
は
、
大
部
分
が
日
本

人
で
あ
る
。
こ
の
現
実
は
、
日
本
が
ア
メ

リ
カ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
投
資
を
台
湾
に

し
て
い
る
こ
と
、
近
距
離
で
あ
る
と
い
う

理
由
に
よ
る
こ
と
に
加
え
、
政
府
が
売
春

を
餌
に
日
本
人
観
光
客
を
誘
致
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
。

「
北
投
」
は
台
湾
の
観
光
売
春
業
の
象

徴
と
な
っ
た
。
北
投
は
、
天
皇
裕
仁
が
つ

か
っ
た
温
泉
と
し
て
、
日
本
で
名
高
か
っ

た
。
第
二
次
大
戦
の
末
期
、
神
風
特
攻
隊

は
死
に
お
も
む
く
前
に
、
最
後
の
欲
望
を

北
投
で
満
た
し
た
。
そ
の
後
、
蒋
介
石
が

台
湾
に
撤
退
し
て
か
ら
、
中
国
美
人
を
集

め
た
売
春
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

北
投
に
は
、
許
可
書
を
持
っ
て
い
る
売

春
婦
が
五
千
人
位
い
る
ほ
か
、
許
可
奪
回
を

持
っ
て
い
な
い
売
春
婦
が
三
千
人
位
い
る
。

警
察
、
特
務
の
陰
の
助
け
が
な
か
っ
た
ら

存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

台
湾
に
・
お
い
て
、
売
春
婦
に
身
を
お
と

す
少
女
は
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
出

て
く
る
。
ま
ず
最
初
に
、
台
湾
に
普
か
ら

あ
る
「
養
女
」
制
度
で
あ
る
。
貧
し
さ
の

た
め
に
売
ら
れ
た
養
女
は
、
つ
ら
い
労
働

と
ム
チ
と
蔑
視
の
な
か
で
生
長
し
、
娼
家

に
売
ら
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
第
二

に
は
、
農
村
に
あ
る
。
破
産
、
家
族
の
病

気
、
子
だ
く
さ
ん
、
貧
困
等
々
に
よ
り
、

多
く
の
少
女
が
女
工
や
底
員
と
な
る
が
、

依
然
と
し
て
貧
し
さ
を
救
う
こ
と
が
で
き

ず
売
春
婦
に
身
を
お
と
す
。
な
か
に
は
、

借
金
の
カ
タ
と
し
て
娼
家
に
売
ら
れ
る
少

女
も
い
る
。
第
三
は
、
山
地
の
少
数
民
族

社
会
で
あ
る
。
多
数
の
高
山
族
の
少
女
が

町
へ
出
て
ゆ
き
、
だ
ま
さ
れ
た
り
脅
迫
さ

れ
た
り
し
て
売
春
婦
と
な
る
。
高
山
族
は
、

人
種
的
に
社
会
経
済
的
に
、
破
滅
に
瀕
し

て
い
る
。
そ
の
他
に
、
セ
ミ
・
プ
ロ
の
売

春
婦
が
い
る
。
都
市
の
低
所
得
層
の
娘
や

主
婦
、
そ
の
な
か
に
は
下
級
軍
人
の
妻
女

も
い
て
、
家
計
を
助
け
る
た
め
に
ひ
そ
か

に
売
春
を
す
る
。
ひ
ど
い
搾
取
の
な
か
で
、

大
部
分
の
売
春
婦
は
、
生
活
と
い
う
重
い

負
担
を
い
ま
だ
に
解
決
で
き
な
い
で
い
る
。

も
と
も
と
は
、
純
朴
で
差
ら
い
の
あ
る

少
女
が
、
突
然
売
春
の
世
界
に
お
ち
、
心

を
ひ
ど
く
傷
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
屈
辱
的

な
日
々
を
す
ご
し
て
い
く
う
ち
に
人
間
性

ま
で
も
変
っ
て
ゆ
く
。

求

多
数
の
観
光
客
が
や
っ
て
き
て
、
北
投
に

い
る
売
春
婦
だ
け
で
は
足
り
な
い
時
は
、

北
投
周
辺
の
淡
水
と
台
北
市
の
売
春
婦
に

よ
っ
て
随
時
補
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
淡
水
に
は
許
可
書
を
も
っ
て
い
る

売
春
婦
が
千
五
百
人
位
い
る
。
台
北
市
は

観
光
売
春
業
の
中
心
で
あ
る
。
も
っ
と
も

ひ
か
え
め
な
統
計
で
も
、
台
北
市
に
は
六

万
人
以
上
も
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
台
北

市
を
と
り
ま
く
売
春
婦
の
衛
星
供
給
地
!

永
和
、
板
橋
、
中
和
、
三
重
市
等
の
数
を

加
え
れ
ば
、
台
北
市
に
は
十
万
の
売
春
婦

が
い
る
と
い
う
説
も
誇
大
で
は
な
い
。
さ

ら
に
北
投
と
並
び
称
さ
れ
る
礁
渓
郷
も
合

せ
れ
ば
、
台
北
l
北
投
|
礁
渓
に
お
け
る

許
可
書
を
も
っ
て
い
る
売
春
婦
は
約
十
一

万
人
に
な
る
。
台
湾
全
島
の
売
春
婦
の
数

を
、
内
輪
に
見
積
っ
て
二
倍
と
考
え
た
な

ら
二
十
二
万
に
な
る
。
無
許
可
の
売
春
婦

も
数
に
い
れ
る
の
な
ら
ば
、
政
府
で
さ
え

も
正
確
な
統
計
を
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

観
光
売
春
が
取
引
さ
れ
る
場
所
は
様
々

で
あ
る
。
観
光
ホ
テ
ル
、
酒
場
、
キ
ャ
バ

レ
ー
、
観
光
理
髪
所
、
観
光
土
産
底
、
観

光
マ
ッ
サ
ー
ジ
院
、
パ

l
、
美
容
院
、
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
は
な
は
だ

し
き
は
、
「
高
級
」
服
装
底
で
さ
え
観
光
売

春
業
を
経
営
し
て
い
る
。
あ
る
人
に
言
わ

， 1/ 
台
北
の
飛
行
場
で
、
軽
装
の
日
本
人
が

釣
竿
、
ゴ
ル
フ
用
具
を
も
っ
て
出
口
か
ら

で
て
く
る
の
を
よ
く
見
う
け
る
。
こ
れ
ら

場
慣
れ
し
て
い
て
、
台
湾
の
色
街
に
う
つ

つ
を
ぬ
か
す
日
本
人
は
、
こ
の
よ
う
な
い

で
た
ち
で
妻
子
、
兄
弟
、
同
僚
な
ど
を
欺

き
、
日
本
の
ど
こ
か
へ
釣
り
に
い
く
と
か
、

ゴ
ル
フ
大
会
へ
出
る
た
め
に
外
国
へ
行
く

と
か
い
っ
て
台
湾
へ
こ
っ
そ
り
や
っ
て
き

て
は
、
他
国
の
女
性
を
も
て
あ
そ
ぶ
。
も

ち
ろ
ん
、
正
々
堂
々
と
「
出
張
」
の
名
目

で
来
台
す
る
も
の
も
い
る
。
彼
ら
は
一
両

日
で
仕
事
を
す
ま
せ
る
と
、
一
直
線
に
色

街
へ
行
っ
て
残
り
の
時
間
を
買
春
に
費
や

す
。
こ
ん
な
な
か
に
は
、
日
本
の
青
年
、

学
生
、
小
市
民
が
ア
ル
バ
イ
ト
や
分
割
払

い
に
よ
っ
て
台
湾
に
や
っ
て
き
て
、
苦
労

し
て
か
せ
い
だ
金
を
使
い
は
た
す
と
い
う

こ
と
も
聞
い
て
い
る
。

売
春
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
日
本
で
、
い

つ
の
ま
に
か
日
本
の
法
律
が
お
よ
ば
な
い

大
規
模
な
色
街
|
ム
口
湾
が
で
き
、
す
べ
て

の
日
本
民
族
を
け
が
し
て
い
る
(
ち
な
み

に
日
本
人
の
客
が
、
帰
国
後
性
病
に
か
か

る
率
は
却
%
に
も
達
す
る
)
。
そ
し
て
同
時

に
過
去
に
日
本
の
植
民
地
と
し
て
凌
辱
と

圧
迫
を
あ
た
え
た
台
湾
を
も
け
が
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
(
編
訳
・
遠
野
は
る
ひ
)

「七

O
隼
代
」
一
九
七
九
年
・
六
月
号
よ
り

せ
れ
ば
、
台
湾
で
は
「
観
光
」
と
い
う
こ
員
、
商
社
の
秘
書
で
あ
っ
た
り
し
て
、
病

字
が
つ
く
商
売
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
種
の
気
が
な
く
、
途
中
で
逃
げ
だ
し
た
り
物
を

売
春
取
引
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
も
つ
か
盗
ん
だ
り
し
な
い
こ
と
、
翌
朝
の
九
時
か

の
と
こ
ろ
、
台
湾
の
観
光
売
春
業
は
空
前
十
時
ま
で
一
緒
に
い
る
こ
と
を
う
け
あ
う
。

の
繁
栄
を
し
め
し
て
い
る
。
台
北
市
の
高
だ
か
ら
値
段
は
少
し
高
い
。
ポ

l
イ
は
さ

華
に
は
、
都
市
の
低
所
得
層
を
客
と
す
る
ら
に
観
光
客
の
花
代
を
自
分
で
預
り
、
翌

売
春
地
帯
が
品
目
か
ら
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
朝
女
性
に
払
う
こ
と
に
す
れ
ば
、
客
は
だ

に
西
門
町
に
あ
っ
た
狼
嚢
コ
ー
ヒ
ー
底
は
、
ま
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
言
い
、
五
千
元
を

ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
が
観
光
売
春
婦
に
転
身
し
受
け
と
る
。
こ
の
う
ち
二
千
元
を
売
春
婦

た
た
め
一
瞬
の
う
ち
に
な
く
な
っ
て
し
ま
に
払
い
、
残
り
の
三
千
元
は
ポ
!
イ
の
ふ

っ

た

。

と

こ

ろ

に

は

い

る

。

そ

の

う

え

売

春

婦

は

日
本
人
観
光
客
が
台
湾
女
性
を
一
晩
買
二
千
元
の
花
代
の
う
ち
仲
介
者
に
印
%
の

う
の
に
、
部
屋
代
は
別
で
二
千
元
(
約
一
紹
介
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

万
二
千
円
)
か
ら
五
千
元
(
約
三
万
円
)
観
光
客
が
払
っ
た
五
千
元
の
た
っ
た
五
分

払
う
。
こ
の
う
ち
い
く
ら
が
売
春
婦
の
も
の
一
、
千
元
が
売
春
婦
の
と
り
分
と
な
る
喝

の
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
中
間
搾
取
す
る
無
論
、
こ
の
計
算
は
「
上
客
」
の
場
合
だ
。

人
が
い
て
売
春
を
と
り
も
っ
て
い
る
。
客
当
然
、
こ
の
暴
利
は
仲
介
者
が
一
人
占

が
ボ

l
イ
を
通
じ
て
女
性
を
紹
介
さ
れ
る
め
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ホ
テ
ル
の
部
屋

の
が
、
最
も
「
単
純
」
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
を
管
理
し
て
い
る
人
、
ガ
イ
ド
の
上
司
、

り
、
仲
介
者
は
印
%
の
わ
け
前
を
も
ら
う
。
各
観
光
売
春
業
に
寄
生
し
て
い
る
ご
ろ
つ

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
単
純
」
な
取
引
き
、
ヤ
ク
ザ
、
管
区
の
警
察
、
地
方
議
会

は
あ
ま
り
な
い
。
ボ

l
イ
は
観
光
客
に
女
の
議
員
、
さ
ら
に
は
調
査
局
、
国
民
党
の

性
の
紹
介
を
す
る
と
き
、
台
北
で
最
も
若
地
方
幹
部
、
保
安
処
、
情
報
局
な
ど
の
特

く
美
し
い
女
性
を
世
話
す
る
こ
と
が
で
き
務
機
関
ま
で
、
女
性
が
体
を
売
っ
た
お
金

る
と
言
う
。
こ
の
女
性
は
売
春
を
職
業
と
で
う
る
お
っ
て
い
る
。
台
湾
で
は
、
売
春

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
女
子
学
生
、
庖
の
よ
う
な
「
特
種
営
業
」
は
、
ヤ
ク
ザ
、

地
7
'
主、，
ι
‘、l
b
v
，，、、、，，、、、，，き
7
・ιEV'ι
豆、，，、‘、，
ι
去、，.、宅
I

，‘、，
ee--7
，、ヲ
I

、E7
，、‘、，
ι
岳、，，
a271av--
司、，L
丘、，，、
E''ι

宅tι-EV
，，、一丘、，，、号
'
t
'
f
、雲市
fbE
守，ι
去、，，主唱
'
tヲ
'ι

ヲ24H

…
買
春
観
光
を
あ
っ
せ
ん
す
る
旅
行
社
を
知
ら
せ
て
下
さ
い

o
p

一

…
個
人
ま
た
は
団
体
で
旅
行
を
し
た
時
、
聞
か
れ
た
方
、
情
報
を
是
非
お
寄
せ
く
一

…
旅
行
社
や
添
乗
員
か
ら
買
春
観
光
を
あ
だ
さ
い
。

ω
4
0
8
十

0
7
0
(昼
間
の
み
)
…

一
っ
せ
ん
さ
れ
た
方
、
具
体
的
な
体
験
を
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
五
島
ま
い
ι

」

黄
春
明
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

黄
春
明
で
す
。
日
本
人
の
買
春
観
光
に

反
対
し
て
い
る
良
心
的
な
皆
様
に
ご
あ
い

さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
d

私
は
台
湾
人
同
胞

女
性
が
春
を
ひ
き
ぐ
こ
と
に
対
し
て
、
本

当
に
悲
し
い
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
と

と
も
に
、
貧
し
さ
の
た
め
に
春
を
ひ
き
ぐ

女
性
が
い
る
こ
と
を
い
い
こ
と
に
買
春
観

光
に
来
る
日
本
人
男
性
に
対
し
て
、
実
に

に
が
に
が
し
い
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
私
は
友
人
と
よ
く
語
り
あ
う
の
で
す

が
、
売
春
宿
か
ら
出
て
来
る
日
本
人
の
男

の
態
度
や
行
動
は
か
つ
て
の
日
本
軍
と
同

黄
春
明
(
ホ
ア
ン
・
チ
ュ
ン
・
ミ
ン
)
さ

ん
は
台
湾
で
一
九
三
九
年
に
生
ま
れ
、
現

在
は
二
児
の
・
お
父
さ
ん
で
す
。
彼
は
い
ま

台
湾
で
最
も
愛
さ
れ
最
も
畏
れ
ら
れ
て
い

る
作
家
で
す
。
そ
れ
は
、
彼
が
民
衆
の
真

の
代
弁
者
で
あ
る
か
ら
で
す
。
彼
は
い
か

な
る
圧
力
に
も
屈
せ
ず
、
勇
敢
に
、
巧
妙

に
闘
っ
て
い
る
の
で
す
。
彼
の
作
品
『
さ

よ
う
な
ら
・
再
見
』
(
一
九
七
九
年
九
月

文
遊
社
発
行
)
は
、
日
本
人
の
買
春
観
光

が
テ

l
マ
で
、
台
湾
で
空
前
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
り
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、

ド
イ
ツ
、
日
本
で
翻
訳
さ
れ
、
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
本
の
内
容
は
、
イ
ン
テ

リ
で
真
面
目
で
民
族
意
識
に
目
ざ
め
て
い

じ
よ
う
に
見
え
ま
す
。
戦
前
は
軍
事
侵
略
、

植
民
地
収
奪
、
戦
後
は
経
済
侵
略
と
変
わ

ら
な
い
日
本
人
の
姿
を
き
わ
め
て
残
念
に

思
い
ま
す
。
買
春
観
光
も
か
た
ち
を
か
え

た
日
本
人
の
ア
ジ
ア
へ
の
侵
略
で
す
。
こ

と
に
経
済
侵
略
は
悪
質
で
す
。
軍
事
侵
略

な
ら
武
力
で
抵
抗
も
出
来
ま
す
。
一
貫

し
て
買
春
観
光
に
反
対
し
て
お
ら
れ
る
方

々
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
の

連
帯
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
九
八

O
年
一
月
賞

春

日月

る
主
人
公
が
会
社
の
命
令
で
日
本
人
の
接

待
役
を
さ
せ
ら
れ
、
ポ
ン
引
き
ま
が
い
な

こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旅
行
に
付

き
合
う
、
そ
の
道
中
記
な
の
で
す
。
主
人

公
は
車
中
で
、
日
本
に
行
き
た
が
っ
て
い

る
中
国
青
年
と
日
本
人
逮
の
間
の
通
訳
を

引
受
け
る
が
、
主
人
公
は
わ
ざ
と
間
違
え

て
、
中
国
青
年
に
は
中
国
人
と
し
て
の
誇

り
と
自
覚
を
、
日
本
人
達
に
は
台
湾
で
日

本
人
が
何
を
し
て
来
た
の
か
、
何
を
し
て

い
る
の
か
を
日
本
人
自
身
に
気
づ
か
せ
て

い
く
の
で
す
。
よ
り
よ
い
台
湾
と
日
本
の

関
係
を
み
ご
と
に
表
わ
し
て
い
る
す
ば

ら
し
い
文
学
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
ご

一

読

を

。

(

須

悶

幸

子

)
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台
湾
に
お
け
る
売
春

台
北
郊
外
の
北
投
温
泉
は
、
男
た
ち

の
一
大
寅
春
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
台
湾
の

観
光
客
誘
致
は
今
で
は
よ
り
組
織
化
さ
れ

商
品
化
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
だ
に
日
本
の

五
十
年
に
及
ぶ
台
湾
支
配
の
暗
い
遺
物
に

出
く
わ
す
北
投
で
は
、
日
本
風
の
宿
、
日

本
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
観
光

客
の
約
半
数
を
占
め
る
日
本
男
性
を
受
け

入
れ
て
い
る
。

台
湾
女
性
が
売
春
婦
に
転
落
し
て
い
く

過
程
に
は
二
通
り
あ
る
。
地
方
の
貧
農
や

労
働
者
の
娘
た
ち
、
孤
児
、
「
養
女
」
な
ど

が
話
の
う
ま
い
商
売
人
に
の
せ
ら
れ
て
都

市
に
お
び
き
出
さ
れ
、
部
屋
や
衣
服
、
ダ

ン
ス
、
レ

y
'ス
ン
と
い
っ
た
形
で
の
訓
練

を
あ
て
が
わ
れ
た
後
、
途
方
も
な
い
請
求

書
を
つ
き
つ
け
ら
れ
、

一
生
を
前
借
で
苦

し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
を
あ
、け
れ

ば
、
十
七
才
の
娘
の
文
盲
の
父
規
が
親
戚

に
だ
ま
さ
れ
、
娘
を
工
場
へ
見
習
い
に
や

る
と
い
う
よ
う
な
話
で
サ
イ
ン
を
さ
せ
ら

れ
た
が
、
実
は
売
春
宿
と
の
契
約
だ

っ
た
。

警
察
は
「
法
的
な
契
約
」
に
関
わ
る
「
家
庭

の
事
情
」
に
は
干
渉
し
な
い
と
捜
査
を
拒

否
し
、
彼
女
を
救
出
し
よ
う
と
す
る
兄
弟

も
暴
力
で
妨
害
さ
れ
た
。

次
に
多
い
の
は
女
性
自
身
が
自
分
で
売

春
す
る
と
決
め
る
こ
と
か
ら
だ
。
繁
栄
は

ド
ナ
ル
ド

・
ブ
リ

l
ン

多
く
の
台
湾
人
に
中
産
階
級
の
暮
ら
し
の

幻
想
を
与
え
た
。
し
か
し
政
府
は
国
民
の

消
費
欲
に
応
じ
た
収
入
を
保
障
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
う
い

っ
た
状
況
の
中
で

約
五
年
位
前
か
ら
下
級
官
吏
の
大
学
に
通

う
娘
た
ち
が
売
春
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
学
生
証
や
卒
業
証

書
、
が
あ
る
と
稼
ぎ
も
ふ
え
る
。
(
ど
こ
で
こ

の
よ
う
な
女
子
大
生
を
手
に
入
れ
ら
れ
る

か
詳
し
く
書
い
た
案
内
書
す
ら
あ
る
。)又
、

ウ
エ

イ
ト
レ
ス
、
ホ
テ
ル
の
メ
イ
ド
、
高

員
な
ど
が
足
り
な
い
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め

ア
ル
バ
イ
ト
で
売
春
を
す
る
。
若
い
男
性

も
プ
ロ
と
し
て
あ
る
い
は
フ
リ
ー
で
売
春

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
台
北
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
相
手
に
副
収
入
を
得
て
い
る

空
軍
兵
士
の
話
も
耳
に
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
台
湾
に
売
春
の
繁
栄

を
も
た
ら
し
た
第

一
の
責
任
は
ア
メ
リ
カ

に
あ
る。

十
年
間
に
及
ぶ
ア
メ

リ
カ
の
大

幅
な
イ

ン
ド
シ
ナ
介
入
で
数
百
万
の

ア
メ

リ
カ
兵
が
東
南
ア
ジ
ア

に
駐
屯
し
た
。
彼

ら
の
多
く
は
到
着
後
ま
も
な
く
、
ア
ジ
ア

に
民
主
主
義
を
打
ち
建
て
る
と
か
ア
ジ
ア

の
人
々
を
助
け
る
、
と
い
う
幻
想
を
捨
て

る
よ
う
に
な
り
、
遂
に
ア
メ
リ
カ
軍
敗
北

の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
道
徳
的
退
廃
が
は

び
こ

っ
た
。
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タ
イ
経
済
を
支
え
る
売
春
観
光
行

タ
イ
観
光
局
(T
A
T
)は
、

一
九
八

O

年
を
「
観
光
年
」
と
決
め
大
キ

ャ
ン
ペ

ー

ン
を
は
り
、
観
光
客
を
ひ
き
つ
け
る
様
々

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。
観
光

は
、
タ
イ
最
大
の
外
貨
線
、
ぎ
産
業
で
あ
り
、

貿
易
収
支
の
赤
字
解
消
に
多
大
の
貢
献
を

し
て
い
る
こ
と
が
、
最
近
し
き
り
に
強
調

さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

よ
り
多
く
の
外
貨
を
稼
ぐ
た
め
観
光
客
の

滞
在
期
間
を
長
く
し
、
バ
ン
コ
ク
周
辺
だ

け
で
な
く
、
タ
イ
各
地
の
新
し
い
観
光
地

を
訪
ね
る
よ
う
計
画
さ
れ
、
北
部
の
チ
エ

ン
マ
イ
な
ど
に
外
国
か
ら
直
接
乗
り
入
れ

す
る
航
空
便
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
デ
ラ
y

ク
ス
な
ホ
テ
ル
が
、
新
し
く

バ
ン
コ
ク
だ
け
で
な
く
チ
エ
ン
マ
イ
や
南

部
の
プ
ケ

ッ
ト
島
に
も
次
々
と
建
設
さ
れ

る
運
び
で
、
こ
れ
に
は
日
航
な
と
の
日
本

の
投
資
も
行
わ
れ
て
い
る
。

外
人
観
光
客

を
治
安
の
悪
い
地
方
都
市
に
連
れ
て
い
く

た
め
に
、
答
察
、
内
務
省
と
協
力
し
て
、

笹
備
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

て
い
る
。
タ
イ
観
光
局
の
発
表
し
た

一
九

七
九
年

一
月
か
ら
九
月
ま
で
の
統
計
に
よ

る
と
、

約
九

O
万
人
の
外
人
観
光
客
が
タ

イ
を
訪
れ
た
が
、
そ
の
第

一
位
は
日
本
人

の
十
五
万
人
で
、

二
位
の
イ
ギ
リ
ス
人
を
大

き
く
引
離
し
て

い
る
。

先
頃
、
ヨ
ー
ロ

y

不

破

真

理

パ
人
観
光
客
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
タ
イ

観
光
振
興
使
節
団
が
派
遣
さ
れ
、
ヨ

l
ロ

y
パ
の
パ

y
ケ
l
シ
旅
行
を
あ

っ
せ
ん
す

る
旅
行
社
と
タ
イ
ア
y
プ
し
、
フ
ィ

ル
ム

・
シ
ョ
ー
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、

タ
イ

へ
の
潜
在
的
観
光
客
を
誘
致
す
る
と

発
表
し
た
。
T
A
T
は

一
九
七
九
年
末
ま

で
に
年
間
百
四

O
万
人
の
観
光
客
を
見
込

ん
で
お
り
、
そ
の
落
す
外
貨
は
、

四
億
二

こ
の
退
廃
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
れ
る
。

そ
の

一
つ
が
、
上
は
大
使
か
ら
下
は
兵
卒

に
至
る
ま
で
、
海
外
駐
在
中
は
ア
ジ
ア
の

女
性
に
手
を
出
し
て
も
絶
対
に
罰
せ
ら
れ

な
い
と
全
く
疑
う
こ
と
な
く
信
じ
こ
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
R
+
R
」
(河
2
H

匝コ門目見巾口「

g竺
O

コ
休
息
と
レ

ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
)
と
呼
ば
れ
る
兵
士
用
の
観
光
旅

行
が
隣
国

へ
公
に
組
織
さ
れ
る
。
兵
土
た

ち
自
身
は
率
直
に
も
そ
れ
を
「
I
+
I
」

(円三
O

H

5

さ
2

2
品目
コ
門巾
「口O
C
「
的
巾
陶

酔
と
性
交
)
と
呼
ん
で
い
る
。

台
湾
は
こ
の
「
R
+
R
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
心
地
の

一
つ
と
な
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
敗
北
後

、
ア
メ
リ
カ
は
ア
ジ
ア
か
ら
撤

退
し
は
じ
め
た
が
、
米
軍
の
も
た
ら
し
た

大
量
の
米
ド
ル
流
入
は
地
方
経
済
を
完
全

に
麻
揮
さ
せ
て
し
ま
い
、
米
軍
に
替
る
も

の
が
求
め
ら
れ
た
。

イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
で
の
と
そ
れ
を
と
り

ま
く
経
済
情
勢
の
中
で
売
春
は
地
方
レ
ベ

ル
の
規
模
か
ら
大
事
業
と
な
り
、
外
貨
獲

得、

G
N
P
の
成
長
へ
と
「
貢
献
」
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

千
五
百
万
ド
ル
と
は
じ
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
タ
イ
の
石
油
輸
入
代
金
の
三
分
の

こ
に
あ
た
る
。
こ
の
た
め
観
光
業
界
の
鼻

息
は
荒
い
。
タ
イ
で
は
現
在
工
、
不
ル
ギ
|

危
機
の
た
め
す
べ
て
の
広
が
十
二
時
間
底

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
ナ
イ
ト

・

ク
ラ
ブ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
パ

ー
ラ
ー
、
デ
ィ

ス
コ
、
レ

ス
ト
ラ
ン
等
は
結
束
し
て
、
観

光
客
に
よ
く
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
よ
う
閉
庖

時
間
を

一
時
間
延
長
す
る
こ
と
を
政
府
に

要
求
し
た
。
タ
イ
経
済
は
、
オ
イ
ル
シ
ヨ

y

ク
で
物
価
が
急
騰
し
、
主
要
産
業
の
繊

維
は
不
況
で
あ
り
、
農
村
は
皐
ば

つ
で
、

日
本
の
性
教
育
と
天
皇
制

こ
こ
で
い
う
性
教
育
を
仮
に
、
兵
実
に
い
を
見
て
き
た
。
以
前
よ
り
も
明
る
い
気

男
と
し
て
ま
た
女
と
し
て
生
き
る
と
い
う

持
に
な
れ
る
の
は
、
そ
の
た
た
か
い
が
や

内
容
を
持
つ
も
の
と
す
る
と
、
日
本
と

っ
と
意
識
化
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

い
う
国
は
性
教
育
の
育
ち
縫

い
固
だ
と
い

他
の
人
び
と
も
自
分
の
中
で
も
:・
。

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
さ
ま
ざ
こ
の
ご
ろ
は
ほ
と
ん
と
使
わ
れ
な
い
が

か
み

ま
の
埋
由
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
一つ
は
日
本
「
お
上
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
自
分
で
決

が
ま
だ
天
主
制
が
生
き
て
い
る
国
だ
か
ら

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
し
ば
し

で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
私
た
ち
は
い
ま
明
治
ぱ
「
お
上
」
が
決
め
る
。
「
夫
婦
相
和
し
」
と

時
代
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
封
建

定
め
ら
れ
た
の
で
仲
良
く
暮
そ
う
、
も
と

主
義
の
鎖
に
縛
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
も
と
い

い
こ
と
な
ん
だ
も
の
、
と
い

っ
た

い
。
い
ま
ほ
ど
久
性
が
の
び
て
い
る
時
代

習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
。
園
、
社
会
、

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
払
の
日
に

は

強

じ

会
社、

家
庭
で
こ
の
習
慣
が

H
的
を
成
就

ん
な
細
い
ク
モ
の
糸
の
よ
う
な
交
を
縛
る
す
る
た
め
に
必
要
な
「
和
」
の
精
神
と
し
て

糸
が
見
え
る
。
そ
の
糸
を
断
ち
切
ろ
う

と

生

き

て

い
る
。
こ
の
「
お
上
」
は
変
身
も
上

し
て
苦
し
み
も
が
い
て
い
る
声
が
聞
え
る
。
予
い
。
観
光
光
存
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
終

つ

は
は
長
い
こ
と
そ
う
い
う

K
性
の
た
た
か
た
ひ
と
り
の
主
財
が
小
さ
な
声
で
言
っ
た

当
然
こ
れ
は
政
府
が
売
春
を
容
認
し
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
勿
論
政
府
は
奨

励
し
て
ま
す
よ
。
い
わ
ゆ
る
観
光
産
業
で

す
か
ら
ね
/
」
と
あ
る
若
い
台
湾
人
が
私

に
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
た
。

政
府
と
売
春
は
直
接
に
も
結
び
つ
い
て

い
る
。

例
え
ば
北
投
最
大
の
ホ
テ
ル
南
華

は
約
七
千
米
ド
ル
相
当
の
救
急
車
を
地
元

の
警
察
に
寄
附
し
て
お
り
、
又
警
察
官
の

住
む
家
も
ホ
テ
ル
業
者
か
ら
の
寄
附
だ
と

聞
い
た
。
答
察
は
毎
夜
の
賭
樽
収
益
の
分

け
前
に
も
あ
ず
か

つ
て
お
り
、
こ
れ
が
地

元
経
済
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

台
湾
人
は
、
陸
軍
が
定
期
的
に
設
け
る

「
軍
人
の
天
国
」
が
何
で
あ
る
か
を
知
っ
て

い
る
。
朝
早
く
若
い
兵
士
た
ち
は
列
を
な

し
て
自
分
に
回
っ
て
く
る
と
そ
の
数
分
間

を
待
ち
う
け
る
。
彼
ら
自
身
が
毎
日
受
け

て
い
る
抑
圧
、
不
平
等
、
無
意
味
さ
を
他

人
に
転
化
す
る
そ
の
数
分
間
を
。

こ
の
よ
う
に
政
府
が
売
春
と
公
に
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
は
国
際
的
に
も
例
が
あ
る
。

フ
ァ

l
・
イ
ー
ス
タ
ン

・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

・

レ
ビ
ュ

ー
誌
の

一
九
七
六
年
十
月
八
日
号

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が
訓
練
の
た
め
台

湾
に
派
遣
し
た
軍
隊
に
コ
ン
ド
l
ム
を
支

給
し
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
軍
隊
派
遣

は
極
秘
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
民
党
政

府
の
黙
認
な
し
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
兵
が
受

け
入
れ
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

(
編
訳
・
大
石
ま
ゆ
み
)

『モ
ン
ス
ー
ン
』一

九
七
六
年
六
・七
月
号
よ
り

14 

曹ノ

ほ
と
ん
ど
唯

一
の
成
長
産
業
は
、
観
光
業

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
観
光
業
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
「
セ

y
ク
ス
を
ま
さ
に

不
可
欠
の
部
分
と
す
る
」
売
春
観
光
で
あ

る
。
最
近
、
バ
ン
コ

ク
で
こ
の
よ
う
な
売

春
観
光
を
正
面
か
ら
積
極
的
に
評
価
し
、

さ
ら
に
組
織
化
を
計

っ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
い
う
論
調
が
目
立

っ
て
い
る
。
例
え

ば
、

一
九
七
九
年

一一

月

一
五
日
付
の
バ

ン
コ
ク

・
ポ
ス
ト
紙
は
、

ピ
l
タ
l
・
シ

ア
l
氏
の
次
の
よ
う
な
コ
ラ
ム
記
事
を
掲

載
し
て
い
る

z
i---
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
サ
l

「
夫
が
東
南
ア
ジ
ア

へ
旅
行
す
る
時
、
私
は

サ
ヅ
ク
を
持
た
し
て
出
し
て
や
っ

た
の
よ
」
。

そ
う
す
る
こ
と
が
「
常
識
」
に
な
っ
て
し
ま

え
ば
考
え
な
く
て
も
済
む
。
天
皇
制
と
結

び
つ
け
る
の
は
突
飛
だ
ろ
う
か
つ

十
年
程
前
か
ら
性
教
育
は
さ
か
ん
に
な

っ
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
。
先
日
も
初
め

て
N
H
K
テ
レ
ビ
で
長
時
間
討
論
が
あ

っ

た
。
推
進
論
と
反
対
論
と
バ
ラ
ン

ス
よ
く

三
人
ず
つ
並
ん
で
い
た
。
そ
の
う
ち
で
目

立
っ
て
い
た
の
が
女
性
作
家
の
「
日
本
に

は
日
本
的
な
表
現
と
考
え
方
が
あ
る
」
と

い
う
議
論
で
あ

っ
た
。
こ
れ
が
私
の
感
じ

る
ク
モ
の
糸
で
あ
る
。
性
教
育
を
進
め
て

い
く
と
ど
こ
か
で
個
の
篠
立
に
ぶ
つ
か
る
。

性
教
育
は
目
立
た
な
い
日
常
生
活
の
中
で

の
長
い
た
た
か

い
で
あ
る
。

(大
島
静
子
)
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観
光
業
に
一
北
海
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
れ
r
v
y
一
九
こ
れ
は
ど
誌
だ
ル
ら
江

の
聞
に
増
大
す
る
一
方
の
黙
り
を
河
つ
い
も
の
は
め
り
ま
ぜ
ん
・

一

て
い
る
側
面
が
も
F

つ
一
つ
あ
り
ま
す
・
芳
一ば
こ
ぺ
で
す
。
先
の
り
唱
で
同

一

日
本
人
は自
分
た
ち
た
け
の
グ
ル
l

前
払
い
ツ
ア
ー
が
わ
が
国
か
ら
外
貸
な
っ
ι
b
u
-
っ
と
尽
か
せ
る
年
と
ろ
の
男
の

-

一

プ
で
的
佐
官
し
ま
γ
が
、
受
け
入
れ
闘
の
一狩
ぐ
チザ
いン司
ス
を
奪
っ
て
い
る
い恥
は
さ

m
克
容
が
こ
う
し
た
山
市
社
に
足
を
遅
ぷ

観
光
客
と
受
け
入
れ
国
住民
の
聞
に
一
的
な
感
じ
で
す
し
、
そ
の
印
匁
は
大
体

一
容
が
、
日
本
人
の
観
光
に
よ
っ
て
鰐
縦
一
人
た
ち
と
話
し
に
り
、
友
達
也
つ
く
っ
て
お
さ
、
臼
本
人
は
別
の
面
で
も
九
も
の
を

2
2、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
い
や

は
、
文
他
的
な
い
し
行
動
桟
式
の
温
い
一
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
す
・
ず
る
砂
文
化
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
も
々
に
し
一
た
り
は
し
ま
せ
ん
・
ま
る
で
フ
ィ
リ
ピ
一
う
け
に
瑚
心
し
て
い
ま
す
・
日
本
人
ガ
だ
ζ

思
い
ま
す
。
フ
f
リ
ピ
ン
人
は
H

り

か
ら
緊
掛
か
生
ま
れ
や
す
い
も
の
で
す
一

観
光
の
目
的
の
ご
J

は
人
々
を
よ
り
か
蓄
し
な
い
こ
と
か
ら
き
す
・
日
一
ン
人
な
ど
眼
中
に
な
い
か
の
ご
と
く
主
告
を
あ
て
が
い
、
日
本
人
猛
資
し

一
え
ま
す
・

5
霊
山
ち
ゃ
、
彼
-b
j
b

が
、
あ
る
荷
の
観
光
客
た
ち

ω行
動
一
親
し
く
結
び
つ
け
る
ζ

と
だ
と
い
わ
れ
本
人
制
光
客
た
語
、
そ
の
他
の
震
て
芸
い
ま
す
・
特
定
ホ
テ
ル
長
が
・
て
い
議
伎
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
普
が
め
る
死
者
は
も
し
か
す
る
と
、
同
胞

で
、
こ
の
護
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
ま
す
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
日
本

一般
に
与
え
て
い
る
影
響
に
つ
い
て
は
一
り
、
た
く
さ
ん
雲

H
窓
震
で
く
-
に
、
望
号
奇
し
て
い
き
と
で
を
殺
し
、
拷
問
し
た
張
本
人
で
は
な

も

あ

り

ま

す

・

こ

う

し

た

一

般

的

緊

必

か

る

う

か

と

。

告

ら

に

「

樽

風

」

発

引

の
ほ
か
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
、
日
本
畠
b

』二
L

-

-

-

e

F

h

f

二
・
l
i

ー
、
子
・
「
l

-

h

F

の
地
の
記
念
郎
、
ま
た
最
近
で
-hhμ-

人
の
票
、
き
深
刻
な
艇
を
も
っ

反

青

主

り

敬

意

奇

て

る

遣
の
議
室
な
ど
の
引
去
っ

た
建
議
混
を
も
た
ら
し
て
い
志

j
L
&
I司
C

占師
3
E
d

望こ
1

w
〈

ま
す
。
と
れ
ら
す
べ
て
は
、
華
街
岸

ヲ

受

け

入

れ

る

た

め

の

液

地

を

つ

く

ろ

第
一
は
外
見
上
の
問
煽で一
9
・
日
本

、
a
仇

u

'

h

'

ぅ
、
と
い
e

コ
一
部
の
日
本
の
文飢品目た

山
政
計
長
良

罪
の
意
識
を
欠
き
無
神
経

詑
持
え
足

踏
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
大
グ
ル
ー
プ

-

h

に
と
っ
て
み
れ
ば
、日
本
人
が
こ
の
よ

で
強
行
し
、
ど
む
へ
行
く
に
も
み
ん
な
一
人
の
観
光
託
つ
い
て
は
、
私
は
と
の
反

一わ
か
り
ま
ぜ
ん
・
国
民
一
山
荘
、
所
向
日
一
つ
ら
え
長
位
、
食
べ
物
、
民
聖
一
一
寸

・

う

に

自

…

神

需

品

川

の

翠

酬

を

欠

い

て

い

い
っ
し
ょ
と
い
う
や
り
方
で
さ
ら
に
さ
一
対
こ
そ
真
実
だ
と
思
い
ま
す
・
日
本
人

一を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
対
集
と
し
て
主

随
時
間
や
踊
り
な
ど
を
お
め
つ
らえ
向
一

観
光
容
謡
目
汁
す
る
た
め
、
行
わ
れ
る
の
は
、
自
分
た
ち
そ
は
か
に
し
[
伝

わ
だ
ち
ま
す
・
し
か
も
、
米
国
人
や
ヨ
一
安
定
、
自
分
た
ち
が
か
つ
て
占
悩
ぎ
て
は
い
ま
す
が
、
同
時
に
死
産
一
定
守
さ
れ
た
仰
で
消
化
す
る
・
ぞ
い
る
磁
力
思
議
が
ま
た
観
光
客
躍
す
る
も
の
で
し
か
な
い
の
で
す
・

1
ロ
ツ
パ
人
と
遜
っ
て
、
日
本
人
観
主

し
、
暮
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
も
?
雪
驚
の
に
が
い
援

護

ひ
き
て
て
の
早
人
び
と
を
揺
し
よ
う
C
い
-
と
、
ぞ
の
浮
入
品
住
民
と
の
問
の
芸
人
観
光
客
は
そ
の
行
い
で
、
友

国
民
つ
き
や
体
つ
き
、
ヨ
繋
ー
か
ら
い
う
ら
み
を
忘
れ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
-
一主
義
人
と
し
一
む
な
が
め
て
い
る
の
てっ
傾
向
は
見
当
た
ら
な
い
し
、
そ
の
タ
ギ
ヴ
プ
汗
広
げ
て
い
ま
す
・
日
本
人
情
よ
り
も
敵
意
を
背
て
て
い
る
の
?

っ
ぺ
ん
で
そ
れ
と
知
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
竺
つ
に
は
、
日
本
富
主
義
で

一で

す

・

会

も

あ

り

ま

せ

ん

・

宗
没
に
し
た
患
の
議
が
行
わ
れ
ず
二
信
の
き
ず
な
は
本
当
に
寝
中
巳

ζ

れ
ら
観
光
客
た
ち
に
は
い
ろ
ん
な
太
平

草

筆
記
し
た
加
の
警
に
一
お
て
ら
く
川
黙
認
に
よ
る
お
日
本
人
は
自
分
た
ち
の

N
F
d
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
さ
皮
肉
な
こ
れ
て
は
い
ま
克
・
実
際
、
思
す
べ

障
の
人
た
ち
が
い
る
は
ず
で
す
が
、

。
い
て
の
国
民
的
な
藷
を
み
と
と
に
一
の
た
め
に
、
日
本
人
男
容
は
市
民
の
言
っ
て
話
し
、
向
島
に
は
て
い
と
で
一
九
つ
ま
り
、
日
本
人
薬
品
お
き
も
の
な
さ
い
の
で
す
・
な
ぜ
な

彼ら

ω与
え
げ
引
凶
抽
出
は
概
し
て
同
制
放
取
り
叫
外
く
と
と
に
成
功
し
た
ζ

と
の
反
一
反
対
以
明
や
一
ザ
モ
に
あ
わ
ず
に
す
む
の
ね
い
で
、
九
悔
の初
l

化
ぜ
わ
さ
ま
え
て
仁
地
や
、
日
本
一
品
人
の
記
念
砲
な
ど
で
ら
、
第
二
次
大
時
以
前
か
ら
、
フィ
り

一
映
で
す
・
も
ち
ろ
ん
、
い
わ
ゆ
る

j
で一九

ωぞ
、
観
光
君
主
事
い
る
三
完
結
っ
て
い
ま
す
・
と
-
す
。
訟
に
た
の
は
フ
f
リ
ピ
ン
人
で
y

ピ
ン
人
は
日
本
人
在
、
思
の
社
会
ヘ

レ
ナ
卜
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
lノ

一
の
治
極
右
ゆ
)
葉
々
を
重
喜
一
ル
器
犯
の
要
に
よ
っ
て
、
特
別
な

と
ろ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
い
票
読
一が
、
目
前
の
意
高
官
援
助
に
一
の
震
と
見
て
き
た
か
ら
で
す
・
日
本

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
室
、

米一一ュ
l
ヨ
l
一
と
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
は
一
霊
長
ぎ
受
け
て
い
る
の
で
す
・
採
取
の
あ
り
が
た
さ
か
ら
か
、
と
く
一よ
っ
て
で
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す

.
E
の
占
領
中
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
合

果

ク
大
な
ど
で
学
び
、
銀
十
フ
ィ
リ
ピ
ン

日
本
書
皇
必
の
書
官
、
奥
た
し
て
自
一
日
ぶ
人
組
北
海
は
、
茶
定
温
か
く
辿
ぽ
閉
山
ど
も
は
製
品
川
♂
三
行
ー
な
、
つ
ニ
ン
ジ
ン
仰
は
こ
こ
で
も
観
光
客
の
ば

ω燈
も
ひ
ど
い
砲
を
体
験
し
ま
し

大
政
治
学
税
総
師
、
百
年
U

同
大
歴
史
学
分
の
中
で
開
制
(
そ
し
ゃ
く
)
した
か
え
つ
れ
て
い
る

ωに
、
と
鎖
覚
す
べ
き
細
川
正
行
動
し
、
叫
ん
だ
り
一る

ωで
泌
と
す
円
で
す・

検
死
者

ω遺
族
た
包
た
・
現
在
の
観
光
客
は
か
つ
て
自
分
た

が
諮

ビ
ス
部
門
に
働
く
女
性
達
が
、
何
時
間
か

の
楽
し
み
と
東
洋
的
性
の
喜
悦
の
た
め
に
、

男
性
観
光
客

を
呼
び
寄
せ
、
何
百
ド
ル
の

チ
y
プ
を
喜
ん
で
投
げ
与
え
る
よ
う
に
さ

せ
る
の
は
こ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

・
サ
ー
ビ
ス

を
通
し
て
で
あ
る
。

喜
ん
で
楽
し
げ
に
外

貨
を
落
す
よ
う
に
す
る
こ
う
し
た
テ
ク
ニ

ッ
ク
は
、
タ
イ
の
経
済
発
展
計
画
の
成
功

の
た
め
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
も
し
タ
イ
に
来
る
男
性
観
光
客
が
そ

う
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル

・
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に

何
百
ド
ル
を
喜
ん
で
与
え
、
男
性
観
光
客

の
数
が
タ
イ
観
光
局
の
見
積
っ
た
数
の
五

O
%
に
な
る
と
す
れ
ば
、
チ

γ
プ
は
年
間

一
六
億
ト
ル
に
も
の
ぼ
る
だ
ろ
う
。
実
際

そ
の
額
は
、
石
油
輸
入
代
金
を
解
消
す
る

に
十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
タ
イ
の
観

光
魅
力
は
、
基
本
的
な
国
民
経
済
の
安
定

に
直
接
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
よ
う
に

み
え
る
よ
中
略
)
と
こ
ろ
で
タ
イ
観
光
局

は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

・
サ
ー
ビ
ス
H

産
業
H

の

組
織
化
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
喜
び
を
求

め
る
観
光
客
が
失
望
し
て
帰
る
こ
と
は
会

い
だ
ろ
う
し
、
同
時
に
ス

ペ
シ
ャ

ル
・
サ

ー
ビ
ス
部
門
の
努
力
に
対
し
て
、
二
疋
の

評
価
と
尊
重
が
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
現

在
の
タ
イ
の
政
治
経
済
社
会
H

改
革
H

ま
た

は
H

変
革
H

の
中
で
|
|
そ
れ
ら
は
莫
大
な

資
金
を
必
要
と
す
る
が
|
|
ス

ペ
シ

ャ
ル

.
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
組
織
化
し
な
い
こ
と

は
、
経
済
を
安
定
さ
せ
る
の
に
必
要
な
金

irnii拠出
mm:lII Iß\l~ 1980年3月24日(月)
剛 iflH/III.fJl'可'1'朝日新聞

の
卵
を
生
む
ガ
チ
ョ
ウ
を
殺
す
の
に
等
し

い
。
」
(
バ
ン
コ
ク

・
ポ
ス
ト
一
九
七
九
・

一一

・
一
五
)

こ
の
よ
う
な
生
産
性
を
と
も
な
わ
な
い

H

虚

業
H

で
経
済
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る

社
会
は
、
病
ん
で
い
る
社
会
で
あ
る
。
一

九
七
九
年
一
一
月
三
O
日
付
の
タ
イ

・
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
-
ニ
ュ

ー
ス
に
よ
れ
ば
、
バ
ン
コ
ク
の
四
百
六
O

万
の
人
口
の
う
ち
、
六
O
万
人
が
麻
薬
中

毒
者
で
あ
り
、
子
供
か
ら
老
人
ま
で
含
め

て
の
女
性
人
口
の
約
五
%
は
売
春
婦
で
、

他
の
娯
楽
産
業
で
働
い
て
い
る
女
性
の
数

を
加
え
る
な
ら
全
体
数
は
三
O
万
人
を
こ

え
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

繊
維
工
場
等
で
働
く
女
子
労
働
者
の
数
な

ど
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
(
製
造
業
全
体

で
女
子
労
働
者
は
、

二
四
万
四
千
人
)
。マ

ヒ
ド
ン
大
学
公
衆
衛
生
学
科
の
行
っ
た
バ

ン
コ
ク
の
千
人
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
ガ

l
ル

の
実
態
調
査
の
結
果

(
バ
ン

コ
ク

・
ポ
ス

ト
紙

一
九
七
九
年

二
一
月

一
四
日
付
)
に

よ
れ
ば
、

一
O
人
の
う
ち
九
人
は
、
北
部

タ
イ
特
に
チ
エ
ン
ラ
イ
県
の
貧
し
い
農
村

の
家
庭
か
ら
き
て
お
り
、
初
等
教
育
の
四

年
を
終
え
た
も
の
の
実
質
的
に
は
文
盲
で

あ
り
、
他
に
職
が
な
い
の
で
マ
y
サ

l
ジ

パ
ー
ラ
ー
で
働
く
よ
う
に
な
り
、
稼
ぎ
は
、

家
族
に
送
金
し
て
い
る
と
い
う
。
農
村
の

貧
困
と
、
製
造
業
の
一
雇
用
機
会
の
創
出
の

失
敗
が
裏
書
き
さ
れ
る
デ

l
タ
で
あ
る
。

ま
た
九
九
%
は
、
特
別
料
金
の
た
め
に
セ

~I/ 

人
観
光
客
の

レナト・コンスタンティーノ氏

市附
フィリピン大教授

え
fh・
伽

初、

、明

ゼ

.
A
V
U
ι
?

ツ
ク
ス
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
用
意
が
あ
り
、

一
日
四
、
五
同
客
と
性
J

父
沙
を
持
ち
、
八

O
%
が
少
く
と
も
一
回
以
上
性
病
に
か
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
全
員
が
政
府
に
望
ん

で
い
る
こ
と
は
、
週
一
回
医
者
に
性
病
チ

ェ
ッ
ク
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
と
、
年
と

っ
た
時
、
自
分
で

稼
げ
る
よ
う
な
技
術
を
身
に
つ
け
ら
れ
る

職
業
訓
練
コ

l
ス
を
設
け
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

マ
ヒ
ド
ン
大
学
の
テ
パ

ノ
ム
博
士
は
、
政
府
は
、
彼
女
達
の
望
ん

で
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
だ
と
の

べ
て
い
る
。
彼
女
達
は
ほ
と
ん
ど
二
O
代

前
半
で
、
そ
の
夢
は
、
金
を
貯
め
て
故
郷

へ
帰
り
、
美
容
院
か
お
庖
を
開
き
た
い
と

憎

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
己
を
生
存
さ

せ
て
い
く
た
め
の
彼
女
達
の
切
実
な
ギ
リ

ギ
リ
の
要
望
と
さ
さ
や
か
な
夢
を
知
る
時
、

彼
女
達
の
肉
体
と
精
神
の
破
壊
を
代
償
レ
し

し
て
外
貨
獲
得
と
金
も
う
け
を
も
く
ろ
ん

で
い
る
人
々
の
非
人
間
性
と
倫
理
性
が
怒

り
を
も
っ
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
わ
れ
る
。
一
九
八
O
年
一
月

一
九

日

チ
ユ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
と
タ
マ
サ

l
卜
大

学
の
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル

の
試
合
の
際
、
山
一
子
生

逮
は
「
観
光
年
」
を
評
し
て
「
名
目
一口O
ヨ巾

g
∞Z
Z
E
」
と
い
う
大
繍
断
幕
を
広
げ

て
パ
レ
ー
ド
し
た
。
売
春
観
光
を
な
く
し

て
い
く
た
め
、
こ
の
よ
う
な
意
識
あ
る
人

々
と
と
も
に
闘
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

干ばつで、又何人の女たちが売られて行くのだろうか。
東北タイマンケン県。瀬戸正夫氏写す。 (80年3月)
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フ
ィ
リ
ピ
ン
|
ニ

「ゴ
ド
口
・
ガ
ー
ル
」

こ
こ
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
或
る
大
学
の

社
会
学
教
授
の
下
で
、
学
生

一
三
名
が
二

週
間
、
マ
ニ
ラ
の
一
流
ホ
テ
ル
に
実
習
生

と
し
て
は
い
り
込
み
、
社
会
学
に
お
け
る

「
逸
脱
行
為
」
の
定
義
を
、
「
ホ
テ
ル
L

と

い
う
実
際
の
社
会
状
況
に
・
お
い
て
検
証
し

た
レ
ポ
ー
ト
が
あ
る
。
学
生
逮
は
、
フ
ロ
ン

ト
係
、
客
室
係
、
フ
ロ
ア
係
、
売
庖
及
び

レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
、
ホ
テ
ル
の
各
部
門
に

配
属
さ
れ
、
ど
の
様
な
状
況
、
過
程
で
「
逸

脱
行
為
」
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
ゆ
く
か

観
察
し
て
い
る
。
そ
の
ホ
テ
ル
の
最
大
の

客
は
日
本
人
で
、
彼
等
は
集
団
で
次
々
に

到
着
し
て
は
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
へ

出

か
け
、
各
々
が
女
性
を
伴
な
っ
て
倍
の
数
に

ふ
く
れ
て
ホ
テ
ル
に
舞
い
戻
る
。
そ
う
な

る
と
、
ホ
テ
ル
の
内
側
か
ら
彼
等
を
迎
え

る
従
業
員
が
、
日
本
人
に
対
し
て
固
定
し

た
感
情
を
持
つ
様
に
な
る
の
は
当
然
で
あ

り
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
そ
の
意
味
で
、

日

本
人
の
買
春
観
光
の
実
態
を
知
る
上
で
貴

重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

日
本
人
観
光
客
の
行
状
は
、
従
業
員
か

ら
既
に
「
逸
脱
行
為
」
と
し
て
厳
し
い
批
判

が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
従
業
員
は
、
異
口

同
音
に
日
本
人
男
性
を
セ
y
ク
ス
へ
の
飽

る
側
の
論
理
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
か
。
即
ち
、
一
流
ホ
テ
ル
で
は
、

「
こ
の
種
」
の
女
性
の
出
入
り
は
、
ホ
テ
ル

の
権
威
と
評
判
に
関
わ
る
と
し
て
厳
重
に

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
日
本

人
観
光
客
が
急
増
し
、
彼
等
が
ホ
テ
ル
の

経
営
上
必
須
の
存
在
と
な
っ
て
い
る
現
状

で
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

l
ガ
ー
ル
(
官
冗

春
婦
)
も
、
同
伴
料
が
支
払
わ
れ
る
限
り
、

ホ
テ
ル
に
と
っ
て
は
「
好
ま
し
い
客
L

と
な

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
同
じ
売
春
行
為
で

も
、
「
ひ
も
」
な
ど
の
仲
介
で
勝
手
に
客
引

き
を
す
る
場
合
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
や
各

階
に
配
置
さ
れ
た
ガ
ー
ド
マ
ン
に
、
発
見

と
同
時
に
つ
ま
み
出
さ
れ
て
い
る
の
を
学

生
は
実
際
に
目
撃
し
て
い
る
。

「
フ
ィ
U
E
ン
の
実
ヒ

5
アィ
l
ガ
ー
ル
」

(要
約
)
エ
イ

・
リ
ン
・
ニ
ュ

1
マ
ン

急
激
な
経
済
成
長
の
下
で
、
外
国
依
存

の
仕
事
は
男
性
よ
り
女
性
へ
の
ニ

l
ド
が

高
く
、
持
に
貧
困
な
地
方
か
ら
押
し
出
さ

れ
た
女
性
透
が
都
会
の
夜
の
仕
事
に
群
が

る
。
現
在
、
首
都
マ
ニ
ラ
に
は
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
ー
ガ
|
ル
と
い
わ
れ
る
女
性
が

数
十
万
人
以
上
観
光
サ
ー
ビ

ス
業
に
関
わ

っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

一
九
七
二
年
の
戒
厳
令
以
降
、
外
貨
収

入
の
第
四
位
が
観
光
事
業
で
、
七
二
年
は

二
億
六
千
二
百
ド
ル
(
六
百
五
十
億
円
)

七
七
年
は
、

三
億
ド
ル

(
八
百
四
卜
億
円
)

に
成
長
し
た
。

'. 

つ
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら

く
な
き
欲
求
で
血
走
っ
た
動
物
、
と
断
言

す
る
。
又
、
日
本
人
は
従
業
員
に
対
し
て

機
柄
で
威
張
り
散
ら
し
、
ウ
ロ
ウ
ロ
、
チ

ョ
ロ
チ
ョ
ロ
動
き
回
り
、
日
本
語
で
汚
い

話
も
大
声
で
し
ゃ
べ
り
、
部
屋
の
使
い
方

も
汚
い
し
、
臭
い
。
性
格
は
攻
撃
的
。
女

性
を
蔑
視
し
て
、
女
性
と
見
れ
ば
従
業
員

も
含
め
誰
で
も
売
春
婦
と
思
い
込
ん
で
い

る
。
又
、
現
金
が
底
を
つ
け
ば
、
自
分
の

計
算
機
、
時
計
、
カ
メ
ラ
な
ど
を
現
金
に

替
え
て
ま
で
セ

y
ク
ス
の
為
に
使
う
。
品

物
は
手
当
り
次
第
に
買
い
あ
さ
り
、
近
く

の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
無
料
配
布
し
て

い
る
地
図
や
、
流
行
遅
れ
の
セ
ン
ス
の
悪

い
色
シ
ャ
ツ
等
も
、
よ
く
吟
味
も
せ
ず
買

い
込
む
の
は
、
き
ま
っ
て
日
本
人
で
あ
る
、

等
々
と
従
業
員
は
分
析
す
る
。
他
の
外
国

人
に
比
べ
、
チ

y
プ
の
払
い
や
、
売
庖
で

の
買
い
あ
げ
が
最
高
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
日
本
人
観
光
客
の
行
状
は
最
低
の

評
価
と
な
っ
て
い
る
。

持
に
明
記
す
べ
き
事
は
、
従
業
員
の
聞

で
つ
コ
ド
ロ
ガ
ー
ル
」
と
い
う
隠
語
が
使
用

さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ

l
ガ
l
ル
、
即
ち
、
売
春
婦

の
別
名
で
あ
る
が
、
「
ゴ
ド
ロ
」
と
は
、
日

本
語
の
「
五
ド
ル
」
か
ら
来
て
居
り
、
こ
れ

は
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

こ
の
外
貨
投
資
国
の
第
一
位
が
日
本
人

観
光
客
で
、
全
旅
行
者
の

二
九
%
を
占
め
、

日
本
人
観
光
客
二
O
万
人
の
八
五
%
以
上
が

男
性
で
あ
る
二
日
平
均
五
五
ド
ル
(
一
万

三
千
円
)
を
宿
泊
費
そ
の
他
で
使
い
、
そ
の

二
倍
の
お
金
を
女
性
に
使
う
と
推
定
さ
れ

る
。
そ
の
為
に
、
日
本
の
大
手
旅
行
業
者

と
現
地
の
大
手
業
者
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

ホ
テ
ル
|
買
物
女
と
い
う

一
貫
し
た
ル

ー
ト
を
敷
き
、
大
が
か
り
な
組
織
の
下
で

女
性
を
搾
取
し
、
使
い
捨
て
る
構
造
を
生

み
出
し
た
。
一
軒
で
二
百
人
の
女
性
を
管

理
し
て
い
る
庖
さ
え
あ
る
。

庖
か
ら
連
れ
出
さ
れ
る
料
金
は
約
六

0

ド
ル
で
、
そ
れ
を
底
、
旅
行
業
者
、
地
元

ガ
イ
ド
、
日
本
人
ガ
イ
ド
な
ど
に
分
け
』勺

れ
、
女
性
は
、
庖
の
経
営
者
の
配
分

一
五

ド
ル
か
ら
約
五
ド
ル

(千
二
百
五
十
円
)

が
わ
た
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
罰
金
と
称

し
て
、
女
達
の
服
装
、
遅
刻
な
ど
を
理
由

に
差
し
引
か
れ
る
。
女
性
の
収
入
は
も
っ

ぱ
ら
チ
ッ
プ
に
傾
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

売
春
産
業
と
地
元
資
本
家
が
如
何
に
深

く
関
わ
っ
て
い
る
か
を
示
す
の
が
「
同
伴

料」

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
多
く
の
国
際
会
議
の
開
催
を
マ
ニ
ラ

に
誘
叙
す
る
為
に
、

一
流
ホ
テ
ル
が
急
地

築
さ
れ
、

一
九
七
六
年
に
も
、
世
界
銀
行

協
の
総
会
も
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ

の
会
議
後
は
、
ホ
テ
ル
の
保
客
率
が
ω
%

を

F
ま
わ
り
経
営
錐
に
陥

っ
た
時
、

一
流

ホ
テ
ル
で
も
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

l
ガ
l
ル

ー
ガ
l
ル
を
同
件
し
で
ホ
テ
ル
に
舞
い
戻

っ
て
来
た
日
本
人
客
が
、
彼
女
達
を
同
宿

さ
せ
る
為
に
支
払
う
同
伴
料
が
五
ド
ル
で

あ
っ
た
頃
、
口
々
に
「
五
ド
ル
」
「
ゴ
ド
ル
」

と
い
い
な
が
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
に
群
が
り
、

我
先
に
と
通
過
証
を
受
け
取
っ
て
い
た
情

景
の
強
烈
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
従
業
員

が
、
今
や
、
そ
の
言
葉
を
売
春
婦
の
代
名

詞
と
し
て
蔑
視
的
に
使
っ
て
い
る
の
で
あ

λω

。ア
メ

リ
カ
人
の
中
に
は
、
言
葉
の
自
由

さ
も
あ
り
、
街
や
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
で
個
別
交

渉
し
た
女
性
を
、
同
伴
料
も
払
わ
ず
に
ホ

テ
ル
に
連
れ
込
も
う
と
す
る
者
も
い
る
。

し
か
し
、
毎
晩
欠
か
さ
ず
女
性
を
連
れ
込

む
日
本
人
は
、
同
伴
料
の
事
で
い
ざ
こ
ざ

を
起
こ
し
時
間
を
取
ら
れ
る
よ
り
、
一
刻

も
早
く
部
屋
へ
入
る
の
が
得
策
だ
と
考
え

て
い
る
、
と
従
業
員
は
見
る
0
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一
人
の
女
子
学
生
は
、
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
の
案
内
で
客
室
を
ま
わ

っ
た
時
、

部
屋
の
中
の
日
本
人
が
、
売
春
婦
を
部
屋

ま
で
配
達
さ
れ
た
と
勘
違
い
し
、
顔
の
表

情
を
妙
に
く
ず
し
、
二
人
が
部
屋
か
ら
去

っ
て
行
く
の
を
、
ポ
カ
ン
と
し
た
顔
で
ド

ア
に
つ
つ
立
っ
て
見
て
い
た
、
と
レ
ポ
ー

ト
に
書
い
て
い
る
。
又
、
真
白
い
シ
ー
ツ

が
血
液
や
髪
の
毛
で
汚
れ
て
い
る
の
を
見

て
篤
い
た
客
室
係
の
学
生
に
、
従
業
員
は

事
も
無
げ
に
、
日
本
人
は
大
体
こ
う
だ
、

と
平
気
な
顔
で
説
明
し
た
。
そ
の
ホ
テ
ル

で
は
、
ベ
ッ
ド
メ

l
キ
ン
グ
に
女
性
は
雇

わ
な
い
。
女
性
は
生
理
な
ど
で
多
く
休
む

か
ら
と
い
う
理
由
の
外
に
、
以
前
、
英
語

の
解
ら
な
い
日
本
人
に
、
売
春
婦
に
間
違

わ
れ
、
強
姦
さ
れ
妊
娠
し
た
事
件
が
有
っ

た
事
が
最
大
の
理
由
と
い
う
。

学
生
遠
の
実
習
期
間
中
、
一
人
の
日
本

人
が
商
用
で
滞
在
し
、
山
一
子
生
遥
を
コ
ー
ヒ

ー
に
誘
っ
て
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た
と
実

名
で
再
三
登
場
す
る
。
そ
れ
は
、
外
国
人

旅
行
者
と
し
て
ご
く
普
通
の
態
度
と
い
え

る
。
し
か
し
、
そ
の
日
本
人
が
、

一
種
特

別
な
存
在
と
写
る
程
、
日
本
人
を

一
塊
に

し
か
捉
え
得
な
い
現
在
の
買
春
観
光
の
異

常
性
が
う
か
が
え
る
。

学
生
は
、
単
に
売
春
行
為
を
逸
脱
行
為

と
し
て
捉
え
る
事
に
も
疑
問
を
投
げ
て
い

る
。
社
会
の
規
範
に
反
す
る
、
と
い
う
場

合
の
規
範
と
は
向
か
。
逸
脱
行
為
と
し
て

貼
ら
れ
る
ラ
ベ
ル
が
、
如
何
に
容
易
に
貼

ト
ル
コ
風
ロ
ロ
業
者
の
政
治
献
金

高
橋
喜
久
江

囲
内
の
売
春
問
題
に
と
り
く
ん
で
き
た
提
出
し
た
際
、
裁
判
官
よ
り
政
治
献
金
の

私
か
ら
み
る
と
、
圏
内
の
売
春
業
H

繁
栄
H

項
を
た
だ
き
れ
、
証
人
の
税
理
士
は
月
額

と
買
春
観
光
を
う
み
出
す
構
造
は
同
じ
で
十
万
円
ず
つ
三
庖
か
ら
と
証
言
し
て
い
る
。

あ
り
、
と
く
に
バ
イ
シ
ュ
ン
を
ゆ
る
す
意
全
国
の
ト
ル
コ
ぶ
ろ
庖
千
四
百
軒
の
う
ち

識
に
お
い
て
は
全
く
同
じ
で
あ
る
と
い
わ
に
仮
に
千
好
、
が
月
十
万
円
ず
つ
拠
出
し
た

ざ
る
を
え
な
い
。

と
す
る
と
年
額
十
二
億
の
大
金
と
な
る
。

明
治
以
来
、
廃
娼
運
動
は
公
娼
制
度
と
業
界
団
体
で
あ
る
全
日
本
持
殊
浴
場
協
会

た
た
か
う
面
か
ら
す
す
め
ら
れ
た
。
思
想
連
合
会
が
法
案
阻
止
の
た
め
金
集
め
を
し

家
と
し
て
評
価
さ
れ
る
中
江
兆
民
も
、
群
て
い
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
は

馬
県
の
廃
娼
運
動
に
対
し
て
は
楼
主
側
の
か
ら
ず
も
裁
判
と
い
う
公
け
の
場
で
立
証

ブ
レ
ー
ン
と
し
て
暗
躍
し
た
く
ら
い
だ
か
さ
れ
た
。
な
お
権
逸
民
団
議
長
は
被
告
が

ら
運
動
は
困
難
を
極
め
、
人
権
問
題
と
し
民
団
に
も
多
額
の
寄
附
を
し
た
こ
と
を
証

て
捉
え
る
視
点
は
日
本
全
体
に
稀
薄
で
あ

一一言
、
他
の
証
人
は
韓
国
に
も
た
び
た
び
金

っ
た
。
現
在
で
も
こ
れ
は
続
い
て
い
る
。

を
持
参
し
た
こ
と
、
バ
レ
エ
団
訪
韓
費
用

廃
娼
運
動
の
血
と
汗
と
一
課
の
結
目
聞
で
あ
を
負
担
し
た
こ
と
を
い
い
、
ト
ル
コ
ぶ
ろ

っ
た
売
春
防
止
法
は
、
そ
の
精
神
に
お
い
業
者
の
日
韓
の
か
か
わ
り
を
浮
彫
り
に
し

て
公
娼
制
度
と
の
絶
縁
で
あ
っ
た
に
も
た
。
こ
の
事
件
で
は
ま
た
、
国
税
庁
が
陳

か
か
わ
ら
ず
、
風
俗
営
業
世
帯
取
締
法
と
公
情
の
圧
力
に
ま
け
て
不
当
に
低
〈
査
定
、

衆
浴
場
法
の
間
隙
を
ぬ

っ
て
個
室
付
浴
場
元
伊
勢
佐
木
署
長
が
被
告
出
資
の
答
備
会

業
(
ト
ル
コ
ぶ
ろ
)
は
法
と
行
政
に
保
護
社
の
代
表
に
就
任
、
岡
県
内
の
税
務
署
員

さ
れ
て
存
続
し
て

い
る
。
改
正
法
案
を
国
が
退
職
し
て
ト
ル
コ
ぶ
ろ
の
税
理
士
を
担

会
に
提
出
す
る
こ
と
五
回
、
未
だ
成
立
し
当
、
ト
ル
コ
ぶ
ろ
業
界
紙
を
自
民
党
外
郭

え
な
い
の
は
自
民
党
の
賛
成
を
え
ら
れ
な
団
体
員
と
共
同
経
営
し
た
こ
と
な
ど
も
明

い
か
ら
で
あ
る
。

る
み
に
山
山
た
。

脱
税
率
%
%
と
い
う
ト
ル
コ

ぶ
ろ
業
者
パ
イ
シ
ュ
ン
の
恨
は
根
深
い
。
一

片
の

李
中
錫
事
件
の
公
判
を
傍
聴
し
て
、
売
春
法
律
や

一
介
の
運
動
で
解
決
は
し
な
い
。

を
は
び
こ
ら
せ
る
柿
造
の

一
端
を
知
る
こ
し
か
し
法
律
や
運
動
が
な
か

っ
た
ら
も
っ

と
が
で
き
た
。
彼
は
自
民
党
局
玉
県
連
に
と
恨
は
は
び
こ
る
。
人
間
を
人
間
と
し
て

一
千
万
円
の
政
治
献
金
を
し
、
(
正
当
な
政
扱
わ
な
い
売
春
を
否
定
す
る
こ
と
、
性
の

治
献
金
で
は
な
い
の
か
、
埼
玉
県
連
は
入
加
害
者
の
存
在
を
許
さ
な
い
こ
と
、
特
に

金
を
否
定
し
、
李
は
領
収
証
は
も
ら
っ
て
制
度
、
習
慣
と
し
て
認
め
ら
れ
て
は
な
ら

い
な
い
と
い
う
)
現
在
も
、
明
朗
会
計
と
な
い
こ
と
を
強
く
主
張
し
、
一
つ

一つ

か

称
す
る
会
計
簿
を
証
拠
と
し
て
法
判
官
に
ち
と
る
以
外
に
途
は
な
い
の
で
あ
る
。
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の
同
伴
料
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
。
そ
の
結

果
、
売
春
が
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ

の
国
の
、
し
か
も
、
国
庫
援
助
に
よ
り
建

築
さ
れ
た
ラ
マ
ダ
ホ
テ
ル
で
も
、
同
伴
料

収
入
が
、
総
収
入
の
ω
%
を
占
め
、
経
営

が
好
転
し
た
と
そ
の
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は

認
め
て
い
る
。
こ
の
ホ
テ
ル
で
は
、
特
に

日
本
人
客
へ
の
注
意
書
き
に
、
「
御
同
伴
女

性
は
、
五
時
以
降
、
従
業
員
出
入
口
よ
り

入
っ
て
項
き
、
翌
朝
八
時
ま
で
に
帰
す
様

に
。
女
性
は
ホ
テ
ル
内
の
公
共
の
場
に
同

伴
さ
れ
な
い
様
に
、
女
性
の
為
の
飲
物
、

御
食
事
は
全
て
ル

l
ム
サ
ー
ビ
ス
で
御
注

文
さ
れ
る
様
に
。
尚
、
女
性
の
御
部
屋
へ

の
同
伴
料
は
一

0
ド
ル
で
す
。
」
と
日
本
語

で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

米
軍
基
地
周
辺
に
来
る
女
性
同
様
に
、

マ
ニ
ラ
で
働
く
女
性
遠
の
ほ
と
ん
ど
は
、

貧
し
い
中
部
地
方
の
出
身
が
多
く
、
特
に

レ
イ
テ
島
、
サ
マ

l
ル
島
、
シ
ブ

l
島
な

ど
の
極
貧
農
村
地
帯
か
ら
の
出
身
が
多
い
。

「
彼
女
達
は
社
会
か
ら
の
疎
外
感
を
強
く

感
じ
て
居
り
、
他
に
行
く
場
所
を
持
た
な

い
」
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
社
会
学
、
カ
リ

l
ナ
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

l
ノ
・
デ
ィ
ヴ

ィ
ト
教
授
は
語
っ
て
い
る
。
一
方
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
は
、
性
的
倫
理
は
現
在
も
厳
し

く
存
在
し
、
娼
婦
と
妻
!
母
|
姉
妹
と
の

対
比
も
厳
し
く
、
婚
前
性
関
係
が
結
婚
に

結
び
つ
か
な
い
場
合
は
、
処
女
喪
失
感
が

女
性
逮
を
売
春
婦
へ
、
金
銭
の
み
に
依
存

す
る
生
き
方
に
追
い
込
み
職
業
化
し
て
ゆ

国
際
結
婚
の
お
す
す
め

貴
男
の
た
め
に

際

一

婚

一

り

v
s
t・一M
l
Tセ
シ
タ
l

一よ

回

一

結

一

告

は
誕
生
レ
ま
し
和
、
一
広

⑨
従
順
で
心
優
レ
い
命
織
・
鶴
閣
の
一
戸
l

女
性
と
結
婚
し
ま
せ
ん
か
。
一
ジ

璽
位
、
号
I
・M
に
は
海
の
彼
宰
竺
レ

り
多
数
の
女
焦
日
歳
t
“
磨
き
が
の

臼
本
男
性
と
の
結
婚
を
希
望
し
て
き
一
澗

て

お

り

ま

す

。

一

四

時

⑨
台
湾
・
鱒
閣
の
女
性
遥
は
日
本
で
一

3

い
え
ば
明
治
、
大
正
時
代
の
臼
本
女

性
の
気
持
と
考
え
方
を
持
つ
方
が
多

〈
お
り
、
国
際
結
婚
後
辛
復
な
家
庭

を
警
』
上
げ
て
お
り
士
手
。

「
や
さ
し
さ
」

を
求
め
る
男
た
ち

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
買
売
春

一
九
七
九
年
八
月
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
バ

ン
ド
ン
に
行
っ
た
。
主
な
目
的
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
け
る
日
系
企
業
が
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
知
り
た
い
こ
と

と
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
駐
在
し
て
い
る
友
人
に
、

会
う
た
め
で
、
買
春
観
光
の
実
態
を
調
べ

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
く
見
当

も
つ
か
な
か
っ
た
。
韓
国
や
台
湾
の
よ
う

に
買
春
が
観
光
旅
行
の
コ

l
ス
に
入
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
観
光
地
|

例
え
ば
、
パ
リ
島
や
ジ
ヨ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ

に
行
か
な
か
っ
た
の
で
く
わ
し
く
は
解
ら

な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
日
本
か
ら
遠
く
、

時
間
や
お
金
が
か
か
る
の
で
買
春
旅
行
客

を
大
量
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
は
未
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
や
バ
ン
ド
ン
の
街
を
、
学

生
た
ち
が
ホ
ン
ダ
の
ラ
ッ
タ
ッ
タ
に
乗
せ

て
案
内
し
て
く
れ
た
。
畳
間
は
い
ろ
い
ろ

な
企
業
を
訪
ね
、
夜
に
な
る
と
、
「
ど
こ

に
案
内
し
ま
す
か
」
と
き
く
。
「
私
は
観
光

の
名
所
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
の
、
売

春
宿
を
み
た
い
」
と
い
う
と
、
最
初
は
眼

を
む
い
て
に
ら
み
つ
け
ら
れ
た
。
い
や
な

中
年
女
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
緒

に
行
っ
た
友
人
が
、
何
故
私
が
そ
の
こ
と

に
関
心
が
あ
る
の
か
い
ろ
い
ろ
と
説
明
し

五

島
Eヨ
Eヨ

自
国
の
女
性
に
失
わ
れ
た
「
や
さ
し
さ
」
を
求
め
て

東
南
ア
ジ
ア
へ
出
か
け
て
い
く
男
た
ち
、
表
面
に
現

わ
れ
る
形
態
は
ち
が
っ
て
も
、
そ
れ
は
日
本
人
男
性

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

「
笑
み
を
た
た
え
た
タ
イ
女
性
が
や
わ
ら
か
な
手

で
(
男
の
)
日
焼
け
し
た
堂
々
た
る
腹

rク
リ
ー
ム
を

塗
っ
て
く
れ
る
。
」
「
女
性
の
地
位
向
上
な
ど
と
い
う

こ
と
は
少
し
も
頭
に
な
く
、
ひ
た
す
ら
心
を
こ
め
て

暖
く
ソ
フ
ト
な
態
度
」
等
々
、
西
ド
イ
ツ
で
男
性
記

者
に
よ
る
「
男
性
天
国
タ
イ
」
の
ル
ポ
が
続
身
と
新
聞

雑
誌
を
に
ぎ
わ
す
の
が
目
立
ち
は
じ
め
た
の
は
、
一

九
七
六
年
ご
ろ
か
ら
。
タ
イ
を
訪
れ
る
観
光
客
は
一

九
六

O
年
の
八
万
一
千
三
百
四

O
人
か
ら
一
九
七
七

年
に
は
百
二
二
万
六
百
七
二
人
に
飛
躍
的
増
加
を
み

せ
て
い
る
が
、

E
C
諸
国
内
で
は
西
ド
イ
ツ
人
が
訪

タ
イ
観
光
客
の
ト
y
プ
を
占
め
、
全
訪
タ
イ
観
光
客

の
八
・

O
九
%
、
次
い
で
イ
ギ
リ
ス
(
七
・
六
六
)
、
フ

ラ
ン
ス
(
四
・
八
)
、
イ
タ
リ
ー
(
四
二
二
七
)
と
続
い
て

い
る
(
一
九
七
八
年
)
0

買
春
観
光
(
日
本
の
よ
う
に

徒
党
を
組
ん
で
は
や
ら
な
い
よ
う
だ
が
)
を
目
玉
に

し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
だ
け
で
な
く
、
「
タ
イ
の

子

て
く
れ
て
や
っ
と
納
得
し
、
そ
れ
か
ら
は

毎
晩
さ
ま
ざ
ま
な
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
た
。ジ
ャ
カ
ル
タ
の
賭
持
場
に
は
日
本
人
の

男
の
客
が
い
っ
ぱ
い
。
若
い
女
性
が
そ
れ

と
な
く
声
を
か
け
て
い
る
。
私
の
連
れ
の

男
性
に
も
声
を
か
け
る
。
女
性
が
一
緒
だ

と
い
う
と
に
っ
こ
り
笑
い
、
ま
る
で
屈
託

が
な
い
。
海
岸
通
り
の
公
園
に
行
く
と
に

ぎ
や
か
に
声
を
か
け
て
く
る
。
彼
女
た
ち

は
食
う
た
め
に

H

働
い
て
い
る
“
の
に
そ

れ
を
み
に
行
く
こ
と
が
恥
か
し
く
、
自
分

が
い
や
に
な
っ
て
し
ま
う
。
金
を
持
っ
て

い
い
気
に
な
っ
て
女
を
買
い
漁
る
男
た
ち

と
、
そ
れ
を
み
に
行
く
私
と
ど
こ
が
違
う

の
か
、
と
て
も
直
接
話
を
聞
く
勇
気
が
な

か
っ
た
。

し
ょ
げ
て
い
る
私
に
、
学
生
た
ち
が
い

ろ
い
ろ
と
話
を
し
て
く
れ
る
。
買
春
の
値

段
は
、
線
路
ぎ
わ
五

O
Oル
ピ
ア
(
一

O

O
ル
ピ
ア

l
三
三
円
)
、
ベ
チ
ャ
(
自
転
車

に
物
や
人
を
乗
せ
て
は
こ
ぶ
)
の
運
転
手

相
手
五

O
Oル
ピ
ア
、
ス
ト
リ
ー
ト
(
街

娼
)
三
千
ル
ピ
ア
、
売
春
地
区
は
普
通
の

人
(
?
)
の
行
く
所
で
五
千
ル
ピ
ア

1
一

万
ル
ピ
ア
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
は
高
級
で

外
国
人
が
多
く
、
一
万
ル
ピ
ア

1
二
万
ル

ピ
ァ
。
売
春
地
区
の
女
性
の
と
り
分
は
封
、

へ
の
収
奪
を
告
発
し
た
。
こ
の
選
挙
で
は
、

ア
ス
ピ
ラ
ス
大
臣
が
、
ホ
テ
ル
業
界
及
。
ひ

観
光
産
業
界
の
代
表
者
を
招
集
し
、
各
々

の
業
界
従
業
員
が
与
党
側
へ
投
票
す
る
様

呼
び
か
け
、
反
対
側
が
勝
利
す
れ
ば
観
光

事
業
は
破
壊
さ
れ
る
、
と
訴
え
た
と
い
わ

れ
る
。フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
、
大
き
な
広
が
り
の

女
性
運
動
は
な
く
、
一
般
的
に
は
女
性
遠

の
道
徳
的
視
点
が
売
春
婦
に
向
け
ら
れ
て

い
る
。
売
春
問
題
を
労
働
問
題
の
立
場
か

ら
関
わ
っ
て
多
く
の
女
性
に
面
接
し
て
い

る
婦
人
青
少
年
労
働
局
の
ア
ド
レ

l
女
史

宿
屋
が

vn、
客
引
き
が

vnで
、
ホ
テ
ル
で

は
ボ

l
イ
に
頼
め
ば
あ
っ
せ
ん
し
て
く
れ

る
。
日
本
人
客
は
金
を
持
つ
て
は
い
る
が

い
や
が
ら
れ
て
い
る
。
や
る
こ
と
が
粗
野

だ
か
ら
と
い
う
。
売
春
宿
に
は
現
役
の
軍

人
が
ボ
デ
ィ
ガ

l
ド
と
し
て
つ
い
て
い
る
。

売
春
宿
に
一
度
売
ら
れ
る
と
逃
げ
ら
れ
な

い
:
:
:
な
ど
と
。

彼
ら
は
い
ま
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
売
春

全
部
に
反
対
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と か

ら
だ
と
こ
こ
ろ
を
現
地
で
堪
能
す
る
だ
け
で
な
く
、

即
時
ド
イ
ツ
の
あ
な
た
の
家
に
も
ち
込
む
こ
と
も
で

き
る
」
と
の
ふ
れ
こ
み
で
現
地
結
婚
の
可
能
性
も
宣

伝
。
一
九
七
七
年
に
は
数
日
い
っ
し
ょ
に
過
し
た
だ

け
で
タ
イ
に
来
た
西
ド
イ
ツ
男
性
に
結
婚
を
申
し
込

ま
れ
、
男
と
と
も
に
西
ド
イ
ツ
に
き
た
も
の
の
、
こ

と
ば
の
ま
っ
た
く
通
じ
な
い
異
国
の
中
で
男
に
は
間

も
な
く
捨
て
ら
れ
、
や
む
な
く
売
春
す
る
に
至
っ
た

タ
イ
女
性
の
数
は
千
人
に
も
の
ぼ
っ
て
い
た
と
い
う

(
「
バ
ン
コ
ク
・
ポ
ス
ト
二
九
七
七
年
五
月
一
七
日

付)。金
さ
え
出
せ
ば
自
分
の
望
み
の
ま
ま
に
女
を
仕
え

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
状
況
が
あ
る
限
り
、

男
た
ち
の
女
性
観
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い

し
、
私
た
ち
、
H

先
進
工
業
国
“
の
女
た
ち
の
自
立
も

第
三
世
界
の
女
た
ち
の
自
立
を
踏
み
つ
け
に
し
た
上

で
の
自
立
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
買
春
観
光

に
反
対
す
る
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、

買
春
観
光
を
支
え
る
諸
要
素
を
構
造
的
に
把
侵
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

(
寺
崎
あ
き
こ
)

は
、
観
光
局
の
主
張
と
真
向
う
か
ら
対
立

し
、
政
府
が
こ
の
世
界
に
外
貨
収
入
を
期

待
す
る
事
を
止
め
な
い
限
り
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
於
け
る
売
春
の
増
加
は
終
り
を
見
る

こ
と
は
無
い
、
と
語
っ
て
い
る
。
彼
女
は
、

多
く
の
女
性
遠
の
相
談
・
指
導
・
助
言
を
し

て
い
る
が
、
売
春
婦
遠
の
ほ
ん
の
一
握
り

の
女
性
が
仕
事
に
満
足
し
て
い
る
だ
け
で
、

「
こ
の
仕
事
は
嫌
い
、
辞
め
た
い
。
で
も
、

と
に
か
く
お
金
を
稼
が
な
け
れ
ば
:
:
:
こ

れ
以
外
の
方
法
が
無
い
。
」
と
訴
え
て
い
る

事
に
、
こ
の
問
題
の
困
難
さ
を
痛
感
す
る

と
語
っ
て
い
る
。
(
解
説
、
編
訳
・
高
里
鈴
代
)

い
う
、
そ
れ
は
貧
困
そ
の
も
の
の
あ
ら
わ

れ
で
あ
る
か
ら
と
。
し
か
し
、
女
を
買
い

漁
る
日
本
人
に
対
し
て
当
然
い
い
気
分
で

い
る
わ
け
で
は
な
い
、
自
分
た
ち
の
意
志

表
示
を
す
る
こ
と
が
政
治
的
に
禁
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
黙
っ
て
い
る
が
機
会
が
あ
れ

ば
抗
議
し
た
い
と
夜
更
け
ま
で
話
す
。

在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
日
本
人
の
生
活
態

度
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
対
す
る
あ
り
ょ

う
も
関
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
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旅
行
業
者
の
内
幕

こ
こ
に
あ
げ
た
の
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア

ー
販
売
を
す
る
日
本
の
旅
行
社
と
現
地
旅

行
社
の
中
間
に
介
在
す
る
通
称
ラ
ウ
ン
ド

屋
(
旅
行
下
請
業
者
)
が
日
本
の
旅
行
社
に

示
し
た
手
数
料
払
戻
し
条
件
の
一
覧
表
。

ツ
ア
ー
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本

の
旅
行
社
は
い
っ
た
い
ど
の
位
、
利
益
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
す
さ

ま
じ
い
搾
取
ぷ
り
の
一
端
が
伺
え
る
。
ま

ず
ナ
イ
ト
ツ
ア

l
に
つ
い
て
は
、
行
先
き

が
台
湾
の
場
合
、
酒
家
の
飲
み
代
と
し
て

旅
行
客
か
ら
取
る
一
万
円
の
う
ち
二
千
円

が
K
B
(
キ
ッ
ク
・
バ
ッ
タ
ー
払
戻
し
の
略
)

と
し
て
ツ
ア
ー
を
販
売
す
る
日
本
の
旅
行

社
に
渡
る
。
こ
の
下
請
業
者
の
場
合
、
韓
国

で
は
各
コ

l
ス
共
、
妓
生
パ
ー
テ
ィ
一
回

分
を
無
料
で
提
供
と
い
う
形
で
リ
ベ
ー
ト

を
払
い
、

K
B
は
な
い
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ツ

ア
l
に
つ
い
て
は
、
儲
け
の
う
ち
却
%
(
台

湾
)
、
あ
る
い
は
叩
%
(
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
)

が
日
本
の
旅
行
社
の
手
に
渡
り
、
残
り
が

こ
の
下
請
一
旅
行
業
者
、
現
地
旅
行
社
、
土
産

|ヌ ナイトツアー
ショッピング

両替 そ の他ツアー

①酒 家 オプショナルツアー
飲み代￥10，000 が生じた場合弊社よ

~ K B ￥ 2，000 りNETを提示L.，
花 代￥40，000 貴社に販売価格はー
K B ￥ 5，000 任する
②サロン(ナイトクラブウ 総利益の 総利益の

飲花 み 代代 f￥30，000
30% 50% 

K B ￥ 5，000 
③キャバレー(北投含)

湾 飲み代1￥20，000
花代'
K B ￥10，000 

事章
妓生パーティ(綿園式宴 オフーショナルツアーに
会)は各コース共一回， KBI立 ついては上記と同じ
無料サービス{本パーテ 無し f旦L.， 21m固からの

国
ィ) 盤し 宴会1;1:実貨とする
KBは無し

①サロン(高級クラブ) オプンョナル Yアーに
51 飲み~~ 1￥30.000 ついては t記と同じ
花代
K B ￥10，000 総利益の スペシャルサービス
②キャパレ 無し として， 54年度中に

10% 限りツアー貨を表記
花代￥15，000 金額から20%ディス

イ 枕代 カウントします
K B $ 20.00 

フ キャパレ (高級) オプショナルアア
イ 飲み~~￥20.000 総利益の について上記と同じ
リ 花代 無 L.ノ

ピ 枕代は別 10% 
‘ / K B ￥10.000 
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手数料払戻し条件一覧
セールスポイント!!

成
田
空
港
は
い
ら
な
い
グ

三
里
塚
の
農
民
か
ら
土
地
を
奪
い
、
多

く
の
人
々
の
血
を
流
し
て
作
っ
た
欠
陥
だ

ら
け
の
成
田
空
港
。
開
港
か
ら
三
年
目
、

一
日
平
均
二
万
人
の
乗
降
客
を
数
え
、
五

分
に
一
回
の
離
着
陸
を
繰
り
か
え
し
、
付

近
の
住
民
に
朝
の
六
時
か
ら
夜
の
十
一
時

ま
で
騒
音
を
ま
き
ち
ら
し
て
い
る
。

年
々
増
加
す
る
観
光
客
は
、
昨
年
(
七

九
年
)
つ
い
に
四
百
万
人
を
突
破
し
た
。

し
か
し
表

I
・
H
で
も
わ
か
る
よ
う
に
そ

の
行
先
の
大
半
は
韓
国
と
東
南
ア
ジ
ア
で

あ
り
、
そ
の
八
O
%
が
な
ん
と
男
で
あ
る
。

い
わ
ず
と
知
れ
た
「
買
春
観
光
」
に
行
く
男

た
ち
の
数
で
あ
る
。
そ
の
上
最
近
で
は
、

イ
ン
ド
、
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
ス
リ
ラ

ン
カ
と
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
ネ
パ
ー

ル
で
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
行
く
山
男
た

ち
が
現
地
で
買
春
を
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
ん
な
男
た
ち
を
送
り
だ
す
た
め
に
、
政

府
は
羽
田
空
港
が
狭
く
な
っ
た
と
い
っ
て

成
田
空
港
を
作
っ
た
の
だ
。
私
た
ち
は
こ

の
よ
う
な
買
春
観
光
客
を
大
量
に
送
り
だ

す
空
港
な
ど
は
い
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
私
た
ち
も
さ
さ
や
か
で
は
あ
る

が
反
対
運
動
に
か
か
わ
っ
て
来
た
。

私
た
ち
が
三
年
前
に
、
初
め
て
空
港
阻

止
集
会
に
参
加
し
た
時
、
私
た
ち
は
ゼ
ッ

ケ
ン
に
「
キ
l
セ
ン
観
光
客
を
送
り
出
す

空
港
は
い
ら
な
い
/
」
と
書
い
た
。
集
会

参
加
者
の
中
に
は
、
奇
異
の
目
を
向
け
る

人
々
も
い
た
。
男
の
人
た
ち
に
は
、
ピ
ン

と
こ
な
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
反
対
運
動
に
か
か

わ
っ
て
い
る
中
で
、
私
た
ち
は
耳
に
し
た
。

労
組
の
活
動
家
や
空
港
阻
止
斗
争
を
闘
う

男
た
ち
の
中
で
、
買
春
観
光
に
行
く
人
が

い
る
と
い
う
。
そ
う
し
た
男
た
ち
が
人
間

解
放
を
叫
び
な
が
ら
、
女
の
問
題
と
な
る

と
、
い
う
こ
と
と
行
動
が
矛
盾
し
て
く
る

の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
運
動
は
、
こ
う
し

た
厳
し
い
状
況
に
あ
る
し
、
私
た
ち
も
、

し
た
た
か
に
運
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

の

で

あ

る

。

(

須

田

幸

子

)

資
料
・
表

I
・
E
の
説
明

き守働 、! 

表

I
は
受
入
国
の
発
表
し
た
人
数
で
、

表

E
は
法
務
省
が
発
表
し
た
日
本
人
の
出

国
人
数
で
あ
る
。
こ
こ
で
表

I
と
表

E
を
比

較
す
る
と
差
が
で
て
く
る
が
、
こ
れ
は
旅

行
者
が
何
ヶ
国
も
経
由
し
て
、
旅
行
す
る

た
め
に
差
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
買
春
観
光
す
る
男
た
ち
は
、
法
務
省
の

出
回
数
よ
り
延
数
で
は
だ
い
ぶ
増
加
す
る

の
で
あ
る
。

物
庖
の
聞
で
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
内
訳
は
「
同
年
度
中
に
限
り
、
ツ
ア

l
費
を
客
に
一
不

こ
の
表
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
が
、
末
端
の
す
金
額
か
ら
却
%
割
引
い
た
価
格
で
提
供

現
地
業
者
に
渡
る
分
が
非
常
に
少
な
く
な
す
る
L

と
い
う
形
で
日
本
の
旅
行
社
に
サ

る
こ
と
は
た
や
す
く
想
像
で
き
る
。
ま
た

l
ピ
ス
し
て
い
る
。
さ
ら
に
年
間
二
O
O

米
ド
ル
、
日
本
円
は
ヤ
ミ
で
売
買
す
る
と
名
の
客
を
送
っ
て
き
た
旅
行
社
に
は
和
文

公
定
レ
l
ト
よ
り
官
向
い
た
め
、
浮
い
た
利
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
ど
い

潤
の
印
%
(
台
湾
の
み
)
が
日
本
の
旅
行
社
う
お
ま
け
も
つ
け
て
い
る
@
各
旅
行
社
に

の
私
益
と
な
る
。
そ
の
ほ
か
、
台
湾
の
場
合
よ
っ
て
中
間
に
介
在
す
る
下
請
業
者
、
現

は
正
規
の
ル

i
ト
以
外
の
選
択
コ
l
ス
(
オ
地
業
者
の
数
や
リ
ベ
ー
ト
率
が
多
少
違
つ

プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア

i
)
を
客
の
要
望
に
よ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
東
南

り
ア
レ
ン
ジ
す
る
場
合
は
、
こ
の
下
請
業
ア
ジ
ア
へ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
は
こ
の

者
が

N
E
T
(
純
経
費
)
を
日
本
の
旅
行
社
よ
う
な
カ
ラ
ク
リ
の
上
に
成
立
っ
て
い
る
。

に
提
示
し
、
客
か
ら
い
く
ら
取
る
か
は
そ
(
『
婦
人
新
報
』
一
九
七
九
年
九
月
号
の
匿

の
旅
行
社
に
一
任
す
る
と
い
う
形
で
リ
ベ
名
に
よ
る
旅
行
業
者
の
内
部
告
発
「
旅
行

l
ト
と
し
て
い
る
。
タ
イ
の
場
合
は
特
に
業
者
の
内
幕
」
よ
り
)
。
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日本人訪問者数(受入国発表)

訟¥Fインドネシア マレーシア フィリピン シンガポール タ イ

1974年 36，799人 63，627人 147，812人 109，268人 132，660人

1975 36，659 61，121 192，169 118，668 146，986 

1976 53，149 76，639 160，787 139，539 150，464 

1977 53，680 111，012 213，222 190，611 173，988 

1978 55，009 117，668 235，624 218，735 193，661 

1979 不明 102，673 253，717 260，988 200，333 

表I

法務省入国管理局・資料

売春問題ととりくむ会まとめ

国 名 1976年 1977年 1978年 1979年 男性 女性 前年比 男性比 女性比

総 数 2，852，584 3，151，431 3，525，110 4，038，298 2，915，392 1，122，906 113% 72.2% 27.8% 

韓 国 403，654 447，519 499，537 526，327 493，100 33，227 105 93. 7 6.3 
4ロJ、 湾 434，240 482，832 557，627 618，538 565，223 53，315 110 91. 4 8.6 

香 i巷 348，052 366，319 356，161 392，746 256，814 135，932 110 65.4 34.6 
フイリヒ.ン . 109，318 145，689 172，239 190，637 159，522 31，115 110 83. 7 16.3 

タ イ 73，983 79，090 79，090 89，140 70，304 18，836 112 78.9 21.1 

シンカ京一ル 44，105 63，058 63，058 106，403 71，014 35，389 168 66. 7 33.3 

インドネシア 38，353 42，794 42，794 57，406 44，373 13，033 134 77.3 22.7 

アメリカ 916，038 993，600 1，113，284 1，410，320 837，504 572，816 126 59.4 40.6 

フランス 121，207 130，426 144，128 166，622 84，162 82，460 115 50.5 49.5 

イギリス 84，245 86，398 87，820 97，295 57，659 39，636 110 59.3 40.7 

西ドイツ 32，708 35，678 35，678 46，109 34，277 11，832 129 74.3 25.7 

そ の他 246，681 278，028 278，028 336，755 241，440 95，315 121 71.7 28.3 

i主:ASEAN各国政府(観光局)発表の統計による。

日本人の海外旅行状況(1979年)表E
男女別出国数及び比率

22 23 



⑦ 
買
春②
姐⑦

完①
を雪
生型)
み¥!9
出
す
意

あなたはアジアの国で日本人観光客の夜の観光が問題となって

いることをご存知ですか

Q. 表I

川0%I 

」知らない

こうした旅行の経験を友人や知人からお聞きになったことがあ

りますか

90% 実日っている

Q. 

男

女

表E

ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
動
機

私
た
ち
の
反
対
運
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
買
春
観
光
」
は
よ
り
巧
妙
な
形
で
ふ
え

つ
づ
け
た
。
「
こ
の
事
実
に
対
し
、
ご
く

普
通
の
日
本
人
は
ど
の
よ
う
な
意
識
を

も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

?
L
「
ア
ジ
ア
に

旅
行
し
た
人
達
の
目
に
は
ど
の
よ
う
に
映

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

?
L

「
買
春
観
光

を
し
た
人
達
の
考
え
は

?
L
運
動
の
輸
を

ひ
ろ
げ
て
ゆ
こ
う
と
新
た
な
一
歩
を
ふ
み

だ
し
た
私
達
は
、
様
々
な
疑
問
に
ぶ
つ
か

っ
た
。
疑
問
を
と
く
手
が
か
り
と
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
こ
と
に
し
た
が
、

事
前
に
種
々
の
困
難
が
予
想
さ
れ
た
。
専

門
家
で
も
「
性
」
に
関
す
る
調
査
は
む
ず
か

し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
な
お
私
達
は
調
査
す
る
こ
と

に
し
た
。
得
ら
れ
た
統
計
が
よ
り
正
確
な

も
の
で
な
か
ろ
う
と
も
、
あ
る
程
度
の
事

実
は
伝
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し
、
今
後
私

達
の
意
見
を
社
会
に
訴
え
て
い
く
の
に
必

要
な
戦
略
を
考
え
る
手
だ
て
と
な
る
で
あ

ろ
う
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

実
施
過
程

私
達
は
手
さ
ぐ
り
で
調
査
表
を
つ
く
る

共
同
作
業
か
ら
は
じ
め
た
σ

で
き
あ
が
っ

た
調
査
表
に
は
、
な
る
べ
く
無
差
別
に
調

査
対
象
を
選
択
し
て
欲
し
い
と
い
う
注
意

書
を
つ
け
、
会
員
に

2
部
ず
つ
送
り
、
女

大
学
で
も
呼
び
か
け
て
会
員
以
外
の
人
に

あなた自身はこうした夜の観光についてどうお考えですか

回
答
な
し

よくないことだ63%

73% 

Q. 

男

女

表皿

このような観光について次のような批判や感想がありますが、

あなたのご意見に近いものはどれとどれでしょう。

Q. 表N

番号 理 由 男%女%
① 男性の楽しみだからしかたがない 9 2 
② アジアの国は貧しいので身を売る女がいてそれを買う男カわてもいい 8 2 
③ 日本では売春が禁止されているから、男が外国へ出て行くのだ 10 5 
④ 日本では女性と遊ぶのにお金がかかるが、外国は安くてよい 5 1 

⑤ 日本のなかで遊ぶのとちがって、後くされがないからよい 9 13 
⑥ 男のつきあいでいく場合はしかたがない 7 6 
⑦ 外貨のムダ使いである 6 8 
⑧ 性病が日本に入ってくるのが心配だ 9 16 
⑨ 反日感情をあおるおそれがあるから自粛してほしい 34 35 
⑩ 他国の人々を蔑筏し搾取する行為であり許せない 37 44 
⑪ その他(回答ナシも含む) 17 22 

調
査
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。
同

時
に
、
主
と
し
て
主
婦
の
意
識
を
知
り
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
会
員
が
住
む
団
地
(
三

十
代
の
カ

y
プ
ル
が
多
く
、
中
間
階
層
)

で
調
査
し
た
。

総
数
却
票
(
団
地
位
票
)
、
男
女
別
内
訳

は
、
男
性
問
人
、
女
性
朗
人
で
あ
る
。
こ

れ
以
外
に
も
、
男
性
に
頼
ん
で
買
春
観

光
に
行
っ
た
人
遠
回
人
へ
の
調
査
を
し
た
。

当
初
懸
念
し
た
よ
う
に
、
買
春
観
光
に

反
対
す
る
人
々
が
積
極
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
て
く
れ
た
と
い
う
結
果
が
一
部
に

あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
実
像
は
浮
び
あ
が

っ
て
き
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
私
達
を
喜

こ
ぼ
せ
た
こ
と
は
、
会
員
の
調
査
者
一
人

一
人
か
ら
コ
メ
ン
ト
と
い
う
形
で
貴
重
な

示
唆
を
う
け
た
こ
と
で
あ
る
。
調
査
表
か

ら
き
こ
え
て
く
る
肉
声
を
な
る
べ
く
忠
実

に
整
理
し
、
こ
れ
を
読
む
一
人
一
人
の
参

考
に
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
結
果

「
買
春
観
光
」
の
実
体
は
マ
ス
コ

コ
ミ
で
ど
の
く
ら
い
知
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
へ
の
答
え
が
表

I
、

表

E
で
あ
る
。
表

I
の
通
り
、
買
春
観
光

の
存
在
を
知
っ
て
い
る
人
が
卯
%
も
い
る
。

男
女
両
方
と
も
叩
人
の
う
ち

9
人
は
、
何

ら
か
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
知
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
直
綾
、
経
験
を
聞
い
た
人
は
、
男

性
別
%
、
女
性
臼
%
に
達
し
、
日
常
的
な

話
題
の
な
か
に
は
い
っ
て
い
る
こ
と
も
し

日本の男性がこうした旅行に行くことをどう考えますか

号一ーっ
さ
な
け
れ
ば
よ

Q. 表V

め
し
て
い
る
。

で
は
実
際
に
「
買
春
観
光
」
に
行
っ
た
人

は
ど
の
位
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
全
体
的
な

数
字
は
、
別
項
で
と
り
あ
げ
て
い
る
よ
う

に
、
ア
ジ
ア
へ
行
く
男
性
観
光
客
の
数
か

ら
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
例
と
し
て
団

地
位
世
帯
(
男
性
詑
人
、
女
性
叫
人
)
を
調

査
し
た
結
果
、
男
性
2
人
は
、
確
認
で
き

な
い
が
、
あ
き
ら
か
に
「
買
春
観
光
」
の
経

験
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
し
、
夫
が

行
っ
て
い
る
と
語
っ
た
妻
は

2
人
い
た
。

そ
こ
で
「
買
春
観
光
」
に
つ
い
て
個
人
的

な
判
断
を
き
い
た
と
こ
ろ
、
表
田
の
よ
う

な
結
果
と
な
っ
た
。
別
に
問
題
に
す
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
男
性
が
担
%
に
対
し
、

女
性
は
初
M

初
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
団
地

の
主
婦
の
サ
ン
プ
ル
を
と
り
だ
し
て
み
る

と
、
別
に
問
題
に
す
る
こ
と
は
な
い
と
答

え
た
人
は
却
%
で
、
や
や
比
率
が
高
く
な
る
。

こ
う
い
う
判
断
の
裏
付
と
な
る
意
見
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
表
町
に
あ

げ
る
よ
う
な
理
由
を
考
え
て
み
て
、
該
当

す
る
も
の
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。
男
女
と

も
、
⑨
、
⑩
を
選
ん
で
い
る
人
が
圧
倒
的
に

多
い
。
特
に
、
H
H
%
の
女
性
が
⑩
の
理
由

を
選
択
し
て
い
る
こ
と
は
、
向
性
と
し
て
、

事
の
本
質
を
見
抜
け
る
感
性
を
そ
な
え
て

い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
と
と

も
に
、
⑤
U
M
m、
⑧
凶
%
を
選
ん
で
い
る

の
も
、
ま
た
女
性
で
あ
る
こ
と
も
特
筆
に

値
し
よ
う
。
表
町
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
っ
て
い
る
時
に
得
た
生
の
声
と

と
も
に
後
で
分
析
し
て
み
た
い
。

そ
れ
で
は
「
買
春
観
光
」
に
ど
の
よ
う
に

対
処
す
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
質
問
を
女

性
達
に
ぶ
つ
け
て
み
て
表

Y
の
よ
う
な
結

果
を
え
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
禁
止
は
で

き
な
い
が
よ
く
な
い
と
い
う
意
見
が
悶
%

を
占
め
る
。
男
性
に
対
し
て
は
、
「
あ
な
た

も
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
旅

行
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
問
い

か
け
て
み
た
。
質
問
の
し
か
た
の
不
備
も

あ
っ
た
の
で
、
必
ず
し
も
正
確
と
は
い
え

な
い
が
三
人
に
一
人
は
行
き
た
い
と
答
え

て
い
る
こ
と
も
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
デ
l
タ
か
ら
「
買
春
観

光
」
に
対
す
る
平
均
的
日
本
人
の
イ
メ
ー

ジ
が
、
少
し
は
浮
ん
で
き
た
と
思
う
。

調
査
グ
ル
ー
プ
は
デ

i
夕
、
調
査
体

験
、
コ
メ
ン
ト
に
基
づ
き
整
理
し
た
。

行
く
側
の
論
理

行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
を
サ
ン
プ
ル
と

し
て
と
り
だ
し
て
み
る
と
、
労
働
者
、
農

民
、
会
社
員
、
教
員
、
公
務
員
、
自
営
業

な
ど
、
職
業
、
年
齢
も
多
岐
に
わ
た
り
、

社
会
的
な
関
心
も
深
く
、
仕
事
熱
心
で
と

い
う
ご
く
普
通
の
日
本
人
男
性
逮
で
あ
っ

た
。
「
買
春
観
光
」
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ

い
て
の
聞
い
は
、
町

Mmは
別
に
問
題
は
な

い
と
答
え
、
お
%
は
よ
く
な
い
こ
と
だ
と

答
え
て
い
る
。
中
に
は
買
っ
た
女
性
の
年

が
あ
ま
り
に
も
若
か
っ
た
た
め
、
痛
ま
し

さ
を
感
じ
、
二
度
と
行
き
た
く
な
い
と
い
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う
人
も
い
た
。
私
達
が
実
際
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
例
で
も
、
自
分
の
し
た
行
為
に

対
し
て
何
ら
か
の
う
し
ろ
め
た
さ
が
あ
る

こ
と
が
、
あ
り
あ
り
と
感
じ
ら
れ
た
。

「
売
-
春
を
女
性
一
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
認
め
る
」
「
現
地
の
政
府
が
奨
励
し
て

い
る
の
だ
か
ら
」
「
そ
こ
の
国
個
有
の
生
活

習
慣
や
道
徳
が
あ
る
し
事
情
が
あ
る
」
「
女

は
買
っ
た
が
、
買
春
観
光
に
は
本
来
賛
同

で
き
な
い
」
「
男
と
女
の
関
係
は
常
に
ギ
プ

ア
ン
ド
・
テ

l
夕
、
互
に
相
手
の
欲
し
が

る
も
の
を
与
え
れ
ば
よ
い
」
「
女
に
追
い
か

け
ら
れ
て
困
っ
た
の
で
」
「
外
国
へ
行
っ
て

あ
そ
ぶ
と
い
う
行
為
に
興
味
を
も
つ
が
、

国
の
政
策
と
し
て
完
全
に
な
く
せ
ば
、
そ

れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
人
生

の
う
ち
の
楽
し
い
一
日
と
し
て
す
ご
し
た
。

ま
た
行
き
た
い
」
「
現
地
に
行
く
と
女
を
買

わ
な
い
と
可
哀
想
だ
と
い
う
雰
囲
気
が
あ

り
そ
れ
が
い
や
だ
」
無
論
中
に
は
こ
ん
な

こ
と
を
言
う
人
も
い
る
。
「
日
本
の
女
に
比

べ
て
や
さ
し
く
真
心
が
あ
る
。
別
れ
る
時
泣

か
れ
た
の
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
韓
国
に
は
二

ヶ
月
に
一
度
い
っ
た
。
招
待
に
は
女
を
つ

け
る
の
が
常
識
。
キ

l
セ
ン
と
い
う
と
反

対
す
る
女
達
が
い
る
が
、
欲
求
不
満
の
ヒ

ス
テ
リ
ー
だ
と
思
う
。
キ
l
セ
ン
に
直
接

会
っ
て
聞
い
て
み
た
ら
い
い
。
彼
女
た
ち

が
ど
ん
な
に
感
謝
し
て
い
る
か
わ
か
る
は

ず
だ
」な
ん
と
彼
ら
の
叫
%
は
、
「
男
の
つ
き
あ

い
で
い
く
場
合
は
し
か
た
が
な
い
L

と
い

う
理
由
を
あ
げ
た
。
実
際
に
旅
行
に
さ
そ

わ
れ
て
断
わ
っ
た
り
、
一
緒
に
い
っ
て
女

を
買
わ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
仲
間
は
ず

れ
に
さ
れ
た
り
商
売
の
取
引
が
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
り
す
る
と
い
う
。
こ
の
事
実

は
団
体
で
共
犯
関
係
を
つ
く
る
こ
と
で
相

互
の
信
頼
を
つ
ち
か
う
と
い
う
、
日
本
特

有
の
社
会
構
造
を
反
映
し
て
い
る
。

許
し
て
い
る
側
の
論
理

ア
ジ
ア
に
旅
行
し
た
人
達
の
感
想
で
、

買
春
観
光
に
い
く
団
体
客
を
見
て
「
飛
行

機
の
中
は
日
本
の
延
長
と
し
て
い
る
よ
う

で
恥
か
し
か
っ
た
」
「
ア
ジ
ア
の
女
性
を
さ

げ
す
む
発
言
を
大
声
で
す
る
」
「
優
越
感
ま

る
だ
し
の
横
柄
な
態
度
」
「
日
本
人
で
も
反

日
(
?
)
感
情
を
も
っ
と
思
う
L

と
い
う
非

難
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

ア
ジ
ア
に
旅
行
し
た
男
性
な
ら
ば
、
日

本
語
で
「
ク

l
ニ
ヤ
ン
、
一
発
」
「
ピ
ョ
ウ

キ
ナ
イ
ヨ
」
「
オ
ン
ナ
、
ヤ
ッ
タ
?
」
等
卑

狼
な
言
葉
で
さ
そ
わ
れ
た
経
験
が
す
く
な

か
ら
ず
あ
る
は
ず
だ
。
自
分
に
買
春
す
る

気
が
な
い
な
ら
ば
、
人
格
を
傷
つ
け
る
よ

う
な
言
葉
と
そ
の
情
況
を
う
み
だ
し
た
「
買

春
観
光
」
に
、
男
達
は
な
ぜ
怒
ら
な
い
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
男
達
を
お
く
り
だ
し

て
い
る
女
達
は
な
ぜ
怒
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

男
達
の
言
葉
。
「
男
性
観
光
客
の
大
部
分

が
夜
の
観
光
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る

が
、
あ
え
て
そ
の
人
の
前
で
批
判
す
る
気

に
は
な
れ
な
い
O

H

野
暮
H

な
こ
と
だ
」
「
自

買
春
に
送
り
出
す
女
の
状
況

私
達
は
、
過
去
十
年
間
の
衰
え
る
と
こ

ろ
を
知
ら
な
い
観
光
買
春
の
実
態
を
捉
え

る
為
に
、
意
識
調
査
を
し
分
析
を
行
っ
た
。

買
春
観
光
は
、
端
的
に
ば
日
本
と
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
経
済
構
造
の
格
差
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た
現
象
と
い
え
る
。
し
か
し
、

買
春
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
の
ほ
と
ん
ど

が
既
婚
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本

社
会
で
の
男
と
女
の
在
り
方
に
も
買
春
を

促
す
根
源
的
な
も
の
が
有
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。

分
析
結
果
は
、
予
測
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
一
見
、
男
女
平
等
・
人

権
尊
重
の
憲
法
の
精
神
が
多
く
の
女
性
に

対
し
て
確
立
さ
れ
た
か
に
見
え
る
が
、
し

か
し
、
表
面
が
豊
か
な
消
費
文
化
生
活
に

履
わ
れ
て
い
て
も
、
家
父
長
制
度
の
意
識

を
温
存
し
た
ま
ま
現
在
で
も
女
性
の
状
況

は
、
潜
在
的
抑
圧
状
態
に
あ
る
。

抑
圧
を
抑
圧
と
感
じ
な
い
程
に
、
高
度

経
済
成
長
の
中
で
、
女
は
、
相
変
わ
ら
ず
経

済
的
に
優
位
な
男
と
の
聞
係
の
中
で
、
精
神

的
自
立
も
血
ま
れ
、
経
済
的
・
精
神
的
に

両
翼
の
無
い
、
主
体
的
に
生
き
る
勇
気
を

も
ぎ
取
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

怒
れ
な
い
女
た
ち

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
ど
ん
な
理
由

に
し
ろ
、
買
春
観
光
を
禁
止
す
べ
き
だ
、

と
強
い
反
対
を
と
な
え
る
女
性
は
%
に
も

満
た
な
い
(
幻
%
)
。
む
し
ろ
、
平
均
的
な

女
性
の
反
応
は
、
禁
止
出
来
な
い
が
よ
く

な
い
と
消
極
的
で
あ
る
(
臼
%
)
こ
れ
は
、

現
在
の
女
性
の
状
況
か
ら
発
せ
ら
れ
た
正

直
な
声
で
あ
ろ
う
。

妻
の
気
持
を
踏
み
に
じ
り
公
然
と
買
春

旅
行
に
出
か
け
た
夫
に
対
し
て
、
妻
達
は

ど
ん
な
抵
抗
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

妻
の
怒
り
を
は
っ
き
り
示
す
為
に
、
夫
が

旅
行
か
ら
帰
っ
て
来
た
ら
、
我
が
家
は
も

ぬ
け
の
か
ら
、
と
な
っ
て
い
る
事
が
ど
れ

程
あ
る
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
煮
え
く
り

返
る
思
い
を
押
え
、
夫
を
迎
え
る
と
、
夫

は
明
ら
さ
ま
に
体
験
談
を
し
、
妻
に
も
同

じ
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
と
妻
達
は
訴

え
る
。
夫
の
旅
行
が
回
を
重
ね
、
年
数
回

と
習
慣
化
し
、
一
固
な
ら
ず
と
も
数
回
も

性
病
を
移
さ
れ
た
妻
も
い
る
。
ア
ジ
ア
の

国
々
の
女
性
か
ら
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
が
来
て
、

国
際
電
話
が
か
か
り
、
土
産
品
を
持
っ
て

い
そ
い
そ
と
出
か
け
て
ゆ
く
夫
、
そ
れ
で

も
、
多
く
の
妻
は
生
活
費
が
手
渡
さ
れ
て

い
る
限
り
、
愚
痴
は
こ
ぼ
し
て
も
怒
り
は

し
な
い
し
、
問
題
を
直
視
し
て
解
決
へ
の

行
動
を
起
さ
な
い
。
何
故
な
ら
、
ど
ん
な

に
精
神
的
屈
辱
を
感
じ
て
も
、
経
済
的
不

安
の
方
が
よ
り
大
き
な
恐
怖
と
な
る
か
ら

で
あ
り
、
破
綻
し
た
夫
婦
関
係
で
あ
っ
て

分
に
は
関
係
な
い
」

女
達
の
言
葉
。
「
自
分
の
主
人
で
な
け
れ

ば
よ
い
」
「
自
分
で
決
め
て
自
分
の
お
金
を

払
っ
て
行
く
の
だ
か
ら
、
他
人
が
と
や
か

く
い
う
心
要
は
な
い
」
「
自
分
の
身
の
ま
わ

り
で
お
き
た
ら
考
え
方
が
別
か
も
し
れ
な

い
」
「
そ
れ
で
利
益
に
な
る
人
も
あ
る
の
だ

か
ら
し
か
た
が
な
い
」
「
ど
う
も
き
れ
い
ご

と
は
い
え
な
い
」
「
日
本
の
女
の
人
で
、
夜

の
仕
事
に
は
い
っ
て
も
み
じ
め
で
な
か
っ

た
と
聞
く
」
「
私
は
主
人
が
し
た
ら
離
婚
し

て
や
る
と
い
っ
て
い
る
ん
で
す
」
「
他
の
参

加
者
も
そ
う
ら
し
い
が
、
う
ち
で
も
毎
回

で
か
け
る
時
は
大
喧
嘩
を
す
る
」

調
査
者
の
コ
メ
ン
ト
を
列
挙
す
る
。

「
日
本
人
は
年
齢
を
間
わ
ず
、
売
春
に

対
し
て
罪
悪
感
や
恥
の
意
識
を
も
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
」
「
社
内
旅
行
に
行
っ

て
も
、
男
性
社
員
は
芸
者
や
酌
婦
と
一
夜

を
共
に
す
る
。
そ
れ
は
必
要
悪
で
は
な
い

か
と
い
う
の
が
、
二
十
代
の

O
L
の
大
多

数
の
考
え
方
だ
と
思
う
。
性
差
別
、
ゆ
が

め
ら
れ
た
歴
史
教
育
の
ひ
ず
み
等
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
」
「
女
性
は
か
性
H

の
道
具
で
あ

る
、
日
本
国
内
で
売
春
が
合
法
化
さ
れ
れ

ば
よ
い
等
と
い
っ
た
考
え
方
が
、
二
十
代

の
男
性
の
な
か
に
も
ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
う

で
す
。
閉
じ
世
代
と
し
て
残
念
」
「
買
春
を

社
会
問
題
と
同
時
に
男
女
聞
の
問
題
と
し

て
も
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
」
「
買
春
観
光

に
出
か
け
る
男
性
は
女
性
そ
の
も
の
を
蔑

視
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
圏
内
に

も
、
世
間
の
目
に
、
離
婚
し
た
女
、
母
子

家
庭
と
し
て
さ
ら
さ
れ
る
よ
り
は
耐
え
易

い
、
と
の
計
算
が
働
く
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
こ
の
社
会
で
、
標
準
的
家
庭
の

規
格
か
ら
は
ず
れ
、
母
子
家
庭
と
な
り
、

自
力
で
生
活
す
る
事
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
雇
一
用
機
会
の
不
均
衡
、
男
女
の
賃
金

差
別
、
定
年
差
別
、
更
に
、
中
高
年
婦
人

労
働
者
の
八
割
が
中
小
企
業
に
集
中
し
て

い
る
事
か
ら
来
る
、
社
会
保
険
、
労
働
条
件

の
悪
さ
な
ど
の
社
会
の
現
実
を
前
に
し
て
は
、

真
の
怒
り
も
呑
み
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
の

が
実
態
で
あ
ろ
う
。

最
近
の
主
婦
パ

l
ト
の
盛
況
は
、
「
家
計

補
助
的
低
賃
金
L

労
働
者
と
し
て
の
雇
用
者

側
の
ニ

l
ド
と
夫
の
配
偶
者
控
除
を
受
け

る
為
に
は
年
収
八
一
万
円
以
内
で
よ
い
と

い
う
主
婦
の
ニ

l
ド
が
現
在
の
経
済
体
制

の
中
で
う
ま
く
合
致
し
て
い
る
為
で
、
女

性
の
経
済
的
自
立
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ

る
。
女
の
本
命
は
家
庭
で
あ
り
、
家
事
と

育
児
こ
そ
女
の
幸
せ
と
す
る
社
会
通
念
が
、

如
何
に
根
深
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
。

し
か
し
、
夫
の
ひ
ど
い
暴
力
か
ら
身
体
だ

け
で
逃
れ
て
母
子
家
庭
と
な
っ
た
女
性
に

は
、
「
素
人
歓
迎
、
高
給
優
遇
、
託
児
所
、

寮
完
備
、
衣
裳
貸
出
」
の
条
件
は
天
の
声

に
も
等
し
く
、
水
商
売
の
世
界
に
吸
い
込

ま
れ
、
昨
日
ま
で
の
妻
の
立
場
か
ら
逃
れ

て
来
て
、
今
日
か
ら
他
人
の
夫
た
ち
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
職
業
と
す
る
。
こ
れ
は
矛
盾
で

は
な
く
、
こ
れ
が
現
実
の
女
の
状
況
で
あ
ろ

お
け
る
男
と
女
の
問
題
で
も
あ
る
」
「
日
本

女
性
の
H

性
“
や
H

ア
ジ
ア
H

に
対
す
る
問
題

意
識
の
欠
如
を
感
じ
る
」
「
同
じ
海
外
旅
行

で
も
、
欧
米
へ
行
っ
た
と
い
う
時
は
顔
つ

き
か
ら
誇
ら
し
く
な
り
、
欧
米
崇
拝
、
ア

ジ
ア
蔑
視
を
感
じ
さ
せ
る
L

「
パ
ン
コ
ッ
ク

が
タ
イ
の
首
都
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
会
い

と
か
、
ア
ジ
ア
の
首
都
の
名
前
や
国
名
さ

え
も
知
ら
な
い
人
が
い
る
」
「
性
病
が
こ
わ

い
、
圏
内
よ
り
あ
と
く
さ
れ
が
な
い
か
ら

い
い
と
い
っ
た
よ
う
な
妻
と
い
う
立
場
の

利
害
で
の
み
も
の
を
考
え
る
」
「
職
業
は
?

と
き
く
と
自
分
の
で
は
な
く
夫
の
職
業
を
答

え
、
旅
行
へ
い
き
ま
し
た
か
?
と
い
う
と

夫
が
行
っ
た
か
ど
う
か
答
え
る
と
い
っ
た

夫
と
自
分
の
区
別
が
つ
か
な
い
」
「
夫
が
買

春
観
光
を
し
た
と
い
う
こ
と
を
気
が
つ
い

て
も
、
家
庭
の
現
状
維
持
の
た
め
問
い
つ

め
た
り
し
な
い
妻
達
が
い
る
。

「
買
春
観
光
」
が
決
し
て
い
い
こ
と
で
は

な
い
こ
と
だ
と
、
大
部
分
の
人
が
知
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
よ
く
な
い
の
か
、

ど
の
よ
う
な
社
会
・
経
済
的
な
そ
し
て
「
性

差
別
L

の
背
景
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
は
っ
き
り
い
い
、
行
く
側
の
論
理
の
識

弁
を
っ
き
、
事
実
を
正
し
く
伝
え
て
い
く

必
要
が
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
「
ヤ
ル

(
J
A
L
)

パ
ッ
ク
に
行
き
た
い
け
ぺ
ど
、
東
南
ア
ジ

ア
へ
行
く
と
い
う
と
女
房
が
何
し
に
行
く

か
知
っ
て
い
て
、
許
し
て
く
れ
な
い
の
で

行
け
な
い
」
と
い
う
あ
る
男
性
の
嘆
き
(
?
)

を
記
し
て
お
き
た
い
。

h

寸
J

。夫
婦
問
の
意
識
の
ズ
レ
、
価
値
観
の
相

違
が
対
等
関
係
で
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、

経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
責
任
を
担
う
立

場
の
夫
が
、
妻
に
対
し
て
優
位
に
、
あ
る

い
は
強
者
と
し
て
の
位
置
に
立
つ
の
で
あ

る
。
夫
が
自
分
で
稼
い
だ
お
金
で
貿
春
に

行
く
の
だ
か
ら
、
と
や
か
く
い
う
筋
合
い

で
は
な
い
、
と
い
う
妻
も
多
い
が
、
妻
の

意
識
も
完
全
に
夫
の
立
場
に
立
つ
事
に
よ

っ
て
、
む
し
ろ
家
庭
の
安
泰
が
保
た
れ
る

の
で
あ
る
。
買
春
観
光
を
こ
れ
程
ま
で
に

繁
栄
さ
せ
て
い
る
の
は
、
妻
の
夫
へ
の
経

済
依
存
の
関
係
が
、
精
神
的
自
立
を
さ
ま

た
げ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
夫
の
優
越
性
を
助

長
さ
せ
る
と
い
う
相
乗
作
用
が
働
く
か
ら

》』い・えヲ令。

も
う
ひ
と
り
の
私

買
春
観
光
は
当
然
回
丙
の
売
春
状
況
の
延

長
線
上
に
あ
る
問
題
で
あ
る
。
従
来
の
「
売
」

春
で
は
、
特
に
道
徳
的
倫
理
的
な
視
点
か

ら
、
女
性
自
身
の
性
格
傾
向
や
資
質
が
関

わ
れ
て
、
買
う
側
、
即
ち
男
性
は
、
「
娼
婦

性
に
惑
わ
さ
れ
る
存
在
」
と
し
て
自
己
の

立
場
を
正
当
化
し
、
必
要
社
会
悪
論
が
男

性
及
び
女
性
を
、
手
段
化
し
て
搾
取
す
る

側
の
通
念
と
な
っ
て
い
た
。
婦
人
団
体
及

び
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る
運
動
の
成
果
と
な

っ
て
二
九
五
八
年
、
売
春
防
止
法
が
成
定

さ
れ
、
二
二
年
後
の
今
日
も
そ
れ
は
現
存

し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
売
春
防
止
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法
が
ザ
ル
法
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
買
う

側
の
男
性
を
不
問
に
付
し
た
事
で
あ
り
、

ア
ン
ア
諸
国
へ
こ
れ
程
ま
で
に
明
ら
さ
ま

に
隊
を
な
し
て
「
女
性
」
を
貿
い
に
群
が
る

H
本
人
男
性
の
存
在
を
目
の
当
り
に
し
、

改
め
て
、
不
問
に
付
し
た
事
の
重
大
さ
及

び
、
そ
れ
が
女
性
問
題
の
根
源
的
な
も
の
で

あ
る
事
を
示
さ
れ
た
と
い
う
の
が
現
状
で

は
な
い
か
と
思
う
。

即
ち
、
女
性
は
、

主
婦
的
状
況
と
売
春

婦
的
状
況
に
ま
る
で
ヤ
ジ
ロ

ベ
l
の
両
端

の
様
に

二
つ
の
性
に
分
断
さ
れ
、
家
父
長

制
、
私
有
財
産
制
の
下
で
、

二
万
は
産
む

性
を
担
う
女
と
し
て
、

他
方
は
、
享
楽
及

び
慰
安
的
性
を
担
う
女
と
し
て
役
割
分
担

が
位
置
づ
け
ら
れ
、
特
に
売
春
婦
は
、
社

会
の
規
範
に
反
し
た
逸
脱
行
為
者
と
し
て

差
別
す
る
考
え
は
、
向
性
で
あ
る
女
性

・

妻
た
ち
に
も
伝
統
的
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
日
本
の
歴
史
を
振
り
返

っ
て
も、

娼
婦
と
母
性
は
、
共
に
あ
る
場
合
は
美
化

「女
大
学
」

私
が
沖
縄
に
行

っ
た
の
は
、
沖
縄
復
帰

運
動
が
た
か
ま
る
中
で
ア
メ
リ
カ
が
主
席

公
選
を
認
め
、
屋
良
朝
苗
さ
ん
の
主
席
が

誕
生
し
た
直
後
だ
っ
た
。
そ
の
後
施
政
権
返

還
、
海
洋
博
等
々

、
沖
縄
の
激
動
期
に
生

活
し
て
き
た
。

沖
縄
は
ど
ん
な
所
か
。
沖
縄
の
詩
人
山

之
口
袋
の
「
会
話
」
と
い
う
詩
に
次
の
よ

う
な

一
節
が
あ
る
。

(
:
・
)
こ
の
僕
の
よ
う
に
、
日
本
語
の

通
じ
る
日
本
人
が
、
即
ち
亜
熱
帯
に
生

ま
れ
た
僕
ら
な
ん
だ

と
僕
は
お
も
う
ん
だ
が
、
(
・
:
)
世
間

の
偏
見
透
が
眺
め
る
あ
の
僕
の
国
か

/

赤
道
直
下
の
あ
の
近
所

沖
縄
に
対
す
る
幻
想
的
な
、

美
し
く
あ

る
い
は
悲
惨
な
イ
メ

ー
ジ
の
底
に
、
日
本

人
が
生
活
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
強
調

し
た
い
。

沖
縄
で
は
今
も

っ
て
売
春
防
止
法
以
前

の
状
況
の
中
で
、
女
性
た
ち
が
岬
吟
さ
せ

ら
れ
て
い
る
。
次
の
売
春
防
止
法
違
反
事
件

は
、
一

九
七
九
年
七
月
に
起
訴
、
九
月
に

さ
れ
、

抑
圧
さ
れ
、
あ
る
場
合
は
手
段
化

さ
れ
て
来
た
。
貧
農
地
方
の
娘
た
ち
が
家

族
の
た
め
に
身
を
売
る
事
は
家
族
制
度

の
中
で
美
徳
と
さ
れ
、
手
段
化
さ
れ
、

一
方

「
富
国
強
兵
」
策
の
下
で
は
、
母
性
は
産
め

よ
噌
せ
よ
と
美
化
さ
れ
た
。

さ
て
、
売
春
状
況
に
つ
い
て
の
前
置
き

が
長
く
な
っ
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
あ
る
男
性
は
、
「
日
本
の
女
に
比
べ
て
や

さ
し
く
真
心
が
あ
る
。
別
れ
る
時
泣
か
れ

た
の
が
忘
れ
ら
れ
な
い
、
キ

l
セ
ン
に
直

接
会

っ
て
聞
い
て
み
た
ら
よ
い
、
彼
女
た

ち
が
ど
ん
な
に
感
謝
し
て
い
る
か
わ
か
る

は
ず
だ
」
と
大
変
自
信
あ
り
げ
に
、
自
分

の
体
験
こ
そ
は
お
金
以
上
の
関
係
で
あ
る

と
い
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
や
は
り
男
性

は
金
で
女
性
を
買
い
な
が
ら
、
お
金
以
上

の
も
の
を
求
め
る
身
勝
手
さ
が
現
わ
れ
て

い
る
。

日
本
の
男
性
が
集
団
で
殺
到
す
る
台
湾

韓
国
・
フ
ィ
リ
ピ
/
・
タ
イ
で
は
現
に

日
本
人

客
に
対
す
る
批
判
は
厳
し
く
湧
き
起
っ
て
い

る
。
女
性
逮
も
、
客
と
な

っ
た
日
本
人
に
日

本
活
の
代
半
を
似
ん
で
手
紙
を
常
一回
き
、
名
刺

を
ば
ら
ま
い
て
、
再
来
を
期
待
し
て
い
る
、

し
か
し
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
、
多
く
の
売
春
婦

の
働
く
状
態
に
つ
い
て
相
談

・
指
導
す
る

ア
ル
レ

l
女
史
に
は
、
彼
女
た
ち
は
「
こ

の
仕
事
は
辞
め
た
い
、
で
も
し
か
た
が
な

い
、
お
金
を
稼
が
な
け
れ
ば
生
活
し
て
ゆ

け
な
い
」
と
訴
え
て
い
る
。

今
年
、
東
南
ア
ジ
ア
は
、
お
米
・砂
糖
き

出金
制菜
子

び
の
大
不
作
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
小

作
人
農
業
の
地
方
で
は
、
こ

の
干
ば
つ
で

又
、
何
人
か

の
娘
た
ち
が
、
家
族
の
為
に

都
会
に
売
春
婦
と
な

っ
て
出
て
行
く
だ
ろ

う
。
一

九
三
四
年
大
冷
害
に
は
、
東
北

六
県
で
五
万
八
千
人
も
の
女
性
が
身
売
り

や
出
稼
、ぎに
出
た
と
い
う
。
ま
だ
、
五

O

年
前
の
日
本
の
話
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

当
時、

ど
れ
程
の
女
性
が
、
妻
た
ち
が
、女

の
状
況
に
心
痛
め
た
だ
ろ
う
。

「
売
春
婦
」
を
特
殊
視
す
る
前
に
、
売
春

を
生
み
出
し
存
在
さ
せ
る
社
会
的
条
件
を

究
明
す
る
事
で
あ
り
、
売
春
婦
を
社
会
の

規
範
に
は
ず
れ
た
逸
脱
者
と
し
て
レ
ッ
テ

ル
を
貼
ろ
う
と
す
る
社
会
階
級
や
権
力
の

側
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
と
思
う

べ
き
で
あ

ヲ匂
。売

春
は
、
生
活
の
為
に
売
春
を
す
る
事

は
、
即
ち
女
子
の
労
働
の
機
会
の
保
障
が

な
さ
れ
な
い
社
会
で
あ
り
、
男
性
に
比
べ

て
、
女
性

の
社
会
的
地
位
の
低
さ
を
あ

ら
わ
し
て
居
り
、
売
春
状
況
の
肥
大
化
は
、

そ
の
社
会
の
経
済
機
造
の
歪
み
を
物
語
っ

て
い
る
。

一
方
、
買
春
状
況
の
肥
大
化
も
、
反
対

の
意
味
で
、
女
子
の
労
働
権
の
保
障
が
な

い
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
心
身
共
に
夫

に
依
存
し
な
く
て
は
「
中
流
意
識
」
に
も

浴
す
る
事
が
出
来
な
い
妻
が
、

一
度
精
神

的
に
自
立
す
る
と
た
ち
ま
ち
経
済
的
に
破

綻
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
他
方
の
売
春

婦
の
様
に

「
こ
の
生
活

(
仕
事
)
は
い
や
、

造
に
な
っ
て
い
る
。
沖
縄
は
安
く
簡
単
に

女
が
買
え
る
と
い
う
知
識
が
公
然
と
し
た

事
実
と
し
て
あ
り
、
こ
の

一
帯
を
訪
れ
る

男
は
女
を
買
う
の
が
目
的
で
あ
る
公
然
と

し
た
売
春
地
帯
。
復
帰
前
、
米
兵
相
手
に

営
業
し
て
い
た
の
が
復
帰
後
も
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
、
円
高
ド
ル
安
の
時
勢
を
反
映

し
、
客
も
米
兵
か
ら
日
本
人
観
光
客
、

沖

縄
の
人
へ
と
変

っ
て
い
る
。
韓
国
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
タ
イ

l
i東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

と
本
土
と
の
接
点
に
沖
縄
は
あ
る
。
買
春

観
光
は
隣
国
の
問
題
で
は
な
く
、
日
本
国

内
で
買
春
観
光
の
対
象
に
な
る
地
域
が
あ

る
こ
と
を
、
ま
ず
認
識
し
て
ほ
し
い
。

四
女
性
は
K
か
ら
前
借
金
を
し
て
売
春

を
し
て
い
た
。
前
借
金
が
ど
う
い
う
も
の

か
を
、
少
し
詳
細
に
見
て
い
き
た
い
と
思

・「ノ
。前

借
金
の
か
ら
く
り

A

(お
才
)
の
場
合
・:
一
九
七
二
年
復

帰
直
前
に
K
か
ら
五
百
ド
ル

(一

五
万
二

千
五
百
円
)
借
り
、
そ
の
日
か
ら
売
春
を

始
め
る
。
腎
臓
病
の
子
供
の
治
療
費
の
為

の
借
金
で
あ
る
。
売
春
で
得
た
利
益
の
配

分
は
、
前
借
金
が
あ
る
場
合
は
折
半
1

五

分
五
分
で
、
な
い
場
合
は
女
性
七
分
、
業

者
三
分
。
業
者
の
五
分
は
不
当
だ
が
、
場

所
提
供
、
前
借
金
を
理
由
に
搾
取
さ
れ
る
。

更
に
女
性
が
受
け
取
る
筈
の
五
分
も
、
前

借
金
の
返
済
に
当
て
る
と
い
う
理
由
で
K

が
勝
手
に
取
り
し
き
る
為
、

A
の
手
元
に

で
も
自
立
(
お
金
)
出
来
な
い
か
ら
し
か
た

が
な
い
。
こ
れ
以
外
に
道
は
な
い
。
」
と
訴

え
て
い
る
事
と

一
枚
岩
の
様
に
重
な
る
の

で
は
な
い

か
。

一
方
に
妻
が
、
他
方
に
キ

l
セ
ン
が
(
ク

|
ニ
ャ
ン
が

)1(
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

l
ガ

ー
ル

)
お
互
い
を
意
識
し
緊
張
し
合
う
、
妻

は
相
手
を
憎
む
、
そ
し
て
、
商
売
女
に
は

か
な
わ
な
い
と

一
方
で
あ
き
ら
め
、
病

気
だ
け
は
移
さ
れ
た
く
な

い
と
自
己
を
守

る
。
し
か
し
、
二
人
の
女
は
よ
く
お
互
い

を
見
れ
ば
、
そ
れ
が
鏡
に
映
っ
た
自
分
の

姿
だ
と
気
が
つ
か
な
い
だ
ろ
う
か
。
女
は

歴
史
の
中
で
、
都
合
の
良
い
道
具
と
し
て

手
段
化
さ
れ
、
分
断
さ
れ
、
そ
し
て
お
互

い
争
わ
さ
れ
て
さ
え
来
た
。
主
体
的
に

生
き
る
事
を
も
ぎ
取
ら
れ
て
来
た
女
の
状

況
は
、
分
断
す
る
者
を
見
き
わ
め
る
目
も

奪
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
貿
春
観
光
の
実
態
を
通
し
て

明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
事
は
、
男
性
の
集

団
行
為
を
単
に
糾
弾
す
る

こ
と
か
ら
は
何

も
生
ま
れ
て
来
な
い
と
い
う
事
で
あ
り
、

む
し
ろ
、
女
の
状
況
、
主
婦
的
状
況
、
売

春
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
源
泉
を
冷
静

に
見
き
わ
め
、
他
の
状
況
に
生
き
る
者
と

の
連
帯
の
中
で
、

主
体
的
な

一
歩
を
踏
み

出
す
事
だ
と
思
う
。

八

0
年
代
こ
そ
、
七

0
年
代
の
ア
ジ
ア

へ
の
加
担
者
の
立
場
か
ら
自
ら
を
解
放
し
、

同
じ
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
と
共
に
歩
く
時
代

を
切
り
開
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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判
決
が
あ

っ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
中
に

売
春
の
実
態
を
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

す
。売

春
の
実
態

|

|
K

(灯
才
)
が
四
女
性
を
管
理
下
に

お
い
て
売
春
を
さ
せ
て
い
た
事
件
|

|

|

こ
の
事
件
は
、
四
女
性
の

一
人

A
が、

復
帰
直
前
K
か
ら
前
借
金
を
し
て
K
の
庖

で
売
春
を
し
て
き
た
が
、
七
年
間
働
い

て

も
前
借
金
は
増
え
る

一
方
で
、
遂
に
中
二

の
娘

(混
血
児
)
ま
で
代
り
に
差
し
出
せ

と
K
か
ら
強
要
さ
れ
、
自
力
で
は
ど
う
に

も
な
ら
ぬ
と
笹
察
に
訴
え
出
た
こ
と
で
発

覚
し
た
。

枇
曾
察
の
俊
査
の
結
果
、

K
は
四
人
の
女

性
を
売
春
さ
せ
て
い
た
。
営
業
し
て
い
た

庖
は
、
通
称
ヨ

シ
ワ
ラ
と
呼
ば
れ
る
沖
純

市
(
旧
ゴ
ザ
市
)
に
近
い
売
春
地
帯
。
オ
デ

ン
屋
、
ス
ナ
ッ
ク
、
パ
l
等
が
五

O
軒
ほ

ど
立
ち
並
ぶ
。
一
見
パ

l
の
形
を
と
っ
て

は
い
る
が
、
後
側
は
女
給
部
屋
が
五
つ
並

び
ベ

ッ
ド
が
置
か
れ
て
、
売
春
で
き
る
時
間

そ

っ
く
り
は
来
な
い
。

A
は
生
活
で
き
ぬ

為
生
活
費
と
し
て
月
七
、

八
万
円
K
か
ら

も
ら
う
と
、
そ
れ
が
又
前
借
金
に
回
る
。

そ
れ
で
も

一
月
後
、
借
金
は
五
万
円
に
減

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

A
は
更
に
三

O

万
円
借
り
て
い

る
。
借
り
る
必
要
は
な
か

っ
た
が
、

K
が

A
に
お
金
を
借
り
て
く
れ

と
言
っ

た
と
い
う
。
A
の
五
万
円
の
借
金

が
終
わ
れ
ば
K
は
三
分
し
か
取
れ
ぬ
の
で
、

五
分
の
利
益
を
取
り
た
い
為
に
借
金
を
強

要
し
た
と
思
わ
れ
る
。
自
分
と
し
て
は
五

百
ド
ル
の
義
理
も
あ
る
し

:
三

O
万
円
借

り
ま
し
た
と

A
は
笹
察
で
言
っ
て
い
る
。

前
借
金
は

一
月
後
に
は
三
五
万
円
。
更

に、

A
の
身
体
の
具
合
が
悪
い
の
と
母
親

の
病
気
の
為
三

O
万
円
、
翌
年
一

一
月
子

供
の
病
気
で
三

O
万
円
、
合
計
九
五
万
円

の
借
金
を
K
か
ら
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
方
、
彼
女
が
売
春
で
ど
れ
程
の
金
に

な
る
の
か
と
い
う
と
、

A
は
正
確
に
は
メ

モ
を
取

っ
て
は
い
な
い
が
、
こ
う
述
べ
て

いヲ匂
。

「
一
日
に
二
万
五
千
円
か
ら
三
万
円
の
水

揚
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
一

ヶ
月
に
二

O
日

働
く
と
し
て
、
最
低
五

O
万
か
ら
六

O
万
円

の
水
揚
は
あ
っ
た
の
で
は
:
・
:
」

A
の
一言守
7
五

O
万
円
を
基
準
に
し
て
考
え

る
と
、
単
純
計
算
で
七
年
間
に
四
千
二
百

万
円
と
い
う
数
字
が
出
る
。
仮
に
折
半
を

認
め
た
と
し
て
も
、
二
千
百
万
円
の
利
益

で
、
借
金
の
九
五
万
円
な
ど
問
題
に
な
ら

ぬ
程
の
金
額
を
、

A
は
売
春
す
る
こ
と
で
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稼
い
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
四
月

A
が
借
金
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
と
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

K
か
ら
は
二
百
三
五
万
円
と
い
う
答
え
が

返

っ
て
来
た
。
無
く
な
っ
て
い
る
と
思
っ

て
た
ず
ね
た
ら
か
え
っ
て
増
え
て
い
る
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
ず
頭
を
抱
え

た
と

A
は
言
っ
て
い
る
。

B

(お
才
)
の
場
AP--
夫
の
薄
給
の
為

の
生
活
苦
か
ら
、
一
九
七
六
年
頃
か
ら
売

春
を
始
め
る
。

一
六
才
の
女
児
あ
り
。
六

年
間
に
五
回
人
工
妊
娠
中
絶
手
術
を
受
け

る。

前
借
金
な
し
。
が
、

一
九
七
七
五
月
、

夫
の
負
傷
の
治
療
費
生
活
費
の
為

K
か
ら

四

O
万
円
借
金
、

K
の
下
で
売
春
を
始
め

る
。
一

九
七
八
年
六、

七
月
母
親
の
病
気

で
更
に

二

O
万
円
借
金
。

K
の
要
請
に
よ

り
合
計
六

O
万
円
の
借
用
証
を
書
い
た
。

こ
の
事
に
対
し
て

B
は
、
「

一
年
前
に
四

O

万
円
借
り
た
が
、
そ
の
後
い
く
ら
か
返
済

し
て
い
る
は
ず
。
が
、
そ
れ
を
追
求
す
れ

ば
二

O
万
円
の
借
金
が
で
き
な
く
な
る
と

思
い
不
問
に
付
し
た
ま
ま
、
六

O
万
円
の

借
用
証
を
書
い
て
二

O
万
円
借
り
た
。
」
と

言
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

K
は
、
自

分
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、

B
の
借
金
は
百
二

七
万
円
あ
る
と
答
察
で
言
っ
て
い
る
。

C

(幻
才
)
の
場
A
P
--
石
垣
市
生
ま
れ。

中
卒
後
農
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
が、

パ
ー
で
働
く
女
性
の
服
装
の
美
し
さ
に
憧
れ

て
凶
才
の
時
か
ら
パ

l
勤
め
。
沖
縄
市
の

A
サ
イ

ン
パ

l
(
外
人
相
手
の
パ

l
)
で

働
い
て
い
た
時
、
周
囲
の
者
か
ら
売
春
の

話
を
耳
に
し
、

却
才
頃
か
ら
売
春
を
始
め

る。

他
の
業
主
か
ら
の
前
借
金
返
済
の
為

に
、
復
帰
後

K
か
ら
百
万
円
借
金
。
四
年

程

K
の
下
で
働
き
、
一
九
七
六
年
頃
他
の

業
者
の
下
に
移
る
。
そ
の
時
新
し
い
業
者

か
ら
百
万
円
借
り
て

K
に
返
済
す
る
(
こ

れ
を
く
ら
が
え
と
い
う
)
。
移
り
先
で
二
年

間
働
き
三
五
万
円
借
金
返
済
、

六
五
万
円

に
な
っ
た
時
点
で

K
か
ら
六
五
万
円
を
前

借
金
し
て
前
の
庖
に
返
し
、

K
の
庖
へ
再

び
釆
た
の
が
今
年
の
三
月
。
三
月
か
ら
事

件
発
覚
ま
で
の
四
ヶ
月
間
、
月
平
均
五
、

六

O
人
の
客
を
と
っ
て
い
た
か
ら
、
二
、
三

O
万
円
は
利
益
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と

C
は
き
守
ノ
。
こ
れ
に
対
し
て

K
は
、
借
金

は
百
四
万
円
あ
る
と
筈
察
で
言
っ
て
い
る
。

以
上
の
話
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

A
・:
九
五
万
円
借
り
て
七
年
間
に
二
百
三

五
万
円

B
:六
O
万
円
借
り
て
七
年
間
に
百
二
七

万
円

C
・
・
・
六
五
万
円
借
り
て
四
ヶ
月
で
百
四
万
円

と
、
そ
れ
ぞ
れ
前
借
金
は
増
加
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
全
く
メ
チ
ヤ
メ
チ
ャ
な

話
で
あ
る。

こ
の
よ
う
に
、
前
借
金
が
つ
い
て
の
管
理

売
春
で
は
、
働
け
ば
働
く
程
借
金
が
は
ね

あ
が
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
第

一
に
、

業
者
の
五
分
の
利
益
と
、
機
々
な
計
算
上

の
ご
ま
か
し
に
よ
る
前
借
金
の
水
増
し
。

第
二
に
、
不
慮
の
事
故
。
生
活
費
ぎ
り
ぎ

復
帰
後
に
も
存
続
す
る
前
借
金

昭
和
三

O
年
に
前
借
金
無
効
の
判
例
が

で
き
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
に
よ
る
売
防
法

の
完
全
適
用
で
沖
縄
も
本
土
並
に
な
っ
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
復
帰
後
七
年
、
先

程
の
事
件
に
み
ら
れ
た
状
況
が
未
だ
に
あ

り
、
売
防
法
施
行
前
の
本
土
と
同
様
の
現

実
、
つ
ま
り
前
借
金
を
テ
コ
に
し
た
管
理

売
春
と
い
う
人
身
拘
束
、
前
近
代
的
な
人

権
侵
害
の
事
実
が
今
も
っ
て
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
を
、
認
識
し
て
欲
し
い
。

復
帰
後
の
売
春
は
、
完
全
に
本
土
化
し

た
売
春
と
、
復
帰
前
そ
の
ま
ま
の
前
借
金

に
拘
束
さ
れ
た
売
春
と
が
同
時
に
存
在
す

る
状
況
で
、
売
春
の
二
重
構
造
が
あ
る
と

言
え
る
。
波
の
上
と
い
う
歓
楽
街
で
は
、

本
土
並
化
し
た
タ
ク
シ
ー
、
ホ
テ
ル
使
用

の
観
光
客
相
手
の
売
春
が
行
な
わ
れ
、
若

い
女
性
は
ト
ル
コ
で
働
く
。
一

方
中
年
の

女
性
た
ち
は
、
前
借
金
の
あ
る
、
さ
び
れ

た
ヨ
シ
ワ
ラ
の
よ
う
な
所
で
売
春
を
行
な

う
。
ヨ
シ
ワ
ラ
の
業
者
自
体
が
零
細
で
、

値
段
も
安
く
客
も
下
層
の
人
々
が
多
い
。

先
程
の

K
な
ど
は
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者

を
客
に
と
ら
せ
た
り
も
し
て
い
た
。

女
性
差
別
を
許
さ
ぬ

人
権
思
想
の
育
成
を

沖
縄
の
売
春
で

一
番
大
き
な
問
題
は
、

沖
縄
が
三

0
年
間
本
土
と
切
り
脱
さ
れ
て

い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

こ
の
間
、
対
米

軍
、
対
異
民
族
へ
の
人
権
思
想
は
鋭
く
研

ぎ
す
ま
さ
れ
、
反
基
地
運
動
、
平
和
運
動

が
関
わ
れ
た
。
が
、
管
理
売
春
の
よ
う
な

沖
縄
人
の
沖
縄
人
に
よ
る
人
権
侵
害
に
対

し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
外
圧
が
強
か
っ
た

為
に
か
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
。

何
故
女
性
の
人
権
侵
害
が
行
な
わ
れ
る
か

と
い
う
時
、
私
た
ち
は
、
性
に
よ
る
差
別

を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

戦
後
、
本
土
で
は
民
宇
辛
案
刊
の
世
の
中
、

男

女
平
等
の
世
の
中
と
い
う
こ
と
で
、
思
想
的
文

化
的
価
値
の
転
換
が
あ

っ
た
の
に
、
沖
縄

に
は
女
性
解
放
、
男
女
平
等
の
思
想
は
入

っ
て
は
来
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
女
性

の
参
政
権
は
本
土
と
同
じ
位
の
時
期
に
与

え
て
い
る
が
、
男
女
平
等
の

P
R
が
全
然

な
か
っ
た
為
に
、
戦
前
の
男
女
不
平
等
観

が
今
も
っ
て
続
い
て
い
て
、
女
性
の
人
権

が
侵
害
さ
れ
て
も
そ
れ
程
問
題
に
な
ら
な

前
借
金
の
悲
惨
な
例
は
法
律
の
適
用
や

答
察
の
取
締
ま
り
だ
け
で
は
無
く
な
ら
な

い
の
で
あ

っ
て
、

一
般
的
な
人
権
感
覚
の

欠
如
が
問
題
だ
と
思
う
。
対
外
的
な
も
の

に
対
し
て
だ
け
鋭
い
、
い
び
つ
な
人
権
感

覚
か
ら
、
円
満
な
人
権
感
覚
を
育
て
て
い

か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
と
考
え
る
。

り
を
も
ら
い
、
貯
え
の
な
い
女
性
た
ち
が

病
気
に
な
れ
ば
、
業
者
か
ら
更
に
借
金
を

せ
、
さ
る
を
得
な
い
。

前
借
金
は
期
間
が
長
び
く
程
多
額
に
な

る
と
い
う
傾
向
は
、
復
帰
前
の
調
査
結
果

に
も
そ
の
通
り
に
現
わ
れ
て
い
る
。

年
令
売
春
歴
最
初
の
前
借
金
額
現
在
の
前
借
金
額

(日
年
時
点
)

ロ
才

叩
年

叩
ド

ル

二

千

ド

ル

却

才

叩

年

制

ド

ル

九

九

0
ド
ル

泊
才

日
年

剛

ド

ル

二

千

百

ド

ル

叫

才

日

年

間
ド
ル
千
七
百
ド
ル

お
才

げ

年

印

ド
ル
二
千
九
百
ド
ル

前
借
金
を
有
効
と
し
た
近
代
法
の
陥
穿

近
代
法
で
は
、
金
銭
に
よ
り
人
聞
を
拘

束
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
の
は
大
前
提
で

あ
る
。
が
、
近
代
法
の
原
則
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
実
的
に
は
前
借
金
が
人
を
縛
り
売

春
を
強
要
す
る
道
具
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
沖
縄
だ
け
で
な
く
、
戦
前
の
廃
娼
運

動
に
と
り
前
借
金
を
い
か
に
崩
す
か
と
い

う
の
が
大
問
題
だ
っ
た
。

北
目
は
売
春
に
従
事
す
る
女
性
を
娼
妓
と

呼
ん
で
い
た
が
、
娼
妓
が
廃
業
し
た
い
と

い
う
時
、
貸
座
敷
業
者
は
辞
め
て
は
な
ら
ぬ

と
は
言
え
な
い
、
と
い
う
判
夫
主
庇
こ
円
台

;

1
1
l
E
l
E
t
 

二
九
年
(
一
八
九
六
)
に
出
て
い
た
。
そ
の
後
様

々
な
廃
娼
運
動
の
た
か
ま
り
の
中
で
、
女

性
が
娼
妓
に
な
る
契
約
を
し
売
春
を
し
た

と
し
て
も
、
廃
業
す
る
事
を
業
者
は
認
め
ざ

る
を
得
な
い
、
と
い
う
規
則
が
三
三
年
(
一色

。
)
に
は
で
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
は
法

律
上
の
こ
と
で
、
現
実
は
そ
う
で
は
な
い
、

即
ち
そ
れ
を
縛

っ
て
い
た
の
が
前
借
金
な

の
だ
。法
律
的
に
ど
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
た

か
と
言
う
と
、
|
|
あ
な
た
の
所
で
売
春

婦
を
し
て
働
く
と
い
う
契
約
と
、
あ
な
た

の
所
で
お
金
を
借
り
た
か
ら
将
来
返
し
ま

す
と
い
う
約
束
、
そ
の
二
つ
は
別
々
の
約

束
で
あ
る
。
前
者
は
公
序
良
俗
に
反
す
る

か
ら
、
辞
め
た
い
時
に
辞
め
さ
せ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
後
者
は
公
序
良
俗
に
反
さ
な

い
、
普
通
の
金
銭
貸
借
上
の
問
題
で
あ
る

ー
ー
ー
と
、
一
契
約
が
無
効
で
も
、

借
金
返

済
の
約
束
に
は
影
響
し
な
い
と
い
う
風
に

ず
っ
と
言
っ
て
き
た
。
前
借
金
を
無
効
に

す
れ
ば
、
娼
妓
の
親
が
前
借
金
だ
け
着
服

す
る
よ
う
な
事
に
も
な
る
で
は
な
い
か
と

い
う
の
が
裁
判
所
の
理
由
で
あ
る
。

売
春
婦
と
し
て
働
く
の
は
近
代
法
に
反

す
る
か
ら
、
そ
の
契
約
は
無
効
だ
と
言
っ

て
も
、
借
金
は
一
括
し
て
返
済
せ
ね
ば
な

ら
ず
、
又
契
約
時
に
は
当
事
者
の
み
な
ら

ず
親
と
か
親
族
と
か
が
連
箸
保
証
人
と
し

て
入
っ
て
い
る
為
に
、
戦
前
、
前
借
金
は
、

売
春
婦
の
人
身
を
拘
束
す
る
有
力
な
武
器

と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

実
に
、

明
治
二
九
年
に
娼
妓
の
契
約
無

効
を
言
い
乍
ら
、
前
借
金
を
有
効
と
す
る

判
決
が
く
つ
が
え
さ
れ
た
の
は
、
日
本
国

憲
法
が
作
ら
れ
売
春
防
止
運
動
が
た
か
ま

り
、
売
防
法
が
来
年
施
行
さ
れ
る
と
い
う

前
年
、
昭
和
三

O
年
(一
九五五
)
十
月

一
七
日

で
あ
っ
た
。
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3
月
刊
日

売
防
法
制
定
当
時
の
こ
と
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私
が
係
わ
っ
た
範
囲
で
売
防
法
制
定
当
時

の
事
を
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
婦
人
議
員
、

民
間
婦
人
団
体
が
当
初
希
望
し
た
「
売
春

等
処
罰
法
案
」
が

一
九
五
六
年
に
「
売
春

防
止
法
」
と
な
っ
て
成
立
し
た
、
そ
う
な

っ
て
い
っ
た
過
程
を
お
話
し
し
ま
す
。

法
制
定
運
動
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
始
め

た
の
は

一
九
五
三
年
で
す
が
、
当
時
は
日

本
人
全
体
の
人
権
が
戦
争
で
も
み
く
ち
ゃ

に
さ
れ
、
後
始
末
が
で
き
て
い
な
い
一
方

で
、

一
九
五

O
年
の
朝
鮮
戦
争
の
軍
需
ブ

ー
ム
が
お
こ
る
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

時
代
、
社
会
の
荒
廃
の
底
辺
に
い
た
の
が

H

女
仰
で
し
た
。
一

九
五
三
年
と
い
う
年

は
破
防
法
を
国
会
で
ゴ
リ
押
し
で
通
そ
う

と
い
う
動
き
が
あ
り
、
反
対
運
動
の
た
め

に
婦
人
た
ち
が
国
会
へ
押
し
か
け
た
。
と

こ
ろ
が

一
般
の
人
は
院
内
通
行
バ
ッ
ジ
が

な
く
シ
ヤ

y
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
国
会
へ
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
市
川
房

枝
さ
ん
を
推
し
、
参
議
院
東
京
地
方
区
か

ら
二
位
で
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
後
の
市

川
さ
ん
の
初
仕
事
が
売
春
問
題
で
、
秘
書

;
1
6
}
i
 

の
私
も
手
伝
う
マ
」
と
に
な
り
ま
し
た
。

売
春
問
題
に
つ
い
て
は
、

一
九
四
六
年

占
領
軍
が
「
日
本
に
お
け
る
公
娼
制
度
の

廃
止
に
関
す
る
件
」
と
い
う
覚
書
を
発
し
、

内
務
省
か

ら
警
視
総
監
及
び
地
方
長
官

あ
て
公
娼
制
度
廃
止
に
関
す
る
件
の
通
牒

が
発
せ
ら
れ
表
む
き
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が

実
際
は
赤
線
車
同
線
と
し
て
続
い
て
お
り
、

一
九
四
七
年
い
わ
ゆ
る
勅
令
九
号
(
進
駐

軍
命
令
に
よ
る
法
律
)
は
ま
こ
と
に
不
十

分
な
も
の
で
し
た
。
一

九
五
二
、
五
三
年

頃
ま
で
に
は
、
新
憲
法
の
も
と
民
法
の
改

正
は
じ
め
婦
人
の
法
律
制
度
上
の
解
放
が

行
な
わ
れ
、
た
て
ま
え
と
し
て
は
男
女
平

等
に
な
り
ま
し
た
が
、

N

売
春
H

に
関
し
て

は
政
府
が
あ
た
か
も
公
認
の
ご
と
く
黙
認

し
て
い
た
。
こ
れ
は
民
主
化
さ
れ
た
は
ず

の
日
本
の
恥
ず
か
し
い
部
分
で
あ
っ
た
し
、

女
性
の
人
権
問
題
と
し
て
耐
え
き
れ
な
い

こ
と
で
し
た
。
議
員
は
戦
後
誕
生
し
ま
し

た
が
婦
人
の
人
権
等
の
問
題
に
関
し
て
は

超
党
派
で
の
活
動
が
い
ま
ひ
と
つ
不
十
分

で
し
た
が
、
一
九
五
三
年

一一

月
八
日
に
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衆
参
両
院
の
婦
人
議
員
団
が
市
川
議
員
等

の
き
も
い
り
で
結
成
さ
れ
、
売
春
問
題
を

と
り
あ
げ
ま
し
た
。
当
時
た
し
か
衆
参
両

院
で
二
四
名
の
婦
人
議
員
が
議
席
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
吉
田
茂
第
五
次
内
閣
時
代

で
法
務
大
臣
は
犬
養
健
氏
で
し
た
。

衆
参
婦
人
議
員
団
が
結
成
さ
れ
て
す
ぐ
、

民
間
の
婦
人
団
体
と
と
も
に
売
春
を
悪
と

し
、
婦
人
の
人
身
売
買
で
も
う
け
る
売
春

業
者
を
ほ
ろ
ぼ
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
決

意
の
も
と
立
ち
あ
が
り
、
民
間
に
は
「
売

春
禁
止
法
制
定
促
進
委
員
会
L

が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
立
法
は
国
会
で
行
な
わ
れ
る

の
で
す
か
ら
、
院
外
の
力
を
国
会
活
動
で

い
か
に
効
率
よ
く
発
揮
す
る
か
が
大
切
で

す
。
運
動
は
、
婦
人
議
員
団
を
エ
ン
ジ
ン

と
し
、
署
名
運
動
、
男
性
議
員
の
説
得
、

街
頭
行
動
、
集
会
等
と
つ
み
重
ね
ら
れ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
当
時
ほ
ど
女
た
ち
の
結

集
し
た
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
女
た
ち
が
連
日
自
分
の
お
金

と
時
間
を
使
っ
て
国
会
へ
つ
め
か
け
た
も

の
で
し
た
。
婦
人
議
員
団
は
「
第
二
ハ
回

国
会
に
法
案
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
男
性

議
員
を
説
得
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
女

の
問
題
に
関
し
て
男
は
決
し
て
積
極
的
で

は
な
い
、
裏
で
は
・
お
笑
い
の
対
象
で
し
か

な
か
っ
た
、
そ
の
中
で
運
動
は
動
い
た
の

で
す
。一
九
五
四
年
に
始
め
て
衆
参
婦
人
議
員

団
が
話
し
あ
っ
た
超
党
派
で
の
「
売
春
等

処
罰
法
案
」
が
第
一
九
国
会
に
提
出
さ

ι

で
不
特
定
の
相
手
方
と
性
交
を
す
る
こ
と

を
い
う
。
」
た
し
か
こ
の
時
ま
で
は
、
内
容

は
両
罰
制
度
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
す
が
、

一
九
五
六
年
五
月
二
目
、
第
二
四
回
国

会
に
政
府
案
と
し
て
出
さ
れ
た
の
は
、
今

日
あ
る
売
紡
法
の
片
罰
制
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
制
度
当
時
、
保
護
厚
生
の
面
は
ま

こ
と
に
不
充
分
で
、
そ
の
後
改
正
が
行
な

わ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
も
っ

て
真
の
意
味
で
の
防
止
の
基
本
的
な
部
分

が
と
り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
政

府
が
内
外
に
向
っ
て
「
売
春
は
行
な
わ
れ

で
は
な
ら
な
い
」
「
女
子
の
人
身
売
買
は
悪

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
法
案
の
中
に
盛

っ
た
と
い
う
意
義
は
大
き
い
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。先
日
、
私
ど
も
の
学
習
会
で
田
中
寿
美

7

下
さ
ん
か
ら
、
今
日
的
売
春
問
題
は
ど
こ

に
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。
売
防
法
制
定
当
時
と

今
日
で
は
、
社
会
的
背
景
や
人
聞
の
意
識

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
昔
と

は
違
う
形
で
や
は
り
売
春
に
よ
る
搾
取
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
売
春
問
題
は
H

婦

人
の
基
本
的
人
権
H

の
問
題
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
し
た
ら
本
当
に
そ
の
人
権
が
守

ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
話

し
合
い
や
行
動
の
中
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
て
行
く
、
そ
し
て
そ
れ
を
社
会
的
政
策

の
中
へ
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
し
た
。
現
在
の
「
売
防
法
」
で
は
、
売

春
を
し
た
者
と
斡
旋
を
し
た
業
者
は
処
罰

の
対
象
と
な
る
が
、
買
っ
た
男
は
処
罰
の

対
象
に
な
ら
な
い
片
罰
制
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
時
の
「
堤
ツ
ル
ヨ
案
」
で
は
両
罰
と

な
っ
て
い
る
、
こ
れ
が
基
本
的
に
違
う
点

で
す
。
「
売
春
等
処
罰
法
案
」
の
目
的
に
は

「
売
春
及
び
売
春
を
さ
せ
る
行
為
等
に
刑

罰
規
定
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
風
紀
の

ν』
ン
ラ
ン

素
乱
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
婦
女
の
基
本
的

人
権
を
守
り
、
も
っ
て
健
全
な
社
会
秩
序

の
維
持
に
寄
与
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。
」

売
春
の
定
義
と
し
て
は
「
婦
女
が
代
償
を

受
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
不
特
定
の
相

手
方
と
性
交
す
る
こ
と
を
い
う
。
売
春
を

し
た
者
、
又
は
そ
の
相
手
方
と
な
っ
た
者

は
、
五
千
円
以
下
の
罰
金
又
は
拘
留
又
は

科
料
に
処
す
る
。
」
で
、
か
相
手
方
u

が
入

っ
て
い
ま
す
。
売
春
及
び
搾
取
は
悪
で
あ

る
事
を
国
の
法
律
に
よ
っ
て
認
め
よ
と
迫

っ
た
法
案
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
法
案
は

第
二

O
回
臨
時
国
会
ま
で
継
続
審
議
と
、

な
か
な
か
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。
一
九
五
四

年
と
い
う
年
は
造
船
疑
獄
が
お
こ
り
政
治

汚
職
き
わ
ま
る
と
い
う
社
会
の
背
景
の
中

で
売
春
禁
止
運
動
が
続
き
ま
す
。

一
九
五
四
年
八
月
二
六
日
に
鹿
児
島
県

で
松
元
荘
事
件
(
松
元
事
件
)
|
|
松
元

荘
と
い
う
宿
屋
で
土
建
業
者
が
女
子
高
校

生
を
取
り
引
き
の
材
料
に
県
会
議
員
に
提

供
す
る
ー
ー
が
お
こ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で

売
春
問
題
を
婦
人
の
人
権
の
問
題
ど
し
で

時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
一
度
決
ま
っ
た
法

律
と
い
う
も
の
は
、
決
ま
っ
て
し
ま
う
と

一
人
で
歩
き
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
を
婦
人
た
ち
の
力
で
よ
り
良
く

し
て
行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
立
法
に
関

す
る
関
心
を
若
い
人
た
ち
に
一
層
持
っ
て

ほ
し
い
。

具
体
的
な
と
ら
え
方
で
、
法
律
、
制
度

を
み
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
特
に
若
い
人
た

ち
に
・
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
お
話
し
し
た
い
の
は
、
売
春

問
題
に
は
汚
職
が
つ
き
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
売
防
法
の
刑
罰
規
定
の
施
行
を

延
期
せ
よ
と
い
う
業
者
か
ら
の
猛
烈
な
運

動
が
あ
り
、
売
春
汚
職
議
員
の
真
鍋
儀
十
、

椎
名
た
か
し
の
二
名
が
特
に
活
鼠
し
ま
し

た
。
汚
職
は
ば
れ
て
収
賄
罪
が
成
立
し
、

こ
の
二
人
は
選
挙
で
落
ち
ま
し
た
。

女
ニ
ュ
ー
ス
女

会
の
機
関
誌
七
日
巧
で
と
り
あ
げ
た
「
国
籍

法
改
正
案
L

は
、
八

O
年
二
月
一
五
目
、
社

会
党
提
案
と
し
て
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
、
法

務
委
員
会
に
付
托
さ
れ
た
が
、
衆
議
院
の
解

散
に
よ
っ
て
今
回
は
廃
案
と
な
っ
た
。

ま
た
、
三
月
七
日
に
は
、
衆
議
院
予
算
委

員
会
で
土
井
た
か
子
議
員
が
、
無
国
籍
児
の

簡
易
帰
化
手
続
き
問
題
を
と
り
あ
げ
、
帰
化

は
現
実
に
は
容
易
で
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め

の
政
府
の
補
助
の
可
能
性
に
つ
い
て
法
務
省

定
家
民
事
局
長
を
追
及
し
た
。

無
国
籍
児
と
国
籍
法
に
つ
い
て
は
外
人
記

者
ク
ラ
プ
で
土
井
た
か
子
儀
員
と
鍛
治
千
鶴

子
弁
護
士
が
三
月
一
二
目
、
昼
食
会
で
ス
ピ

ー
チ
を
行
な
っ
た
。

杉
山
悦
子
・
さ
お
り
さ
ん
の
国
籍
確
認
訴

訟
は
五
月
十
三
日
東
京
地
裁
で
結
審
、
秋
に

判
決
の
予
定
で
あ
る
。

常
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
た
朝
日
新
聞

の
社
会
部
の
記
者
の
方
が
お
ら
れ
、
こ
の

松
元
荘
事
件
を
大
き
く
と
り
あ
っ
か
い
、

そ
れ
が
反
響
を
よ
ん
で
や
が
て
国
会
を
動

か
す
力
と
な
り
ま
し
た
。
一
九
五
四
年
一

一
一
月
一
四
目
、
再
び
「
堤
ツ
ル
ヨ
案
L

を

提
出
し
ま
す
が
、
翌
一
月
吉
田
内
閣
総
辞

職
で
法
案
は
流
れ
ま
す
。
こ
こ
で
運
動
の

第
て
フ
ウ
ン
ド
が
終
り
ま
す
。

一
九
五
五
年
六
月
一

O
日
第
二
二
特
別

国
会
で
、
衆
参
婦
人
議
員
団
メ
ン
バ
ー
は

各
党
を
ま
わ
っ
て
男
性
議
員
の
支
持
を
集

め
、
法
案
の
提
案
者
に
な
っ
て
く
れ
と
の

作
戦
に
出
ま
す
。
そ
れ
も
社
・
共
だ
け
で

は
な
く
保
守
党
議
員
を
た
く
さ
ん
ま
き
こ

も
う
と
い
う
方
法
を
と
り
ま
す
。
そ
し
て
、

提
案
者
、
神
近
市
子
他
一
八
名
、
賛
成
者

は
保
守
系
含
め
て
八
七
名
と
い
う
た
く
さ

ん
の
賛
成
者
を
得
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で

も
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
中
で
、
第
二

ラ
ウ
ン
ド
「
売
春
等
処
罰
法
案
」
を
提
出

し
ま
す
。
中
味
は
や
は
り
両
罰
制
度
で
、

こ
れ
は
提
案
者
あ
る
い
は
賛
成
者
を
た
く

さ
ん
出
し
た
民
主
党
、
自
由
党
議
員
が
反

対
の
採
決
に
ま
わ
る
と
い
う
信
じ
ら
れ
な

い
事
態
に
よ
り
、
一
九
一
対
一
三
三
で
衆

議
院
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
否

決
し
た
時
に
、
民
主
党
、
自
由
党
が
世
論

を
お
も
ん
ば
か
つ
て
、
政
府
に
対
し
て
、

審
議
会
を
作
っ
て
中
味
を
検
討
し
次
の
国

会
に
提
出
せ
よ
と
い
う
決
議
を
し
、
決
議

案
は
採
決
さ
れ
、
や
が
て
政
府
案
が
出
る

中公文庫 1977年
中央公論社 1973年

読売新聞社 1979年
文芸春秋社 1978年
三省堂新書 1970年
講談社 1979年
文遊社 1979年
番町書房 1972年
法波書1苫 1979年
学陽書房 1973年
ドメス出版 1975年
Penguin Books 1973年 London
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山室軍平(1914)
久布白 書事実
者屋信子
J ・コルドリエ
山崎朋子
山崎朋子
ドウス 昌代

黄春明

鏑木清一
可児 弘日月

安田一部編
田中寿美子他編
Young， George 

〈単行本〉
社会廓清論
廃娼ひとすじ
とき !l)こえ
夜よ， きようなら
あめゆきさんの歌

愛と鮮血一一一アジア女性交流史
敗者の贈り物
さよなら，再見

逃駐軍慰安作戦
近代中国の普力と「緒花」
性思想の名著12選
日本婦人問題集成9，人権篇
Tourism Blessing or Blight? 
〈雑誌・パンフレット・論文〉
買春行為をゆるすな

売春・その歴史，その現状
どうして売春はいけないのか

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
す
。
七
月
一
九

日
処
罰
法
案
採
決
の
目
、
国
会
傍
聴
の
傍

聴
券
が
委
員
長
の
サ
イ
ン
も
な
し
に
売
春

業
者
の
聞
に
二
百
枚
も
乱
発
さ
れ
、
あ
と

で
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
二
階
を
業
者
集

団
、
一
階
を
婦
人
団
体
が
占
め
、
ぉ

E
い

に
け
わ
し
く
に
ら
み
あ
う
な
か
で
、
神
近

市
子
さ
ん
が
「
業
者
の
議
員
買
収
」
の
情

報
を
述
べ
る
や
満
場
騒
然
と
な
る
と
い
う

状
況
で
し
た
。
こ
の
日
は
悶
で
し
た
が
、

第
二
ラ
ウ
ン
ド
は
敗
け
で
終
了
し
ま
す
。

し
か
し
政
府
は
、
婦
人
議
員
案
否
決
の

時
の
決
議
に
も
と
ず
き
「
売
春
対
策
審
議

会
」
を
設
け
、
会
長
に
菅
原
通
済
さ
ん
が

な
り
、
民
間
か
ら
も
委
員
が
出
て
「
売
春

等
の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
」
の

中
味
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
答
申
案
が
で

き
ま
す
。
こ
の
時
か
ら
「
売
春
防
止
法
」

と
な
り
ま
す
。
処
罰
し
て
売
春
は
な
く
な

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
売
春
状
況
に

女
の
人
を
お
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い

う
意
味
で
の
防
止
で
本
来
は
そ
う
な
の
で

し
ょ
う
が
、
防
止
と
し
た
こ
と
で
売
春
業

者
の
征
伐
と
い
う
厳
し
い
印
象
か
ら
逃
げ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
目
的
に
は
「
売

春
等
の
防
止
及
び
そ
の
取
締
り
、
な
ら
び

に
売
春
婦
の
厚
生
保
護
を
は
か
る
こ
と
に

よ
っ
て
婦
女
の
地
位
及
び
福
祉
を
擁
護
す

る
と
と
も
に
善
良
の
風
俗
を
緩
持
し
、
も

っ
て
社
会
秩
序
の
健
全
な
発
達
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
。
」
売
春
等
の
定
義
は
「
婦

女
が
代
償
を
受
け
、
ま
た
は
受
け
る
約
束

アジアの女たちの会「アジアと女性解放~ 2号
売春問題ととりくむ会 1976年
日本キリスト教婦人矯風会 1975年

1976. 10， 1977. 3， 9， 1978. 4，その他ほとんど各号

1972年 5月

婦人新報 日本キリスト教婦人矯風会
女・エロス 9号「売春考J 社会評論社
現代のエスプリ 114号「売春行為」 至文堂
潮特集「娼婦にされた日本人の証言」潮出版社
観光白書
ジュリスト増刊「性」一一一思想・制度・法
キーセン観光のいけにえたち 中川

有斐閣 1970年12月
統一評論 1979年 9月信夫

Lenz， Ilze 未発表)
ホン，イプリン(未発表)

東南アジアにおける買春観光
7 レーシアにおける観光公害

1979年 2月
1976年 7月

新東亜

新東亜

茂
t.典

松

果

沈
呉

ルポ・百万名突破の観光樟国
ルポ・観光樟国

(他は二号参照)

32 33 



日本における売買春の歴史 (450年史)ひ
高里鈴代まとめ

年代 政治・経済・社会 年代 売買春問題豊中心 売買春の歴史の涜れ

1185 鎌倉幕府の成立 1193 幕府「遊君別当」設立 呼名を白拍子，遊君

1231 全国大飢餓，妻子等売る者多〈続出
1338 室町幕府の成立

1528 r傾繊局」設置.公娼制度の初め
1& ‘ 

傾域
遊女に官許の鑑札，年15貫文の税金 佳女(亙女)

1585 大阪三郷，遊女町
鍋1589 京都，柳町の遊呈 -私娼 (1636-1656)全盛

1603 江戸幕府の成立 1593 京都所司代，遊女屋を 3級に分け，賦金の徴集 太夫 (現代のトルコ?!)
1616 幕府初の人身売買禁止令，年季3年とする 1617 元吉原町開碁←-5ヶ条.以後全国25ヶ所に遊廓設置 格子女郎 -飯盛女
1639 ボルト ff]レ船の日本渡航禁止{鎖国) 1641 京の遊廓を六条三館町から「島原J に移す 端女郎 -茶立女
1643 田畑永代売買の禁止 1642 長崎町丸山町.寄合町の廓承認

1656 元音原町は御用地となり，新音原町へ移る。(湯女，風 蝿病死.傷害死.焼死等の|

呂屡200軒余りの取りつぶしを条件に入れる) 事〈の女遣が投げ込み寺

1674 全国に水害 1664-1668 私娼禁止令一一私娼500名公娼へ組み入れる (浄閑寺など)に事事られ
1675 水害で諸国民困廟，長年季で普代名抱 1672 沖縄，琉球王国，公娼制度スタ ト。尾類(ズリ)は

同瓦一
る。

を認める 中国の冊封f吏.瑳摩の役人を相手とした。

|¥ 1868 明治斬政府成立 語f1872 富岡製来場開業 1872 芸娼妓解放令一一一牛馬きりほどきの令」ベルー船7 リ
1873 地租改正 ア.]レース号事件を契機に太政官布告295号 三大旅里ト一一一
1884 経済不況，農村も不景気 1873 貸座敷渡世規則及娼妓規則並芸妓取締規則を定む -辻
1885 日本初のストライキ(雨宮製糸工場) 1885 圏内の不最気によりからゆきさん多〈なり問題化 .1'中島 'iP 

【近代機械工業へ進歩】 1886 婦人矯風会発足 -波地 1892頃ピーク
1891 足尾鉱毒事件 1891 群馬県廃娼帝公布 サンヂカン・シン

1894-1895 日清戦争 1894 海外売春婦引き婦げにそなえて，矯風会慈愛館設立 トー一一一一 fポールーペナン・
1896 戦後の好況の反動で不況 1896 大審院判決にで娼妓の自由廃業を認める 1811年 ボルネオ・ 7 ニラ

1897 各地に米騒動 1898 群馬県知事公娼復活を唱え.廃娼織員によって迫歓される
主

中国各地・ウラジ
1900 治安響察法により女子の集会結社禁止 1900 函館の娼妓に大審院が娼妓稼業の契約無効の判決

自
オストック・アメ

1901 八幡製鉄所創業，愛国婦人会創立 宣教師モルフィー自由廃業の為斗う。熊本の東雲機遊女
長崎

リカ・ 4ナン/<ウロ・
1902 日英同盟 スト。自由廃業続出2559名。内務省・娼妓取締規則発布 樽太と広範囲に分
1904-1905 8露戦争.金融混乱 1904 製糸・紡績が不況のため女工が娼妓になる例が事〈寄る

青本島
散している。

1910 日韓併合 1911 育鞘J 発刊。 r人形の家」上演。 ←一一一 -台湾領有後，台湾
1911 関税自主権の確立。工場法公布 公娼廃止運動団体「廊糟会」発足

菜室多

女性も東南アジア
1914 第一次世界大戦 1916 警視庁「私娼操減公娼拡大」の方針に対1.-.廓清会反 '¥ 

1915 対事21ヶ条要求に対し在商事僑日貨ポ 対運動
イコ y ト。労働争議逐年増加 1921 プロリタリア婦人「赤欄会J 発足

1918 シベリア出兵。米騒動(米価暴騰) 海外売春婦取締り -海外廃娼帝が出た
1919 朝鮮万才事件(三一運動L戦後景気 1915に決議きれつつ外貨収入の為ひきのばす ト p がいっこうにからゆ
1920 経済恐慌。日本初のメーデー。国際連 ) きさんは減らない
合加入。 1923 震災で新音原遊廓焼失したが再興する

1922 経済不況伊性化 1925 腐娼演説会，廃娼テ'-10万枚ピラ配布，街頭署名1万余
1923 関東大震災，朝鮮人.社会主義者虐殺 1926 廓清会と矯風会合同し，街娼連盟結成
1925 普通選挙法公布.治安推持法公布 1927 r花柳予防法J 発布.徴兵検査にで性病が22%もあっ
1927 金融恐慌，休業銀行続出。日本第1次 たため。矯風会，退去命令をうけた日本人売春婦100人
出東出兵 救出にシン fポールへ

1929 世界大恐慌，浜口内閣デフレ政策 1928 埼玉・福井・秋田・福島県会.公娼廃止に関する建機案湖
1930 金解禁，農業恐慌→一般的恐慌へ。 場一致可決，以降1936年迄に21県が廃娼決識を行なった

ヨ
推定失業者36万人，産業統制法公布 1934 東北凶作地の娘の身売り問題化。 1月一10月迄山形県

1931 満州事変，東北地方冷害 ?売られた娘991人を教える -日本軍の進んだ到
1932 上海事件(満州国建国) 1938 日本陸軍慰安婦第 1号，筆中戦線に集める。敗戦まで る所に配置
【経済統制の開始.企業合同の進行】 の 7年閉じ慰安婦5-8万人 中国各地・タイ・

1937 日善事変，南京大虐殺 1943 朝鮮婦女子が慰安婦として強制的に召集。敗戦まで約 ピル7 ・フィリピ
【戦事経済体構1]の強化，国民生活破綻1 10万人 ン・太平洋諸島・

1941 大平洋戦争 沖縄など

1945 東京大空襲で青原全焼1072人の中去の娼妓死亡
1945 ポツダム宣言受諾無条件降伏 内務省占領軍向慰安施設設置指令 より特殊慰安施設

手

1945 ポツダム宣言受諾無条件降伏 協会を設立 (RAA).応募者殺到1360名採用
1947 児童福祉法公布 1946 GHQの覚書で公娼情IJ度廃止命令，赤線・膏線地械の設定
1950 朝鮮戦争起る 1949 山形県の身売り児童2500名
1951 サンフランシスコ平和条約・日米安全 国連「人身売買及び他人の売春からの持取の禁止J に 端1958売防法により廃娼
保障条約，国際労働機構加盟 関する条約決機 売春婦総数46，900名
【産業活動，戦前水準突破I 1951 矯風会他80婦人団体，公姐復活反求、1協議会結成 23 ， 672名一一~滞郷

1952 目撃平和条約。三白景気 1955 最高裁判所，前借金無効の判決 ト一一一-.J 8，549名一一転業
1954 通商協定(タイ) 1956 売春防止法成立 5，429名一一一結婚
1956 国連加盟ロ賠償協定(フィリピン) 1957 施行 但1.-，半数以上が売春
神武景気。日ソ国交回復 1958 事j事処分規定発効 生活に戻った。

1958 賠償協定(インドネシア) トルコ風呂売春が広がる ノ、 -管理売春
1960 日米新安保条約。消費，レジャープー .'Vッサージ売春

4‘ 1964 トルコ風呂反対の動き各所に起るが野放し状態 の l -ひもつき売春
1965 日輸基本条約批准。米，北爆開始 主婦パートタイム就労増加 寸

-トルコ風呂
1967 日制航空協定。資本自由化 1966 トルコ風呂地域規制公布

トl
1971 沖縄返還協定。ドルショック。成田闘争 1970 日本男性の海外買春旅行が広がる 蝶日本男性による買春観光が，
1972 沖縄本土復帰。日中国交正常化 1972 沖縄の本土復帰，現行「売防法J;直用，本土より15年遅れ 1970年以降ますます盛んにな
1973 貿易自由化.変動相場制。石油ショ y 1973 r売春問題ととり〈むl花会女」子発大足生 り東南アジア諸国や韓国で問
ク。狂乱物価。企業の海外進出盛ん。 鱒国金浦空港にで梨 ，日本男性の買春ツア 題化する。

1974 田中首相東南アジア歴訪。 一反対テ'モ。日本キーセン観光反対運動起る 韓国・台湾・フィリピン・タ
構図，朴大統領狙撃事件 日本「キーセン観光に反対する女たちの会J 結成.羽 イ・南ベトナム・シンガポー

1975 ベトナム戦争終結 田空港にでピラまき。 Jレ・インドネシア・ 7 レーシ
1976 日本の戦争賠償支払完了 1974 南朝鮮侵略阻止・キーセン観光反対共闘会犠」が松 ヤ・スリランカなど広範囲に
1977 祖国首相東南アジア歴訪。 江，出雲市のキーセン観光旅行団870名の波嶋を阻止 わたる。
円高不況 1977 アジアの女在ちの会機関誌2号「買春観光を許すなん 揮東南アジア女性，悪徳業者に，

発行。台湾の旅行業者.日本の旅行業者(買春観光)を 掴され来日1.-，売春婦として，
1978 成田新空港開港。 きびしく非継する意見広告「恥という字をご存じです 働かされる事件が多発する。
サラ金問題続出 か」を長期掲載。

1979 東京+ミァト万一一エネルギー問題一一一 1978 東南アジアの女性，腸されて来日し矯売春風会強制要される
スライド「恥かLい日本人」上映( 作)

1979. 8 

ろ

，~. 

前
略
、
ち
ょ
う
ど
ロ
ス
ア
ン
ジ
エ
ル
ス

に
学
生
と
し
て
住
ん
で
一
年
に
な
り
ま
す
。

一
九
七
八
年
東
南
ア
ジ
ア
へ
行
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
か
ら
韓
国
、
台
湾
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
と
特
に
日
本
人
男
性
が
ど
ん
な
所
で

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
知
り
た
く
て

行
っ
て
き
ま
し
た
0
4
貝
春
観
光
“
に
関
心

が
あ
っ
た
の
と
同
時
に
東
南
ア
ジ
ア
向
け

の
団
体
旅
行
で
は
な
か
な
か
女
性
を
参
加

さ
せ
な
い
ふ
し
が
ど
こ
の
旅
行
社
で
も
見

う
け
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
殴
米
へ
旅
行
す

る
日
本
人
男
性
も
勿
論
「
女
を
買
う
」
の

で
す
が
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
そ
れ
は

規
模
も
方
法
も
か
な
り
違
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。
(
中
略
)
フ
ィ
リ
ピ
ン

左k
口報動活

(
マ
ニ
ラ
)
|
|
マ
ニ
ラ
に
は
当
時
7
軒

の
日
本
人
専
門
の
「
庖
」
が
あ
る
と
か
、

そ
の
う
ち
い
ず
み
と
圭
一
守
7
屈
に
つ
れ
て
い

っ
て
も
ら
っ
た
。
庖
に
は
コ
一
十
人
位
の
女

性
が
胸
に
番
号
の
カ

i
ド
を
つ
け
て
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
よ
う
に
少
し
高
く
な
っ

た
所
に
ズ
ラ
ッ
と
並
ん
で
い
て
、
男
性
が

気
に
い
っ
た
女
性
を
指
名
し
て
自
分
の
テ

ー
ブ
ル
に
呼
び
、
お
酒
を
の
ん
だ
り
お
つ

ま
み
を
食
べ
た
り
し
て
、
自
分
の
ホ
テ
ル

ヘ
来
る
よ
う
に
と
言
い
ま
す
。
話
、
が
成
立

す
れ
ば
当
時
U
S
で
五
五
ド
ル
o

実
際
女

性
が
受
け
と
る
の
は
そ
の
う
ち
一
五
ド
ル

位
だ
と
女
の
子
遠
か
ら
き
き
ま
し
た
。

(
略
)
も
っ
と
も
何
か
役
に
立
つ
こ
と
が

あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

(
芦
田
殉
子
)

は
男
性
天
国
H

と
い
う
印
象
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
放
送
後
か
な
り
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
外
国
人
は
私
が
日
本
人
な
の
で
「
ワ

イ
フ
た
ち
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
」
と

か
「
今
で
も
ゲ
イ
シ
ャ
ハ
ウ
ス
は
あ
ん
な

に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
と
は
知
ら
な
か
っ
た
L

と
か

い
っ
た
た
ぐ
い
の
質
問
を
沢
山
さ
れ
ま
し

た
。
団
体
行
動
は
一
様
に
解
せ
な
い
と
い

い
ま
す
。
(
略
)

(
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
坂
元
良
江
)

一
月
に

A
B
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ニ
ュ

ー
ス
マ
ガ
ジ
ン

T
V
番
組
「
加
分
の
却
」

が
日
本
男
性
の
H

セ
ッ
ク
ス
の
解
放
ぷ
り
々

を
報
道
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
は
ア
ジ
ア
へ

の
買
春
旅
行
な
の
で
す
が
、
そ
の
前
段
と

し
て
浮
世
絵
、
芸
者
さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
、

川
崎
堀
の
内
の
ト
ル
コ
街
、
ト
ル
コ
壌
の

サ
ー
ビ
ス
ぷ
り
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
動
く
ベ

ッ
ト
な
ど
の
紹
介
、
そ
し
て
パ
ン
コ
ッ
ク

の
街
を
パ
ス
で
買
春
に
く
り
出
す
日
本
人

男
性
の
グ
ル
ー
プ
、
番
号
札
を
つ
け
た
タ

イ
女
性
た
ち
ゃ
覗
き
窓
の
向
う
の
女
性
た

ち
を
選
ん
で
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
か
な
り

密
着
取
材
。

C
B
S
ト
l
キ
ョ
l
の
レ
ポ

ー
タ
ー
も
こ
ち
ら
の
キ
ャ
ス
タ
ー
も
ニ
ヤ

ニ
ヤ
し
て
日
本
男
性
の
「
性
の
解
放
」
ぶ

り
を
紹
介
し
た
と
云
っ
た
の
で
す
O

H

日
本

広
直
膚
防
防
ほ
同
同
川
同
閣
レ
」

会
費
(
年
二
千
円
)
未
納
の
方
は
納
め

て
下
さ
い
。
維
持
会
員
(
月
千
円
)
に
な

っ
て
下
さ
い
。
機
関
誌

(
3
号
1
8号
)

を
大
い
に
売
っ
て
下
さ
い
。
置
い
て
下
さ

る
本
屋
、
が
あ
れ
ば
頼
ん
で
下
さ
い
。
み
ん

な
で
会
を
支
え
ま
し
ょ
う
。

4. 16 

1979年
8. 25-27 r買春観光」をテーマに合宿，於
伊豆さっき会館
女大学(買春観光をなくすために・1)

〈心を売ること・体を売ること

一一売買春の歴史を通して〉
講師もろさわょうこ
機関誌「アジアと女性解放J7号(特
集・女と国籍)発行
女大学(買春観光をなくすために・2)

〈女性の人権と売春 沖縄から〉
講師金城清子
女たちは労基法改悪を許さないぞ/
11. 10集会 実行委員会に参加
実行委員会に参加
女大学(買春観光をなくすために・3)

〈キーセン観光と日穂癒着〉
講師中川信夫

学習会〈労基法改悪について〉

女大学(買春観光をなくすために・4)

〈戦争責任と買春観光一一台湾の場

合〉
講師加藤邦彦
〈蛮語〉上映会共催
於・渋谷勤労福祉会館
韓国政治犯の釈放を訴えるハンスト

女たちの会より 2名参加
於・東京・数寄屋橋公園
女大学(買春観光をなくすために・5)

〈買売観光の実態 フィリピンの
人々から関われているもの〉
講師高里鈴代

会員・衆議院議員土井たか子氏国籍
法改正の必要性についてスピーチ

於・外人記者クラブ
女大学(賀春観光をなくすために・6)
〈売春防止法制定当時のこと〉
講師紀平 f弟子
「人民革命党J 5周年を迎えて
韓国政治犯・家族を想うタベを主催
於・東京渋谷・山手教会
女大学(買春観光をなくすために・7)

〈タイの農村と買春観光〉
講師望月賢一郎

4. 26 学習会〈環太平洋構想、について〉
4. 12. 13世話人会合宿，厚生年金スポーツセ

ンター(世田谷区)

女大学(買春観光をなくすために・8)

〈南北問題としての買春観光一一マ
レーシアからの告発〉
講師松井やより

女大学(買春観光をなくすために・9)

〈欧米から見た買春観光〉
講師寺崎あきこ

女大学(買春観光をなくすために・ 10)

〈買春観光と日本の家庭〉
講師大島静子

(1979年 8月-80年 6月)

10. 17 

11. 21 

11. 10 

12. 16 

12. 30 

1980年
1. 16 

1. 23 

2. 20 

4. 

4 

3. 12 

3. 19 

8 

2. 

6. 18 

7. 16 

5. 21 

34 
35 



編

集

後

記

英
文
機
関
誌
の
編
集
・
各
行
事
等
も
同
時
進
行
し
て
い
た

う
え
に
、
思
い
が
け
な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
連
続
。
編
集
ス
タ

ァ
7
は
こ
の
二
、
三
ヶ
月
、
自
の
ま
わ
る
よ
う
な
忙
が
し
き

で
し
た
。
共
に
仕
事
を
し
て
い
く
過
程
で
、
様
々
な
意
見
の

相
違
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
度
、
一
人
一
人
が
ぶ
つ
か
り
あ

い
、
共
感
し
あ
い
、
そ
し
て
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
今
、

私
た
ち
は
お
互
い
に
も
っ
と
親
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
発

見
し
て
い
ま
す
。
ひ
た
む
き
な
女
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
は
、

編
集
に
加
わ
っ
て
得
た
貴
重
な
収
穫
の
一
つ
で
す
。

コ
一
号
の
目
次
に
は
、
H

女
た
ち
は
怒
る
H

と
あ
っ
た
の
よ
/

今
回
は
H

怒
れ
な
い
女
た
ち
H

で
し
ょ
:
・
目
。
」
と
は

M
さ
ん
。

で
も
、
そ
れ
が
現
実
な
の
で
す
。
そ
し
て
海
の
向
う
側
に
は
、

ア
ジ
ア
の
'
人
た
ち
の
怒
り
が
あ
り
ま
す
。

A
7
号
が
こ
の
二
つ

の
世
界
を
結
ぶ
小
さ
な
か
け
橋
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
の
声
を
伝
え
、

ま
だ
怒
り
を
共
有
で
き
な
い
日
本
の
女
た
ち
に
熱
い
思
い
を

こ
め
て
悟
り
つ
づ
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

や
ら
な
仁
れ
将
官
す
ら
な
い
こ
ど
は
多
い
の
に
、
日
常
の
生
活

に
お
わ
れ
で
ド
ヲ
私
た
ち
の
カ
は
あ
ま
り
に
も
微
力
で
す
。

長

4
速
い
港
量
、
一
私
達
と
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。
共
に
語

り
、
仕
事
査
す
骨
折
し
い
仲
間
を
も
と
め
て
い
ま
す
。
(
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ザ
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韓国の闘う人々にカンパを/

光州ではおびただしい血が流され、多くの

学生・市民が銃剣の下に生命を失なった。ソ

ウルで、至るところの都市で、青年や知識人

が連行され、その行方も、生命の安全すらも

分らないという。

すでに、春が来るかと思われていた韓国に

再び厳しい冬の季節が訪れた。だが、人々は

必ずまた立ちあがるだろう。

今、混乱の中にある光州の地で、病院には

負傷者のための充分な医薬品すらすでに底を

ついたと報じられている。負傷者に医薬品を/

家族を失なった人々に慰さめを/ そして、

やがて明らかにされるだろう5獄中の人々にさ
し入れ品を/

私たちはかつて、七七年には、政治犯のた

めに毛布のさし入れを、そして七八年には東

ーの女子労働者へのカンパをと訴えて来たが、

今、一度、民主化闘争のために支援のカンパ

を訴えたい。私たちの連帯の志を示すささや

かなしるしとして。

送り先ー娠替東京O 四六一回

アジアの女たちの会宛

(韓国へのカンパと明記すること)

句・

好評発売中

(文物で語る周思来〉

女中国図書の専門出版社

密814-199222泉ナ金

女中国向けのPRなら
一一翻訳から印刷まで

宮815-5677詩東今宅金高

東京都文京区小石川1-3-16 三田ピル

-亡夫・自衛官の合間を拒否した妻の半生・

自衛隊よ、夫を返せ/
・田中伸尚 上製四六判〒160円 1500円

あるクリスチャンの妻が、亡き夫・

自衛官の自衛隊による一方的な合杷

を拒否し、裁判闘争を闘い抜く

現代書館毒裏書Z2男昇野長身長2M5


